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†一章　新たな鎖









　灰はい咲ざき刀とう夜やの意識は、深い闇に包まれていた。

　彼は今日、さらわれた仲間の田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス──プルを助けるため、誘拐犯と死闘を繰り広げた。

　それから異能者が集う武術大会・暗黒狂宴サバト学内予選の一回戦に出場。

　勝利を収めたものの、連戦による疲労で倒れてしまったのだ。

（もしかしたら、また昏こん睡すい状態に陥ってしまうかも）

　刀夜は一ヶ月半前まで、四年近くも眠り続けていたのである。

　懸命に体を動かそうとするが、全く力が入らない。

『このまま闇に吞のまれてしまうのか』と絶望した時……

　二人の少女の、高らかな声が聞こえてきた。

「あっ、んはあぁっ、らめぇええトー君！　しゅごいよトーく──────ん!!」

「……と、刀夜くんっ！　あぁッ、ふぁああっ、ふぁああぁぁああぁあああんんっっ!!　刀夜く───────ん!!」

　──闇に、光が差し込んできた。

（氷ひよう華か姉さんとプルが、俺を目覚めさせようとしてるんだ）

　刀とう夜やは四年の昏こん睡すいから、義ぎ姉し・氷華のえっちな声で覚醒した。その再現を狙っているのだろう。

「トー君、目覚めて」「刀夜君……」

　両腕に、ふにょんと柔らかい感触がする。二人の胸が当たっているようだ。

　──闇に、とてつもない光が差し込んできた。

　その眩まぶしさたるや、闇が少し欲しいくらいであった。

（よし、もう大丈夫だ）

　完全に覚醒し、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

　まず目に映ったのは見慣れない天井。

　先ほど一回戦を戦った、煉れん獄ごく学園北側コロシアムの控え室だ。

　左側を見れば、軍服姿の銀髪少女──義姉の氷華が腕に抱きついていた。

　強力な冷気を操るＳ級異能者で、学内の強さを示すランキングでは位い階かい１位。そのうえ生徒会長も務める才さい媛えんである。

　そして右腕にしがみつくのは、大胆な赤いドレスをまとう紅ぐ蓮れんの髪の少女。チームメイトであるＢ級異能者のプルだ。

　二人とも、刀夜が目覚めたことには気づいてない。

　それを伝えようとした時……もう一人のチームメイト一ひ二ふ三みの声が聞こえた。

　位階10位の強きよう者しやだが、己おのれを人型決戦兵器と思いこむ色々こじらせた幼女である。

「刀夜を目覚めさせるため、私も喘あえぐデス！　ひぁああンっ刀夜ッ！　私の太ももにキスしちゃいけまセン！」

（いかん。いま『目覚めたよ』と言ったら、幼女のえっちな声で復活したと思われる）

　刀夜はそれを危き惧ぐし、再び目を閉じた。

　氷華、プル、一二三は長期戦を覚悟したか、ローテーションでえっちな声を出しはじめる。傍はた目めには変な儀式に見えるだろう。

　プルの声で目覚めたら、氷華にヤキモチをやかれる。

　逆だとプルが寂しがるかもしれない。なかなかタイミングが難しい。

　刀夜は聴覚に全神経を集中し、好機を伺うかがう。

　そして氷華とプルの声が僅わずかに重なった瞬間、勢いよく起きあがった。

「ありがとう。皆の声が俺を呼び覚ましてくれた」

「トー君っ!!」「刀夜！」

　間髪いれず胸に氷華が、背中に一二三がすがりついてくる。

　残ったプルは両手を広げたまま固まっている。抱きつこうとしたが、場所がなくて困っているようだ。

　桜色の唇くちびるを尖とがらせ、ぷいっと顔をそらし、

「ど、どうして刀とう夜や君は、えっちな声で復活するんですかぁ……」

「人類の神秘だな」

「刀夜君の神秘です!?」

　人類全すべてを巻き込もうとしたが、失敗したようだ。

　プルは「まったくもう」と呟つぶやいたあと、ゆっくり立ち上がる。

「刀夜君も目覚めましたし……わたくしはこれから、お母様の所へ参ります」

『お母様』とは、煉れん獄ごく学園の学園長である三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるのことだ。世界屈指の異能者である上に、異能者の強さを測定するアプリ等を作った天才である。

「そして、四年前のことを尋ねてきます」

　四年前の六月二十二日、プルは身しん辺ぺん警護を受けるため灰はい咲ざき家に預けられた。

　その夜に襲撃事件が起こり、氷ひよう華かの両親（刀夜の義ぎ父ふ母ぼ）、それに門下生全員が殺された。

　刀夜はプルと氷華を守るため奮闘した結果、昏こん睡すい状態となる。

　今年ようやく目覚めた刀夜は、ここ煉獄学園でプルと再会したのだ。だが何な故ぜかプルは、四年前のことを完全に忘れていた。

「わたくしの記憶が、なぜ欠落しているかはわかりません。ですが四年前、わたくしを灰咲家に預けたのはお母様のはず。聞けば当時のことがわかるでしょう」

　刀夜は胸元に抱きついている義ぎ姉しと、頷うなずきあった。

　確かに四年前のことは調べねばなるまい。襲撃者は逃げてしまったし、その目的も不明なのだ。

「プル、俺もいくよ」

「ありがとうございます。では参りましょう《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を問いつめるのです！」

　プルが豊かな胸を張り、紅ぐ蓮れんの髪をなびかせて歩きだした。

　その美しくも気け高だかい姿に、一ひ二ふ三みが目を輝かせる。

「私も、どこまでもマスターと共に！」

　興奮混じりに両こぶしを握ると、パワードスーツから勢いよく蒸気が噴き出した。

　プルのドレスの裾すそが、ふわあっと舞い上がる。

　スラリとした脚、そしてパンツ……ではなく、やや大きめの美び尻じりが露あらわになった。

（そ、そうだ！　プルは今ノーパンだったんだ！）

　プルは今日誘拐された際、ドレスの腰に一二三手作りのお守りをつけていた。

　刀夜の愛剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリは『強い想おもいが込められたもの』を斬きると神を産み出せる。

　誘拐犯との戦いの最さ中なか、刀夜はお守りを斬って神を産みプルを守った。だが一緒にパンツも切断してしまったのである。

　プルはスカート部分を押さえてうずくまり、涙声で、

「うぅ。はいてない事を忘れていました……わたくし、本当にダメダメです」

　氷ひよう華かがプルへ駆け寄り、母親のように優しく背中をさする。

「そんな事ないよ。貴方あなたにはいい所も一杯あるんだから」

「ですがこんな状態で学内予選に出るなんて……もう、お嫁にいけませんわ」

「そうだね」

「そこは肯定!?」

　迷わず断言した氷華に、一ひ二ふ三みがおののいている。

「さすがは《絶ぜつ対たい零れい姫き》。隙すきあらばライバルを蹴落とそうとしてるデス」

「ライバル？」

　首をかしげる刀とう夜やへ、一二三が華きや奢しやな肩をすくめた。

「刀夜は幸せ者デスね。ちょっと私、パンツ買ってくるデス」

　足裏から火を噴いて飛び、控え室から出ていった。

　するとその直後、天井に備え付けられたスピーカーから女生徒の声が聞こえてくる。

『生徒会長の灰はい咲ざき氷華さん。明日の学内予選の打ち合わせのため、至急生徒会室へいらしてください』

　今日の一回戦に続き、明日はすぐ二回戦が行われるのだ。












　連戦になるが、どのチームも条件は同じなので仕方ない。明後日あさつては休養日らしいので一ひと息いきつけるだろう。

　氷ひよう華かは軍帽を被かぶり直しながら、不安のにじむ声で、

「じゃあ私は行くけど、えっちな事しちゃダメだよ……プルちゃんは準備万ばん端たんだけど」

「万端ではありません！」

　プルがスカートを押さえたまま抗議した。

　そして氷華が出ていき、二人きりになると……部屋に気まずい沈黙が満ちた。

　刀とう夜やの脳裏に、先ほど目撃した瑞みず々みずしい尻しりがよぎる。しかもその持ち主である美少女が、すぐ側そばにノーパンでいるのだ。

　脳が茹ゆだりそうになり、ふらふらとドアへ歩く。

「俺、部屋の外に出てるよ」

「い、イヤっ。一人にしないで下さい！」

　振り返ると、胸に軽い衝撃がした。

　プルが縋すがりついてきたのだ。赤い瞳ひとみを潤ませ、見上げてくる。

「わたくしを誘拐した男は、こう言っていました。〝『黄金の暁會ゴールデンドーン』をさしおいて、アウローラを見つけることができた〟と」

『アウローラ』とは、プルのことだ。何な故ぜか誘拐犯は彼女をそう呼んでいた。

「プル、それはつまり……」

「はい。あの誘拐犯だけではなく『黄金の暁會』という組織がわたくしを狙っているという事です」

　誘拐犯は刀夜が倒したが、まだプルの安全が確保されたわけではないらしい。

　この少女は、今日とても恐ろしい目にあった。磔はりつけにされ、暴行すら受けそうになったのだ。『黄金の暁會』が存在する限り、同様の事件がまた起きるかもしれない。

　恐怖に震えるプルを見ていると、使命感が湧き上がってくる。

（この子は、二度も俺の命を助けてくれた）

　四年前と今日。

　いずれも瀕ひん死しの重傷を負った刀夜を、プルは固有異能──異能者が個人ごとに持つ唯一無二の能力のことだ──『不死鳥』で治療してくれたのである。

　刀夜はプルのほっそりした腰を抱き、揺るがぬ意志を込めて告げた。

「大丈夫だ。君は俺が必ず守る」

　プルの体が、電流が走ったようにピクンと跳ねた。

　頰ほおがみるみる朱しゆに染まり、吐息がかかるほどの距離で見つめてくる。体の震えは止まったが、唇くちびるだけは蠱こ惑わく的てきにわなないている。

（……！）

　刀とう夜やはたまらなくなってきた。胸の奥がぐつぐつと熱くなり、プルの唇くちびるに吸い寄せられそうになる。

　爆発寸前の劣情を、歯を食いしばってこらえた。

（い、いかんぞ！　プルには好きな人がいるんだから）

　以前聞いたのだが……なんとそれは、プルが夢で何度も見る人らしい。内容は聞いていないので、プルが過去に会ったのか架空の人物かはわからない。

　改めてプルを見れば、その美び貌ぼうはため息がでるほどだ。こんな子に愛されるとは、どこの幸せ者なのだろう。

　そんな風に、至近距離で見つめあう二人を……

　いつの間にか戻っていた一ひ二ふ三みが、買い物袋で顔を隠しながら見上げていた。

「えぇと、パンツ買ってきたのデスが、穿はいてもすぐ脱ぐことになりそうデスか？」

「なりません!!」

　プルが慌てて、一二三から袋を受けとる。

　そして刀夜は部屋の隅まで飛びすさり、大きく大きく息を吐いた。

　──『夢の人』が自分だと、気づくことなく。




●




　刀夜たち三人は、ようやく選手用控え室を出た。

　すでに時刻は十九時。通路の電灯は落ちているが、試合会場の方向から作業音が聞こえてくる。明日の準備をしているのだろう。

　通路をしばらく歩き、受付や自動販売機があるエントランスを通って屋外へ出た。むしむしと暑い六月の空気が、不快に肌を撫なでる。

　校舎へ向かい、昇降口で上履きにはきかえる。

　リノリウムの廊下をしばらく歩き、学園長室の前にたどりついた。

　観音開きの巨大な木製扉には、学園長の座右の銘が書かれている。

『ここに入る者は、全すべての希望を捨てよ』……教育者が座右の銘にしていい言葉ではない。

　ともあれ学園長は、この部屋の最奥にある玉座に座っているはず。

　プルが表情を引き締め、刀夜を見上げてきた。

「お母様の性格からすると、私たちの質問をのらりくらりと躱かわそうとする筈はずです。ペースに吞のまれないようにしましょう」

　刀夜は頷うなずき、扉に両手を当てた。

　扉はかなり重いので、漣気エーテルで体を強化して押しあける。漣気とは異能者が持つエネルギーで、身体能力を向上させたり様々な形にして放出したりと、沢山の用途があるのだ。

　学園長室に入る。

　内部は蠟ろう燭そくで照らされ、床や天井に地獄絵図がビッシリと描かれていた。

　相変わらず悪趣味極まりないが……それが気にならないほど、異様なものがあった。

　床に高さ二メートル程のビーカーが鎮ちん座ざし、薄いエメラルド色の液体で満たされている。

　その中に、学園長が直立していた。

　なんと全裸であり、豊満かつ均整のとれた体を惜しげもなくさらしている。

　学園長が右手の指を動かすと、電子音声が部屋中に響ひびきわたった。

『よく来たな、人の子よ』

「お、お母様ぁあああ!?　何をしてらっしゃるのですか!?」

　プルが、あっという間にペースに吞のみこまれた。

　足をもつれさせながら、ビーカーへ向かってダッシュ。そして全裸の母を刀とう夜やから隠すため、かばうように両手を広げる。

　学園長が悲しみをたたえた笑顔で、

『我が娘よ。お前にかばわれるとは……幾いく星せい霜そうの時を経へて、ついに妾わらわたち親娘おやこはわかりあえたのだな……』

「いいから黙ってなさい!!」

　安い小芝居に、プルがキレかける。

「が、学園長、いったい何してるんですか？」

　刀夜が問うと、学園長が虹彩異瞳オツドアイを悲しげに細め、

『ふふ、悪魔に魂を売った報いよ。こうして特殊な溶液に浸つからねば、妾の体は朽ち果ててしまうのだ』

（相変わらず、真面目まじめに答えねぇ……）

　学園長は超絶の厨ちゆう二にであり、その趣味が高じて学園都市すら建造した変人だ。

　この大おお仰ぎような設備も、おそらくその一環。異能バトルものでは『なんかの液体に全身浸かった人』がよく出てくる。

　床に入浴剤の空き袋が落ちているので、どうやら単なる風呂らしい。

　袋には『コラーゲンたっぷり配合!!　肌年齢を五歳ダウン!!』とある。加齢で体が朽ち果てるのを阻止しているようだ。

『さて』

　学園長が再び右手の指を動かすと、声が響きわたった。おそらく音声ソフトを使っているのだろう。

『人の子よ、妾に何なに用ようか』

「貴方あなたへ真実を、問いただしに来たのですわ！」

　プルの威勢はいいが、必死に全裸の母を隠しているので締まらない。

「お母様は四年前、わたくしを灰はい咲ざき家に預けませんでしたか？」

　学園長が、当惑げに目を瞬しばたたかせる。どうやら心あたりがないようだが……

　とつぜん不敵な笑みを浮かべ、喜々として語りだす。

『とうとう気づいてしまったか』

「で、ではその時の事を、詳しく聞かせてください」

　プルが紅ぐ蓮れんの髪をなびかせて振り返った。

　学園長は、自分に酔うように虹彩異瞳オツドアイを細め、

『汝なんじに教えるにはまだ早い。〝百人委員会〟の承認を得ねばな。ただあの因いん習しゆうに縛られた老ろう害がいどもが許可を出すとは思えんが』

「ひゃ、百人委員会??」

『妾わらわのこの両目を──魔眼に改造した忌いまわしき老いぼれどもよ』

「それ、ただのコンタクトでしょうが!!」

　またしても妄想を口走っただけらしい。

「貴方あなたはいつもいつも、そうやって煙に巻くのですね……！」

　プルが睨にらみつけると、学園長がキョトンとして、

『どうした。妾を親の仇かたきでも見るように』

「あなたが親ですわ!?」

　プルがビーカーを叩たたいたが、強くやりすぎたのか手を押さえてうずくまった。一ひ二ふ三みが慌てて介抱に向かう。

　不毛極まりないやりとりに、刀とう夜やは深いため息をついた。

　これ以上四年前について尋ねても、有益な情報は出てこないだろう。

　話題を変えることにする。

「ところで学園長、誘拐犯はどうなりました？」

　プルが連れ去られた廃工場で、刀夜は誘拐犯をボコボコにした。そのあと暗黒狂宴サバト予選に出場するため、コロシアムへ戻ったのだ。

　廃工場に残ったのは誘拐犯と、後からやってきた学園長だけ。その後の事はわからない。

『あぁ、あいつか？　妾が殺してやったわ』

　あっさり告げられた言葉に、刀夜は絶句した。

　学園長は強力な異能者である上に、絶大な権力も持っている。誘拐犯を殺害し、モミ消すのは造作もあるまい。

　プルは後ずさりして、両手で口元を押さえている。いくら反はん目もくしていても母親が殺人を犯したとなれば、穏おだやかではいられないだろう。

　学園長は水中で手を振り、

『噓うそじゃ噓じゃ。妾はそんなことはしておらん。しかるべき処置をしたゆえ、汝らの前に姿を現すことは二度とあるまい』

　プルがぺたんと腰を下ろし、大きく息を吐く。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》はイタズラっぽく笑って、

『四年前のことや誘拐犯について考えるのも佳よいが、汝なんじらが注力すべきは暗黒狂宴サバト。明日の二回戦であろう」

　その意見も、一理ある。

　灰はい咲ざき家は、闇金から現在八十億円もの借金を抱えている。刀とう夜やが昏こん睡すいしていた間あいだの治療費などでできたものだ。

　返済期限の九月末日になると利子は更に膨れあがり、百六十億円にもなる。

　それをもし返せなければ、カタとして屋敷──そして氷ひよう華かを奪われてしまう。

　刀夜はそれを阻止するために、暗黒狂宴への参戦を決意したのだ。

　優勝チームには『なんでも願いを叶かなえる権利』、そして賞金五百億円が与えられるのである。

『二回戦の組み合わせは先ほど決まり、煉れん獄ごく学園のホームページに上げられた』

　学内予選はトーナメント方式だが、一回戦ごとにコンピュータによる抽選が行われる。

『調べればすぐにわかる情報だから、教えてやるが──貴様らの相手は位い階かい22位の闇系Ａ級異能者・真ま壁かべ率いるチームだ。なかなか手て強ごわいぞ』

　学園長が刀夜を指さしてきて、

『無論、汝は〝最弱〟と〝悪役ヒール〟という二つの縛りで戦わねばならん。どう真壁チームを破るか楽しみにしておるぞ』

　この二つは、学園長に背負わされたギミック。窮きゆう屈くつだが義ぎ姉しを救う為ために従うしかない。

『それに汝が一回戦で使い、相手チームの犬いぬ伏ぶしを一撃で倒した〝レイズ〟だが……』

　刀夜が考えた噓うその設定で〝シンクロ値が一定以上になれば、刹せつ那なより短い時間だけＳ級の力を発揮できる〟というものだ。

　シンクロ値は〝異能の系統との相性〟を示す数値だ。これが高いほど、異能者は漣気エーテルを活用できる。

〝系統にふさわしい事〟をすればシンクロ値は上がり、逆だと下がる。

　例たとえば闇系の刀夜は、魔王っぽい振る舞いなどでシンクロ値が上がるのだ。

『レイズは面白い設定だが、一日一度までとする。汝は表向きＦ級異能者だが、本来はＳ級。その力を何度も使われては〝最弱〟が看かん板ばん倒だおれになってしまうからのぅ』

　確かにその通りなので、刀夜は頷うなずいた。

『そしてもう一つ。汝は基本的に礼儀正しい奴やつだ。〝悪役〟がそれではつまらん……だが一回戦での振る舞いは、実に良かった』

　刀夜の頰ほおが熱くなった。〝フハハハハハハ〟と高笑いをあげたり、観客を挑発したりしたのだ。確かに悪役感はあっただろう。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は傲ごう然ぜんと腕組みし、

『ゆえに汝なんじは、普段からあんな感じで過ごせ！　学校や買い物──他人の目がある全すべての場所で、徹底的に〝悪役ヒール〟として振る舞え！』

「げっ!?」

　思わず悲鳴をあげる刀とう夜や。

　反論しようとしたが、グッと言葉を飲み込んだ。

　この女に何を言っても無駄だ。与えられた条件の中で勝つしかない。

　うつむく刀夜のもとへ、プルが駆け寄ってきた。

　優しく背中をさすってくれながら、母を睨にらみつけ、

「あなたは一体、どこまで刀夜君を弄もてあそべば気が済むのですか！」

『刀夜君??　……ほっほお～、刀夜君ねぇ』

　新たな獲物を見つけたように、学園長が嗤わらう。

『男とは全く無縁だったお前が、そいつとはずいぶん仲良くなったのだな』

「そ、それがどうかしたのですか」

『よぉし！　我が娘よ。汝にもギミックをくれてやろう』

「な、なんですって？　そんなもの受ける訳が……」

『ならばリベリオンズの参加資格を剝はく奪だつするまでだ。大切な〝刀夜君〟が、さぞ困るであろうなぁ？』

「卑ひ怯きよう者……卑怯者っ!!」

　娘の叫びも意に介さず、《開闢の女帝》は残酷な宣告をする。




『汝のギミックは〝灰はい咲ざき刀夜の女〟だッ！　普段からこの男に、身も心も捧ささげたように振る舞え！』




　あまりの内容に、刀夜は絶句した。

（ひどすぎる）

　これが実の娘に対する仕打ちだろうか。プルは断固拒否するはず。

「わかりました」

「あれ!?」

　意外とあっさり受け入れた。

　傍かたわらのプルを見れば、長い足をモジモジすり合わせている。

「刀夜君はギミックを二つも背負っています。わたくしも何かしないと不公平ですもん」

（な、なんて優しいんだ……！）

　プルが好きなのは『夢の人』のはず。ギミックとはいえ、刀とう夜やの女を演じるなど不本意だろうに。

　感動していると、学園長が嗜し虐ぎやくに満ちた声で、

『では練習だ！　我が娘よ、灰はい咲ざき刀夜に思い切り抱きつき「わたくしの身も心も貴方あなたのモノです」と言え』

「な、なんて卑劣な！　誰がそんなことをするものですか！」

　口ではそう言いつつも、プルはそそくさと刀夜の前に立つ。

　そして深呼吸したあと、両手を広げ……

「わ、わたくしの身も心も、貴方のモノです……」

　抱きついてきた。

　温かくて柔らかい水すい蜜みつ桃とうが押し当てられ、刀夜の脳髄を瞬時に沸ふつ騰とうさせる。

『感想を言え、灰咲』

「す、すごくドキドキします」

『違う！　お前は自分の女に抱きつかれた〝悪役ヒール〟なのだぞ！　もっとそれっぽいことを口走れ！』

「フ……フハハハハハハハ!!　俺様は世界を混こん沌とんに陥おとしいれる男・灰咲刀夜!!　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス、お前こそ俺様にふさわしい極上の牝めすよ!!」

　学園長がビーカーをバンバン叩たたきながら、

『フハハハハハ！　いいザマだなぁ《虚こ空くう剣けん帝てい》!!』

　すさまじい快楽の中、刀夜はギリギリと学園長を睨にらみつけた。

「き、貴様はいつか、この非道の報いを受けることになるぞ！」

『憎めッ、もっと妾わらわを憎め！　それが妾の糧かてとなるのだッ!!』

　実のところ、この件ではあまり憎めない。

　プルの天上の感触は、負の感情を全すべて打ち払ってくれる。

『フハハハ！　妾こそ世界最強の異能者にして、この学園都市〝三千世界〟の支配者！　三さん千ぜん鴉がらす──』

「プル」「刀夜君……」

『あれっ？　お、お前ら聞いておるか？　おーい！』

　ババアが何かほざいているが、二人は無視した。

『ま、まあよい。妾は三千鴉血ち鶴づる。すべてを破壊する《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》フハハ──』

「ハハガガガごぼぼぼぼ、ゴボボボボォ───ッ」

　突如響ひびいた悲鳴。

　ビーカーの中を見ると、学園長が水中でもがき苦しんでいる。

　どうやら高笑いしようとして口をあけてしまい、水を思い切り飲み込んだようであった。
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　三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるは水から顔を出し、激しくせきこんだ。

　入浴剤の苦さに悶もだえていると、ビーカーの向こうから娘の羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが心配そうに見あげてくる。

　頰ほおがカッと熱くなり、

「き、〝機関〟による攻撃だ!!　この《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が食い止めるゆえ、行くがよい！」

「……全く心配ないようですね。では二人とも、帰りましょう」

　娘が能のう面めんのごとき無表情になり、仲間と去っていった。どうやら上う手まく誤ご魔ま化かせたようだ。

　血鶴は何度も鼻をかんでから、再び水中へ潜る。

（やはり妾わらわは天才じゃ。誘拐犯の件も、うまく誤魔化せたからな）

『妾は誘拐犯を殺していない』と言ったが、噓うそではない。

　血鶴は誘拐犯──業ごう魔まを、情報を聞き出してから殺そうとはした。

　意い気き揚よう々ようと拷ごう問もんに取りかかった矢先、何者かが投とう擲てきしたナイフで業魔は死んでしまったのだ。

（殺やったのは『黄金の暁會ゴールデンドーン』のメンバーかのぅ？）

　業魔は三千世界の転覆を狙う秘密結社『黄金の暁會』に所属していた。

　その目的を成じよう就じゆする鍵は、血鶴の娘が持つ異能『アウローラ』だという。

　ゆえに『黄金の暁會』は羽瑠歩流祇栖を探していたのだが──単独で見つけた業魔が、抜け駆けして誘拐したらしい。

『黄金の暁會』のメンバーは多くが健在のはず。彼らが再び娘を狙う可能性は高い。

（灰はい咲ざき刀とう夜やは、それをどう凌しのぐ？）

　暗黒狂宴サバトと並ぶ楽しみが、もう一つ増えた。

　だが……先ほどの娘の言葉が、気にかかる。

『お母様は四年前、わたくしを灰咲家に預けませんでしたか？』

　そんなことをした覚えは、全くない。

　だが娘の勘違いだと確信できないのは……業魔に『アウローラ』について尋ねた際、こう返されたからだ。




『も、もしかして忘れているのか？』

『アウローラの副作用……当事者たちに起こる、記憶の欠落……そういえば、アウローラ本人も覚えていないようだった』




（妾わらわは、記憶の一部を失っているのか？）

　四年前のことを思いだそうとしても、何な故ぜかうまくいかないのだ。

（そういえば妾は、同じ四年前にあった『大転成パラダイム・シフト』のこともよく覚えておらぬ……）

『大転成』とは、ある日突然に漣気エーテル使用の法則ルールが変わった現象のことだ。これを境さかいに、異能者が活用できる漣気はシンクロ値と比例するようになった。

（すなわち妾は記憶喪失？　な、なんという事だ……）

　血ち鶴づるの体が小刻みに震え出した。

　その美び貌ぼうが恐怖──ではなく、歓喜に彩いろどられる。

（か、かっこいい!!）

　記憶喪失といえば、異能バトルでよく出てくるシチュエーションだ。

　それが体験できるとは、なんと素晴らしい人生であろうか。

（フフフフ、フハハハハハハハハハハハハハハ──）

「ゴバババババゴゴゴゴゴぉ!?」

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は再び水中で高笑いしたため、大量に水を飲んで悶もん絶ぜつした。
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　灰はい咲ざき刀とう夜やは、高ぶる気持ちを抑えつつ学園の廊下を歩いていた。プルのむちむちした感触が、まだ体に残っている。

　目の前で一ひ二ふ三みが後ろ歩きしながら、

「刀夜、マスターと抱き合えたから顔が緩ゆるんでるのデス。むっつりすけべデス」

「そ、そんなことねーよ」

　傍かたわらを歩くプルが、悲しげな上目遣づかいで、

「わたくし、そんなに魅力ありませんか？」

「ち、違う！　あの──プルの感触はその、幸せ一杯だったよ」

「……むっつりすけべです」

「どうしろと!?」

　ごめんなさい、とプルが舌を出した。どうやら冗談だったらしい。

　刀夜はホッとしつつ、学園長との対面を思い出す。

（学園長も四年前のことは心当たりがないようだった）

　謎は深まるばかりだが、今は当面の問題に対処すべきだろう。

（プルを『黄金の暁會ゴールデンドーン』から守らないと）

　組織の全容は不明だが、業ごう魔まの他にも強力な異能者がいる可能性は高い。

　プルの護衛役を自認する一ひ二ふ三みはＡ級異能者で、普段のシンクロ値は１００ほど。かなり強いが、この子だけでプルを守るのは難しいだろう。

（俺がいつもプルについてる訳にもいかないし……あれ？）

　実に簡単な解決法を思いついた。

　現在プルは実家を出て、一二三とアパートで暮らしている。

（俺んちに住めばいいんだ）

　それなら刀とう夜やはもちろん、位い階かい１位の氷ひよう華かによるプルの護衛も期待できる。

　名案に喜ぶ刀夜の隣で、プルが足取り軽く歩いていた。

「刀夜君が、わたくしに抱きつかれて幸せ、と……」

「プル、俺と暮らさないか？」

「ええっ!?」

　プルが飛びすさって、背中を壁につける。

　両手を前に出して振りながら、

「だ、大胆すぎますよ!?　まさかさっきのアレで、スイッチが入ったんじゃ……」

　さっきどころではない。この子を守るというスイッチはとっくに入っている。

「昼も夜も、君の側そばにいたいからね」

「!!」

　プルは腰が抜けたように、ずるずると座り込んだ。

　そして……床に膝ひざをつき、三つ指をついて深々と頭を下げてくる。

「ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」

「ちょ、ちょっと大げさじゃないか？」

「貴方あなたのご両親のお墓にも、ご挨あい拶さついたしませんと」

「墓に!?」

　護衛のために住まわせるだけで、そこまでするものか。

　刀夜が困惑する横で、幼女が可愛かわいく腕組みする。

「なるホド、刀夜の家なら『黄金の暁會ゴールデンドーン』からマスターを守るには最適デスからね。名案デス」

「だろう？」

　刀夜がうなずいた時、プルの背中が大きく震えた。

　おずおずと、真っ赤な顔で見上げてきて、

「わたくしを守るため？」

「うん。プルが了承してくれてよかったよ。でもさすが礼儀正しいね。三つ指までつくなんて」

「え、ええ。それはもうわたくし、礼儀だったら誰にも負けませんわ！　負けませんとも！」

　何かを誤ご魔ま化かすように、何度も頭を下げてきた。

　一ひ二ふ三みも主あるじの真ま似ねをして土下座してくる。誰かに見られたらヤバい光景だ。

「刀とう夜や、なにとぞお願いしマス。ところで生徒会長──氷ひよう華かサマの了承をとらなくていいのデスか？」

　刀夜は二人を立たせながら、信頼に満ちた笑顔で、

「姉さんは凄すごく優しいんだ。困ってることを伝えれば、快くＯＫしてくれるさ」
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　刀夜はプル、一二三をアパートに送り届けたあと、自宅へ戻った。三千世界の商店街から少し離れた所にある広大な屋敷だ。

　居間で、既に帰宅していた義ぎ姉しに事情を説明する。

　いま氷華は黒いロングドレスに、フリルエプロン──メイドの格好をしている。外では冷たい雰囲気の軍服を着ているが、家ではいつもこの格好なのだ。

「か、かわいそうだよ!!　そんな変な組織に狙われてるなんていいよいいよ、全然ＯＫだよ！」

　おいおい号泣し、フリルエプロンで涙を拭く。予想以上にあっさりＯＫが出た。

「姉さん、許可してくれてありがとう」

「まあ事情が事情だし。仕方ないよ……でもねトー君！」

　刀夜の鼻先に、人差し指をつきつけてくる。

「我が家で不純異性交遊は禁止です！」

「ふ、不純な交遊って、たとえば？」

「そ、それは……」

　氷華が、藍玉アクアマリンの瞳ひとみを激しく泳がせながら、

「肉欲のおもむくまま女の子を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、股こ間かんに『←灰はい咲ざき刀夜専用』とペンで書くとかっ」

「不純にも程があるよ!?」

　我が家以外でも禁止であろう。

　氷華は白磁のような頰ほおを染め、畳に『の』の字を書いている。

　照れるなら言わなければいいのだが。

「じゃ、じゃあ俺、プルたちに連絡するね」

　刀夜は空気を変えるのも兼ねて、腕時計型端末を操作しはじめた。スマホと同様の性能を持つ最新機種である。

　プルと一ひ二ふ三みのグループＬＡＮＥレーンに『姉さんが許可してくれたよ』と書きこむ。

　五秒もたたず『既読』になり、返事がきた。




プル『ありがとうございます。準備をすませたら直すぐお伺うかがい致します』

一二三『↑この文章では落ち着いてマスが、マスターは刀とう夜やと暮らせるのが嬉うれしくて飛び跳ねてマス』

プル『うそですうそｄｓ』




　画面から、二人の賑にぎやかな様子が伝わってくる。

　氷ひよう華かがメイド服の袖をまくりながら、

「じゃあお迎えする用意をしなきゃね。二人に使ってもらう部屋、物置代わりにしてる客間でいいかな？　あそこ八畳はあるし」

「うん、いいと思うよ」

　姉弟きようだいは立ち上がり、客間へ向かった。

　氷華がＣＭ出演した際に貰もらった大量のガムなど、様々なものが置いてある。

　刀夜は体を漣気エーテルで強化し、荷物を一気に地下室へ運んだ。

　それから客間を二人で掃除する。

「そういえば姉さん。学園長にまたルールを押しつけられたよ……」

　刀夜はハタキを使いながら、渋い顔で説明を始めた。

『レイズ』は一日一回限定とすること。

『悪役ヒール』ギミックを、試合以外でも演じねばならないこと。

　そしてプルも『灰はい咲ざき刀夜の女』というギミックを演じねばならなくなったことを。

「むむむ～……」

　氷華は怒ったり拗すねたりと表情をコロコロ変えながらも、丁寧にホウキがけする。

　布団も用意し、プルと一二三を迎え入れる準備が整った。

「こんなものかな……トー君、お風呂入ってきたら？　血と汗を洗い流した方がいいよ」

　氷華の提案に、刀夜はうなずいた。

　風呂場へ行って体を洗い、傷口に灰咲家秘伝の軟なん膏こうを塗る。

　脱衣所で部屋着に袖を通していると、外からジェット機のような轟ごう音おんが聞こえてきた。

　おそらく一二三が、プルを背負って飛んできたのだろう。

　脱衣所を出て、よく磨かれた長い廊下を走る。

　三和土たたきへ降りて引き戸をあければ、いまだドレス姿のプル、それに一二三が立っていた。

　二人とも、両手にバッグや紙袋を持っている。

「刀夜君、とりあえず最低限の服と日用品だけ持って参りました」

「うん。家具とかは後日なんとかしよう」

「わかりました。それではお邪魔いたします」

　プルは靴を脱いでキッチリ揃そろえた。

　遠慮がちに視線をめぐらせながら、刀とう夜やの後ろをついてくる。

「この部屋を、プルたちに用意したんだ」

　客間の襖ふすまをあける。

　そこには──氷ひよう華かが無惨な姿で横たわっていた。

　エプロンが外れ、ロングドレスのボタンが全部開いている。そして全身には白濁した液体がかかっていた。

　スカート部分がまくれて足の付け根まで見えており、そこに『←灰はい咲ざき刀夜専用』と書いてある。

「き、来てしまったのね。弟の口車に乗せられて」

　藍玉アクアマリンの瞳ひとみから、大粒の涙がこぼれ落ちる。

「早く……逃げ……て……」

「いやぁああああ!?」

　プルが絶望の叫びをあげた。

　一ひ二ふ三みは床のペンを拾い、己おのれの太ふと股ももに『←刀夜せんよう』と書いている。健けな気げにもプルの身代わりになろうとしているようだ。

「うふふ、ドッキリ成功～」

　氷華は満面の笑顔で立ち上がり、己から垂れ落ちる白濁液を指さして、

「これは水溶き片かた栗くり粉こ。わたし流の歓迎だよ～」

　自己流にも程があるものの、歓迎はしているらしい。

「二人とも、よく来たね」

「は、はい。これからよろしくお願いいたします」

　プルはひきつった笑顔で、一二三と共に頭を下げた。

「まあまあ気を使わずに。これから一緒にお風呂に入ろう！　今日は色々あって汗かいたでしょ？」

「い、一緒にですか……」

　プルは目を泳がせたあと、こくりと頷うなずいた。

　続いて氷華は両膝ひざに手を当て、一二三と視線をあわせる。

「さ、一二三ちゃんもお風呂の準備して」

「氷華サマ、私はロボです。風呂に入れるのではなく、車のように屋外での洗浄を推すい奨しようしマス」

「お、屋外で??」

　さすがの氷ひよう華かも、一ひ二ふ三みの言動には戸惑っている。

　自称ロボ幼女は、ニーソックスを脱ぎながら、

「私は全裸になって、外に立ちますノデ……高圧洗浄機で水をぶっかけていただけばト」

「ビジュアル的には、児童虐待でしかないよ!?」

　誰かに見られたら、確実に通報されるだろう。

　プルがやわらかい笑みを浮かべ、人差し指を立てながら、

「ねえ一二三、私は生徒会長さんと二人きりだと緊張してしまいそうなの。だから一緒にお風呂に入ってくれない？」

「し、仕方ない人デス。マスターは！」

　一二三はぷいっと顔を背けるが、パワードスーツから蒸気が吹き出している。頼られるのが嬉うれしくてたまらないのだろう。

　氷華が両頰ほおに手を当て、目を蕩とろけさせた。

「ひ、一二三ちゃん可愛かわいいよ。私が全身くまなくゴシゴシしてあげるね～」

　怪しい声とともに、幼女を小脇に抱える。

「じゃあトー君、夕食の下した拵ごしらえだけお願いしていいかな？　試合や誘拐事件で皆疲れてるから、お素そう麵めんと天ぷらくらいでいいと思うのっ」

　刀とう夜やは頷うなずき、台所へと向かった。












　大おお鍋なべに湯を沸かし、野菜を切っていると、風呂場の方から賑にぎやかな声が聞こえてきた。

「ひょ、氷ひよう華かサマくすぐったいデス！　せめて私の電源を切ってから洗ってくだサイ！」

　義ぎ姉しは先ほど言った通り、一ひ二ふ三みを洗っているようだ。

（……でも姉さん、プルと一二三の前では本性を出すことにしたんだな）

　学園で氷華は、氷系シンクロ値を上げるためクールを装よそおい、殆ほとんど一人ぼっちでいる。

　だが本来は話好きでほのぼのした性格だ。

　素で交流できる相手が、二人も増えたのは喜ばしい。

　刀とう夜やが温かな気持ちで、しばらく調理を続けていると……廊下から、しずしずと足音が近づいてきた。

　振り返ると、パジャマ姿のプルが入ってきた。

　髪はカラーワックスを落としたため、本来の艶つややかな黒こく色しよくが戻っている。

　カラコンからメガネに変えた瞳ひとみは、黒曜石のよう。

　近づいてくるたび、胸がほのかに揺れる。パジャマの胸元はボタンが弾はじけ飛とびそうなほど膨らみ、暴力的なまでの色気を醸かもし出していた。

「何かお手伝いしましょうか？」

「い、いや。大丈夫だから茶の間で待ってて。明日から家事を手伝ってもらうから」

「そうですか。では明日から何でも言いつけてくださいね」

　プルが足を進めかけ……黒髪を翻ひるがえして振り返った。

「わたくし、今日のこと一生忘れません」

　やわらかな胸に両手を当て、喜びをかみしめるように、

「わたくしが誘拐犯の毒どく牙がにかかろうとした瞬間、刀夜君は『八ヤ咫タ烏ガラス』で飛んできてくれました。それがどんなに心強かったか」

『八咫烏』とは刀夜の固有異能で『一度触った相手』のもとに身み一ひとつ──全裸でテレポートできるというものだ。

　刀夜は以前に、ショッピングモールで誘拐犯とぶつかっていた。それを利用してテレポートし、プルの救出に向かったのである。

「それからの刀夜君の戦いぶりも、本当に凄すごかった。まさにあれは、わたくしが……」

　プルが言葉を止めてしまった。

　恥ずかしそうに内うち股ももをすり合わせ、うつむいてしまう。顔が赤いのは、風呂上がりのためだけではないようだ。

「プル、何を言いかけたの？」

「あ、あのっ、実は……！」

　プルが顔を上げたとき、聞き慣れた足音が廊下から近づいてきた。

「あ、姉さんだ……っておぉおおい!?」

　思わず変な声が出る。

　台所へ入ってきた氷ひよう華かは、薄い透け透けの寝間着ベビードール姿だったのだ。中の黒い下着、妖よう艶えんな肢体がほぼ丸見えである。

　恥ずかしいのか藍玉アクアマリンの瞳ひとみを泳がせ、泣きそうな顔をしながら、

「ややややややだなあ。私いつも、風呂上がりはこの格好じゃない」

「いつも!?」

　プルがどん引きし、目を見開いた。

「違う違う！　いつもコレだったら、こんな挙動不審じゃないだろ！」

　刀とう夜やは氷華の背中に手を当て、廊下へ押し出す。

「ご、ごめんねトー君。風呂上がりのプルちゃんがセクシーすぎるから対抗心が……」

「姉さんも十二分にセクシーだよ！　俺の理性がもたないから服着てきてよ……」

「ほ、ほんと？　わーい！」

　足取り軽く駆けてゆく義ぎ姉しを見送り、ため息とともに振り返る。

「ごめんなプル。姉さんすぐに、メイド服着てくるからさ」

「まあ、メイド服も充分に妙なのですが……」

　苦笑するプルに、刀夜は問いかける。

「で、さっき何を言いかけたの？」

「そ、それは……アレです。アレがアレなんです……」

　プルはあまりにも下へ手たに言葉を濁にごしながら、早歩きで茶の間へ行ってしまった。

　それから少しして、氷華がメイド姿で戻ってきた。

　素晴らしい手際で天ぷらと素そう麵めんを調理し、ツユも自ら作る。

　それらを茶の間に運び、四人でちゃぶ台を囲んで食べ始めた。

　プルがかき揚げを口に含むと、瞳を大きく見開いて、

「……!?　お、美お味いしすぎます!!　ツユの味も尋常ではありません!!」

「フフフ知るがいいよ。格の違いというものをね……」

　氷華が邪悪な魔女のように笑いながらも、皆の麦茶を注いでいる。

　刀夜は素麵をすすりながら、

「ところで姉さん。俺たちの明日の試合──二回戦の相手は真ま壁かべチームっていうんだけど、知ってる？」

「真壁……位い階かい22位の異能者のチームだね。ちょっと待ってて」

　氷華が、パタパタと自室の方へ駆けていった。

　すぐにタブレット端末を持って戻ってくる。

「これには暗黒狂宴サバトの動画が沢山入ってるの。もちろん真壁チームの一回戦のもあるよ。いつでも好きに使ってね」

「ありがとう」

　この端末は、暗黒狂宴サバトを勝ち抜く上で大きな力となりそうだ。

　夕食を食べ終えると、皆で真ま壁かべチームの一回戦の動画を見る。

　リーダー真壁は陰気そうな少年だ。バリアを張る固有異能を持つ闇系異能者らしい。

　なんと試合中に、教室にあるような机と椅子に座っている。これらは武器扱あつかいになるため、持ち込みが許可されているそうだ。

　そして『寝たふり』のポーズをすると、真壁チームの周りにバリアが展開された。

「真壁君は『ぼっちであることの恨み』によって闇系シンクロ値を上げ、強固なバリア《心の壁ゼーレワンド》を張るんだよ」

「な、なるほど」

　闇系異能者は〝恨み〟や〝嫉しつ妬と〟等でもシンクロ値をあげられるのだ。

　真壁チームのスタイルは『真壁がバリアを張り、残る男女の光系異能者が攻撃する』というものらしい。

　一回戦では一度もダメージを受けず、完勝している。

「勝つには《心の壁》を破らなきゃならないね。よっぽど強い攻撃をぶつけるか……」

「もしくは真壁のシンクロ値を下げて《心の壁》を弱体化させるか、だね」

　刀とう夜やは腕組みし、天井を見上げた。

　真壁の闇系シンクロ値を上げているのは『ぼっちであることの恨み』だ。

（そこが強みであり、弱点でもある）

　恨みを解消すれば、バリアを破る好機が生まれるはず。

　それから刀夜はしばし考え……皆に告げる。

「バリアをブッ壊す策、ひらめいたよ」

「トー君すごい！　さすが灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの当主だねっ！」

　義ぎ姉しから頭をナデナデされながら、刀夜はプルを見つめた。

「二回戦の鍵を握るのは、君だ」

「は、はい。何でも言いつけてください！　私の炎でバリアを破ろうというのですか？」

　張り切るプルだが、刀夜が作戦を説明すると……その美び貌ぼうはみるみる曇くもり、ちゃぶ台に突っ伏してしまった。






†二章　魑ち魅み魍もう魎りよう









「ジリリリリリリリリリリリリリ」

「うぉ!?」

　灰はい咲ざき家にプルと一ひ二ふ三みがやってきた翌朝。

　突然の音で刀とう夜やは飛び起きた。目覚まし時計をセットした覚えはないが、枕元を手でさぐる。

　すると滑らかでぷにぷにした、心地よい感触がした。

（なんだこれ？）

　目をこすって枕元を見ると……一二三が正座していた。どうやら触っていたのは、この子の太ふと股ももだったらしい。

「おはようございマス刀夜。私の目覚まし機能で起こしてみまシタ」

「お前、そんな機能があったのか？」

「ＹＥＳイエス。マスターはああ見えてお寝坊さんデスから、目覚ましアプリをインストールしたのデス」

　プルの苦笑いが、目に浮かぶようだ。

　一二三が得意げに薄い胸を張り、

「『マナーモード』に設定すれば、バイブレーションで起こすこともできるのデスよ」

「いらん!?」

　幼女のバイブレーションで起きる事は、何一つマナーモードでない気がする。

　ともあれ、一二三のおかげで完全に目がさめた。

　ベッドの上で立ち上がり、軽く体操してみる。

　軟なん膏こうが利いたらしく、傷の痛みはほとんどない。これなら今日の二回戦も大丈夫だろう。

　カーテンを開ければ雲一つない晴天。今日も暑くなりそうだ。

「一二三、俺は軽くランニングしてくるから、姉さんかプルのとこへ行ってな」

「了解デス」

　自称ロボ幼女は敬礼し、パタパタと駆けていった。

　刀夜はパジャマからジャージに着替える。スポーツドリンクを買うために、小銭をポケットに入れた。

　襖ふすまをあけ、磨き抜かれた長い廊下を歩く。

　居間をのぞくと、氷ひよう華かがちゃぶ台に向かってラノベを読んでいた。

「おはよ、姉さ……」

　ふと違和感を覚えた。いつもならこの時間、義ぎ姉しは朝食を作っているはず。

　刀とう夜やの考えがわかったのか、氷ひよう華かが苦笑して、

「おはよう。朝ご飯はプルちゃんが作ってくれるって言うから、お言葉に甘えたの」

　台所をみれば、確かにプルが調理台に向かっていた。エプロンの紐ひもを腰で縛っているため、くびれとお尻しりが強調されて見える。

　彼女の側そばには、一ひ二ふ三みが甘えるように寄り添っていた。

（プルの朝飯か。楽しみだな）

　刀夜はワクワクしながら玄関へ行き、運動靴を履いた。

　引き戸をあけ、沢山の木が植えられた庭をしばらく歩く。

　大きな門を押しあけて道路へ出ると、軽やかに駆けはじめた。

（体が軽い）

　一ヶ月半前──昏こん睡すいから目覚めた時は、手足どころか指もロクに動かすこともできなかった。

　だがリハビリや日々の鍛錬により、だいぶ筋肉がついてきている。

（この調子でがんばっていけば、昔くらい──いや、昔よりずっと強くなれるかも）

　希望を抱きながら走っていると、背後から軽快な足音が近づいてきた。

　同じくランニングをしている人だろう。

「おはよう、いい朝だなっ」

　快活で爽やかな、若い女性の声だ。

　刀夜は『おはようございます』と返そうとして、思いとどまる。

　昨日の学園長との約束で、普段から『悪役ヒール』っぽい言動をしなければならないのだ。

　失礼になったら申し訳ないが、暗黒狂宴サバトに出る為ためやむをえない。

　低い声を作るため、喉のどに少し力をこめて、

「フン。俺様に気安く声をかけるとは、いい度胸をしているな」

　そして振り向くと──愕がく然ぜんとした。

（な、なんだこの人!?）

　刀夜と同年代の、凛り々りしい顔立ちをした少女だ。

　肩まである、茶色がかった髪。健康的な小麦色の肌。

　鳶とび色いろの瞳ひとみは明るく輝き、人なつっこい笑みを浮かべているが……

　異様なのは着ている服だ。

　いや服ですらない──なんと新聞紙を畳たたんでスポーツブラとショートパンツの形にし、身につけているのだ。

　少女は併へい走そうしてきて、親指で己おのれをさしながら、

「私はホームレス」

「!?」

「ホームレス、風かざ見み鶏どりつむじ」

　刀とう夜やは更に困惑した。どうして突然、ホームレスの人に自己紹介をされるのか？

「お、俺様になにか用か？」

　ホームレス少女は、真剣そのものの顔で、

「いずれ君とはまた会う。だから挨あい拶さつをと思ってな」

（え、俺、いずれホームレスになるってこと？）

　確かに借金を返せなければ、屋敷を奪われ路ろ頭とうに迷うことになるのだが。

　暗い想像をする刀夜に、ホームレス少女は続ける。

「ここで出会ったのも何かの縁。一緒にモーニングでも食べないか」

「モーニングだと？　喫茶店か何かか？」

「違うな……この近くの教会で、炊き出しがあるのさ」

　不敵に笑い、己おのれの頭を人差し指でつつく。

「この頭には入っている──この三千世界における、遍あまねく炊き出しの情報がな」

　ドヤ顔で言われても、反応に困る。

　だが炊き出しを頂くわけにはいかない。困っている人のためのものだろうし、いま家でプルが朝食を作ってくれているのだ。

「断る」

「ほう、敵である私の施ほどこしは受けぬというわけか。いい心がけだ」

「いや貴様も、施しを受ける側だと思うのだが……」

　炊き出しは、施しを受けることに他ならない。

　そう考えた時、刀夜はふと引っかかりを覚えた。

「敵？　なぜお前が、俺様の敵なのだ？」

　ホームレス少女が、拗すねたように唇くちびるをとがらせる。

「なんだ知らなかったのか……煉れん獄ごく学園位い階かい５位である私を」

「なに!?」

　刀夜は飛びすさって距離をとり、身構えた。

　ホームレス少女も足を止め、落ちていた小石を拾った。それを使い、アスファルトに文字を書いていく。

　刀夜は警戒しつつ近づいて、読んでみた。




《失楽園》風見鶏つむじ




「改めて名乗ろう。《失楽園ホームレス》風見鶏つむじだ」

「ホームレスって、二つ名か!?」

　漢字とルビの差がすごすぎる。

　刀とう夜やはホームレス少女──風かざ見み鶏どりを異能観測アプリで計測することにした。

　学園長が開発した、異能者の系統、級クラス、シンクロ値を観みるアプリだ。

　その精度は極めて高い。だが刀夜だけは『最弱』ギミックを守るため、彼を計測しても本来のＳ級ではなくＦ級と表示される。

　このアプリを刀夜は腕時計型端末にインストールしているのだが、バトルの時などにはいちいち操作していられない。

　そのため『右目をまばたき三回』で自動的に起動するように設定している。

　風見鶏を見てその行動をすると、彼女の情報が頭へ流れ込んできた。




Ｓ級　風系異能者

シンクロ値　75




（Ｓ級!?　しかもこのシンクロ値は……）

　同じくＳ級の氷ひよう華かも、学園でのシンクロ値は大体75。

　むろんＳ級でもピンからキリまであるし、シンクロ値は激しく変動する。氷華は自宅では20程度しかないが、ヤンデレ化すると１６０ほどにもなるのだ。

　ゆえに『氷華と同等』とは断言できないが、相当の異能者なのは間違いない。

　風見鶏は小銭を探しているのか、自販機の下を手で漁あさりながら、

「私は、家が無くて彷ほう徨こうする者──ホームレスになることで、風系シンクロ値を高めている」

「そんな事で、強くなれるというのか……」

　つくづく『大転成パラダイム・シフト』後の世界はイカれている。

　だがリベリオンズと一回戦で戦った犬いぬ伏ぶしチームは、『風の向くまま気の向くまま』に生きる旅人のような格好をすることで、風系シンクロ値を上げていた。

　風見鶏の方法は、理にかなっているかもしれない。

「灰はい咲ざき刀夜よ。昨日の戦いぶりをみせてもらったが、君の固有異能〝レイズ〟──実に興味深い。一度話したいと思っていたんだ」

　自販機の釣り銭取出口をさぐりつつ、真しん摯しなまなざしで見あげてくる。

「トレーニング中に会えて実に運がよかった。良ければ共に走らないか？」

「……よかろう」

　風見鶏には、隠れた思おも惑わくがあるのかもしれない。

　だが刀夜からしても、位い階かい５位の実力者を観察できるチャンスだ。利用するべきだろう。

　風見鶏は「そうか！」と嬉うれしそうに飛び跳ねて、

「君は自分の走りたいコースで走れ。私はストップ＆ゴーでついていくから」

　ストップ＆ゴーとは、全力疾走と停止を繰り返すことだ。瞬発力を鍛えるのに効果大といわれている。

「では行こう……ゴー！」

　風かざ見み鶏どりが駆けだした。見事なフォームでグングン加速し──百メートルほど先の自販機でストップ。

　自販機の下と、釣り銭取出口を漁あさったあと次の自販機へゴー。

　恐ろしいほどに無駄な走り方だが、これが風見鶏のトレーニング法なのだろう。

　体力増強に加え、ホームレスっぽい行動により風系シンクロ値もさらに上がっている。実に理にかなった訓練だ。

　風見鶏は忍者のように壁や屋根を駆けあがり、向こう側にある自販機を漁って戻ってくる。それでも刀とう夜やについてくるのだから大した体力だ。

　しばらく進むと、だんだん潮の香りがしてきた。海が近づいてきたのだ。

　住宅ばかりだった周囲の景色が、工場や倉庫に変わってくる。

（……？）

　刀夜は違和感を覚えた。この辺の建物には、使用されている形跡がない。壁はスプレーによる落書きだらけ。ガラスが割れていたり、何か巨大な力で破壊されている建物も多い。

　きょろきょろする刀夜に、風見鶏が併へい走そうしてきて、

「灰はい咲ざき、どうかしたか？」

「ここは一体何だ。まるでゴーストタウンだが」

「知らないのか？　ここは立入禁止の地区なんだ。私はてっきり、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな君のことだからルールを無視してここに来たのかと……」

　学園長の宣伝工作プロパガンダにより、煉れん獄ごく学園における刀夜のイメージは最悪なのだ。

「立ち入り禁止？　なぜだ」

「学園長が『町中で異能バトルやりたい』という理由で地区ごと買い上げたんだ。彼女は金で雇った異能者と、ヒマつぶしにここで戦うこともあるという」

　ところどころ建物が破壊されているのは、学園長の仕業らしい。

「だからな灰咲、この地区には建設が途中で止まった建物が沢山あるんだ」

　風見鶏が、途と轍てつもなく高いビルを指さして、

「あれがその最たるもの。超高層マンション『グランドヒルズ明みよう神じん』だ。高さは三百メートルで、総工費はなんと七百億円だとか」

「それが無駄になったのか」

「ああ、実に腹立だしい」

　風見鶏は苦々しげに吐き捨てる。

「七百億円をブルーシートに換算するとだな──なんと、約四億七千万枚買えるのだぞ！」

「そのたとえ、余計にわからん……」

　換算するものが、ホームレス目線すぎる。

　ともあれ、ものすごい建物であることは確かだ。

　刀とう夜やたちは『グランドヒルズ明みよう神じん』の方へ駆け、近くで見上げた。

　あまりの大きさに圧倒される。放棄された街に立つ、巨大な墓ぼ標ひようのようだ。

（こ、これがまるまる無駄になったのか。学園長、本当にロクなことしねぇ……）

　啞あ然ぜんとする刀夜の横で、風かざ見み鶏どりが小さく悲鳴をあげた。

「は、灰はい咲ざき！　あれを見てくれ」

　彼女が指さした先──『グランドヒルズ明神』の外がい壁へき沿い。

　そこに少年が仰あお向むけで倒れていた。しかもまた、まともな格好の人間ではない。

（ぜ、全裸!?　なんで!?）

　刀夜は目眩めまいを覚えた。悪夢でも見ているような気分だ。

「な、なんて格好をしているんだ、あいつは！」

　風見鶏が、己おのれを棚にあげて叫ぶ。

　二人はおそるおそる全裸少年に近づく。小柄で、かなり端整な顔立ちをしている。胸元が上下しているので息はあるようだ。

「風見鶏よ。こいつ、追い剝はぎにでも遭遇したのだろうか？」

「い、いや、よく見ろ……」

　風見鶏が顔面蒼そう白はくで、少年の近くの地面を指さす。

　そこには服が綺き麗れいに畳たたんで置いてあった。

「なぁ灰咲。理解しがたいが、こいつは己の意志で全裸になり、ここで寝ているのではないか……？」

「どういう事だよ!?」

　だが……言われてみれば、少年の寝顔はとても幸福そうだ。追い剝ぎにあったようには見えない。

　刀夜が念のため少年の肩を揺すると、ぼんやり目をあけた。

　何度も瞬まばたきしてから、幸せいっぱいの笑顔で伸びをする。

　だが刀夜たちに気づくと、一瞬で表情が険しくなり──怒声を浴びせてきた。

「なんだ君たちは。無ぶ粋すいにもほどがある！」

「「!?」」

「僕と彼女の爽やかな朝を邪魔するなんて、許せない！」

「か、彼女??　どこにいるんだ？」

　見回しても、女性の姿などどこにもない。

　少年は怒気を漲みなぎらせて立ち上がる。股こ間かんを隠そうともしないので、風かざ見み鶏どりが涙目になっていた。

「『どこにいる』だと!?　世よ迷まい言ごとにもほどがある、彼女はここにいるじゃないか!!」

　右手を虚こ空くうへ伸ばして、詩人のごとく『彼女』を賛美する。

「そのすらりとした立ち姿。豊満なボディ、何者も受け付けない孤高さ──どこをとっても、僕の理想なんだよ!!」

「灰はい咲ざき、怖いよぉ……」

《失楽園ホームレス》がぴったり寄り添ってきた。恐怖で冷や汗をかいているのか、新聞紙が濡ぬれて透けはじめている。

「風見鶏、撤退するぞ！」

　刀とう夜やは風見鶏の手を取り、駆けだした。

　二百メートルほど進んだところで、背後の風見鶏が声をかけてくる。

「灰咲、もう大丈夫だ！　あいつは追いかけてこない」

「そ、そうか」

「恐ろしい目に遭ったな。まさか全裸の変態に遭遇するとは」

　足を止めて、振り返る。

　するとそこに──全裸の風見鶏がいた。

「おぉい!?」

　汗で濡れた上に全力疾走したため、新聞紙が上下とも破けたらしい。モデル顔負けの見事なスタイル……これで着衣が新聞とは、世界一の宝の持ち腐れかもしれない。

「イヤぁぁぁあああっ!!　見ちゃ駄目ぇええっ！」

　可愛かわいい悲鳴をあげ、胸を覆おおってしゃがんだ。

「な、なんで耐久性皆かい無むのものを着ていたくせに、羞しゆう恥ち心はあるんだよ」

「普段は漣気エーテルで破れないようにしているんだ！　変人と会ったから、つい忘れて……新聞、新聞を着ないと」

「えぇい。とりあえずこれを着て隠れていろ！」

　刀夜はジャージの上を脱ぎ、風見鶏の肩にかけた。

（俺んちから、姉さんのお古ふるを持ってくるか……？）

　だが風見鶏には新聞を着る事にポリシーがあるようだ。それを無視することはできない。

　全速力で住宅地へ行き、コンビニに入る。新聞を手にとり、スポーツドリンクを買うための小銭で支払った。

　急いで風見鶏のもとへ戻ると、彼女は廃工場の中で小動物のように震えていた。

「ほら新聞だ、さっさとこれをまとえ！」

『悪役ヒール』っぽくないこと甚はなはだしいが、今はやむを得ないだろう。

「は、灰はい咲ざき……」

　風かざ見み鶏どりは頰ほおをポーッと染めながら、新聞を受け取り、

「ありがとう。今度お礼として、段ボールをおすそわけに持っていくからな」

「いらん!?」

　おすそわけされてもゴミに出すだけだ。

　風見鶏は新聞を器用に畳たたんで、身につける。

　それで人ひと心地ごこちついた──まあそれで人心地つけるのがおかしいが──彼女とともに、刀とう夜やは住宅地へ戻った。

　風見鶏がシュタッと手をあげてきて、

「ではまたなっ！　お互い暗黒狂宴サバトがんばろう。君と戦えるのを楽しみにしているぞ」

　屈くつ託たくのない笑顔。どうやら本当に裏うら表おもてなしで、刀夜と話したかっただけらしい。

「こんど是ぜ非ひ、我が段ボールハウスに遊びに来てくれ。中央公園の水飲み場の前だから」

　かなり気に入られたようだ。刀夜は生返事をして彼女と別れる。

（さわやかな朝だったのに、立て続けに変人二人と会ってしまった……）

　げんなりしながら屋敷に戻ると、庭にいた一ひ二ふ三みが声をかけてくる。

「おかえりなサイ刀夜。あれ、なんか疲れた顔してマスね」

「ああ。ちょっと変人に遭遇してな──ところでお前なにしてるの？　ひなたぼっこ？」

　一二三は草の上で、大の字になっている。

「いえ、太陽光充電デス」

「……そうか」

　どうやら刀夜は、変人と巡り会う宿命のようだ。

　一二三の両手を摑つかんで起こし、背中についた草をとってあげる。

「あ、ありがとうデス刀夜。ところで朝食もう出来てマスよ」

「そういえば、今朝はプルが作ってくれたんだったな」

　朝から疲れたが、プル手作りの朝食を食べれば元気が出るだろう。

　気持ちを新たに、一二三と手を繫つないで屋敷へ入った。




●




「「…………」」

　朝食の席は、お通夜のような雰囲気だった。

　刀夜と氷ひよう華かは気まずげに目を合わせ、プルは居心地悪そうに身を縮めている。手には包丁で切ったのか、いくつか絆ばん創そう膏こうが貼られていた。

　その原因はちゃぶ台に並ぶ、プルが作った朝食。

　ごはんは水が少なかったのだろう。艶つやがなく見るからにパサパサしている。味み噌そ汁しるの具のワカメとネギは、煮すぎてドロドロ。

　鮭さけの切り身も火を通しすぎたようだ。プルが自分の皿に焦げた部分を集めているのが、いじらしい。

　唯一の救いが、卵焼きの見た目がまともなところか。

「じゃ、じゃあいただきます」

　氷ひよう華かが覚悟を決めた顔で、味噌汁をひとすすりする。

　瞬間、形のいい眉まゆをひそめた。

「こ、これはなんというか──ええと、ホッとする味だね」

　グルメ番組で、微妙な料理を食べたレポーターのようなことを言う。

「言葉を選んでいただき、ありがとうございます……」

「プルちゃんって、私より遙はるかに料理が下へ手ただったんだね。凄すごくホッとするよ」

「ただの安心感!?」

　特に選んではいなかった。

　肩を落とすプルを元気づけるため、刀とう夜やは誉ほめるべき点を探す。

（卵焼きだけは旨うまそうだな）

　箸で半分に割って、口に運ぶ。

　嚙かむとじんわりと出だ汁しの味が広がり、何層にも重なった卵の感触が心地よい。見事な出だ汁し巻まき卵だ。

「プル、これはうまいよ！」

　賛辞を送ると、プルはますます俯うつむいて、

「それだけは一ひ二ふ三みが作ったんです……わたくしの要領の悪さを見かねたこの子が、助け船を出してくれたのです」

　驚いて一二三を見れば、何でもないような顔でご飯を口に運んでいる。

「私は高性能ロボですカラ、大抵の料理はレシピ通りに作れマス」

　もちろん脳内設定だが、それを実現してしまうのが凄いところだ。

（こいつ、何気に天才肌なんだよな）

　ロボ設定という唯一の欠点──それがデカすぎるのだが──をのぞけば、完璧超人なのかもしれない。

　うなだれていたプルが、とつぜん背筋を伸ばした。そして氷華へ体ごと向き合う。

「氷華さん。きのう貴方あなたがお作りになった夕食、素晴らしい出来でした」

「そ、そう？　ねえねえトー君、誉められちゃった」

　義ぎ姉しが顔をゆるませ、刀夜の腕をぺちぺち叩たたいてくる。

　そしてプルは、黒髪が跳ねるほどの勢いで頭を下げ、

「是ぜ非ひ、わたくしに料理をお教えください！」

「ええ～……どうして敵に塩を送らなきゃならないの？　やだっ」

　氷ひよう華かはあからさまに顔をしかめて、そっぽを向いた。

　刀とう夜やは首をかしげ、

「『敵に塩』？　なんでプルが姉さんの敵なの？」

「……えっ。それはその」

　氷華が白い頰ほおを染め、人差し指をツンツン合わせた。

　プルを見れば、鳴らない口笛を吹いている。何か誤ご魔ま化かしているようだが、大根芝居にも程がある。

　妙な空気に耐えきれなくなったのか、氷華が勢いよく立ち上がり、

「わかったよプルちゃん、料理を教えてあげる！」

「あ、ありがとうございます。やりましたー！」

　テンションで誤魔化すように、二人は手をとりあって飛び跳ねた。幼女が「ヤレヤレ」と頭かぶりを振っている。

「ではプルちゃん。手始めに、このご飯と鮭さけをお茶漬けにしよう。そうすれば美お味いしく食べられるよ」

「なるほど。では鮭の身をほぐします」

　プルが鮭の皿を集め、スプーンでほぐし始める。

　だが焼きすぎたためか堅くなっており、うまくいかない。

「プル、ちょっと貸して」

　刀夜は手を伸ばし、鮭の切り身をとった。

　そして漣気エーテルを、思い切りそそぎ込む。

「『破は獄ごく』ッ！」

「えっ。それ物質を硬くする固有異能ですよね？　鮭が一段とコチコチになるのでは」

　刀夜はキョトンとしたが、すぐに納得した。

　確かにプルや一ひ二ふ三みには『硬くする』使い方しか見せていない。ブラジャーの強度を高め、ロケット弾を打ち払ったりしたのだ。

「よく見てて」

　鮭の切り身を握りしめる。

　すると簡単にほぐれ、ぱらぱらと指の間から落ちた。

「『破獄』は物質の『強度を変える』固有異能なんだ。だから脆もろくする事もできるんだよ」

「あ、そういえば刀夜君『硬くする』異能とは一言もおっしゃってませんでしたね」

　氷華が「凄すごいでしょ」と自分の事のように胸を張った。

　それから茶漬けを作り、味み噌そ汁しるは氷華が味付けし直して、何とか完食できた。

「ごちそうさまでした。じゃあ私は先に学校へ行くね。トー君洗い物よろしく」

「うん」

　今日は、暗黒狂宴サバト学内予選の二回戦だ。

　氷ひよう華かは試合の他にも生徒会長の仕事があるため、軍服に着替えて早はや々ばやと登校していった。

　刀とう夜やたちリベリオンズは今日最後の試合で、開始予定時刻は四時。

　時間に余裕はあるが、やることは沢山ある。

　刀夜はプルと一緒に、皿洗いなどの家事をこなす。

　それから彼女に、風呂や廊下などの掃除の仕方を教えた。

　その間、一ひ二ふ三みは自宅アパートへ飛んでいき、昨日運べなかった家具、本などを運んできた。強力な異能者の彼女は並はずれた力があるので、この作業はうってつけだ。

　プルと一二三が部屋を整えている間、刀夜はコンビニから『あるもの』を買ってきて試合に備えた。

　昼食をとったあと、刀夜は庭で修行を行い……

　午後三時、出発の準備をはじめた。

　刀夜は自室で漆黒のダメージコートと指無し手袋、逆十字リバースクロスのペンダントを身につける。

　すると体内から漣気エーテルが沸き上がってきた。『闇っぽい格好』をしたことにより、闇系シンクロ値が上昇しているのだ。

　だがさすがに、六月にコートは暑すぎる。

　渋い顔で玄関へ向かうと一二三、それに髪を紅ぐ蓮れんに染めて赤いドレスに着替えたプルがいた。

　炎系異能者であるプルは、このような『炎系っぽい』格好──それに『羞しゆう恥ち』『愛』『照れ』などでシンクロ値が上がるのだ。

（……そういえば、プルの炎系シンクロ値がずっと高いな）

　プルのシンクロ値は元々30程度しかなかったが、誘拐事件のあたりから急激に上昇した。最低でも70はあり、一時は２８０にも達したのだ。

　原因は色々考えられる。

　大観衆の前で戦う『照れ』や、『刀夜の女』というギミックを演じる『羞恥』……

（でもそれだけで、これほど急激に上がるかな……あれっ？）

　プルのドレスの腰に、昨日壊れたはずのお守りがついている。一二三が集めた、沢山の四つ葉のクローバーが入っているものだ。

「お、一二三。もう直したのか？」

「ハイ！　マスターの幸運を願い、昨日の夜丁寧に縫いまシタ！」

　一二三が誇らしげに微笑ほほえんだ。

　だがすぐに暗い顔になり、薄い胸に掌てのひらを当てる。

「でも、マスターへのこの思し慕ぼも、プログラムによる作りモノなのデスね……」

「違うぞ一ひ二ふ三み。それはお前が生み出した感情なんだ」

「ハッ。刀とう夜やはロマンチストデスね。殺人ロボの私に感情があるとデモ？」

　一二三が肩をすくめたあと、とても温かな笑みを浮かべて、

「だけど貴方あなたの言葉……とっても嬉うれしいデス」

「とっても嬉しいって言ったぞ!?」

　設定がガタガタにも程がある。

　プルは苦笑しつつも、宝物を扱あつかうように一二三の髪を撫なでた。

「お守りありがとうね、一二三……では参りましょうか」

「ハイ！」

　三人は靴を履き、外へ出て玄関の鍵をかけた。

　木々に挟まれた小道を進む。一二三が子犬のように駈かけていき、両手を広げて回った。

「マスター、とっても素敵な庭デスね！」

「ふふ、そんなに走っては転びますよ」

　そう言ったプルが小石につまずき、転びかける。それを刀夜は慌てて支えた。

「ご、ごめんなさい。朝食の準備といい、今朝からドジばかりで」

「今朝からというより、二週間前に会った時からドジばかりだけど……」

「ひどいですっ」

　教室を間違えたり、壁に激突したり色々なドジを見せてもらったものだ。

「でもさ、プルには素敵な所も沢山あるんだから」

「……たとえば？」

　プルが期待するようなまなざしで見上げてくる。

　刀夜は照れくさくなって、天を仰いだ。

「ほらプル！　いい天気だなあ、今日は！」

「ご、誤ご魔ま化かさないでください」

「わかった。プルは綺き麗れいだし、優しいし、セクシーだし、それに……」

　誤魔化さずに言うとプルが一瞬で真っ赤になり、顔をバッグで隠した。

　二週間前に会った時には物静かな子と思ったが、最近は色々な一面を見せてくれる。そんな彼女を、一二三が嬉しそうに見つめていた。

　そんな風に三人は、和わ気き藹あい々あいと足を進めていたが……

　木々の間から無惨な廃屋が現れたとき、空気が凍った。

　四年前、惨劇の舞台となった道場だ。

　焼け落ちた天井、真っ黒に焦げた壁。床板はほとんど朽ちて、雑草に浸食されている。

　プルの表情がこわばり、一歩後ずさった。昨日来た時に気づかなかったのは、夜だった上に一ひ二ふ三みに背負われて飛んできたからだろう。

「ここは……道場ですね……」

「え、プル、覚えてるの？」

「いいえ。でも何度も見ましたから」

　よく分からないことを言う。覚えていないのに、何度も見たとはどういうことか。

　詳しく尋ねようとしたとき、一二三がコートを引っ張ってきた。少し顔色が悪いのは、この場の不ふ穏おんな気配を感じたからかもしれない。

「刀とう夜や、ココは一体？」

「今は面影もないが、立派な道場だったんだよ。四年前にプルは、義と父うさんと義か母あさん、氷ひよう華か姉さん、門下生の皆とここにいて……突然襲撃された」

　刀夜が駆けつけた時は、氷華とプル以外の全員が殺されていた。

　むせ返るような血のにおい、無惨な姿で床に散らばっていた大切な人々を鮮明に覚えている。

　プルは唇くちびるをかみしめ、悼いたむように瞳ひとみを閉じた。

「ごめんなさい。わたくしを守るためそんな事に……」

「君が悪いんじゃない。悪いのは襲撃してきた奴やつだ」

　刀夜はプルの背をさすりながら、亡き人々に心中で語りかける。

（犯人は絶対見つけ出して、落とし前をつける……だけど今は氷華姉さんを守りたいんだ。見守ってくれよな）

　明るく働き者の氷華は、誰からも愛されていた。

　きっと皆も、あの世から刀夜たちを応援してくれるはず。

　三人は手を合わせて祈ったあと……互いに頷うなずきあう。

「刀夜君、まずは今日の試合に勝ちませんとね。わたくし真ま壁かべチームのバリア《心の壁ゼーレワンド》を破るため、頑張ります」

「プルには非道な役割を負わせるけど、大丈夫か？」

　刀夜は改めて確認する。

「他に方法がない訳じゃない。やり方によっては俺や一二三が《心の壁》を破る事も……」

　突然、刀夜の唇にプルが人差し指をあててきた。

　その美び貌ぼうに静かな怒りを滲にじませながら、

「わたくしもリベリオンズの一員です。氷華さんを守る為ため、できることを全力でやります」

「……ありがとう」

　プルの覚悟を軽んじたことを、刀夜は恥じる。

「では行こう、暗黒狂宴サバトの舞台へ！」

　そしてダメージコートを翻ひるがえし、少女二人を引き連れて再び歩きだした。




●




　煉れん獄ごく学園の北側コロシアム。

　刀とう夜やたちリベリオンズは既にバトルフィールドへの入場を終え、対戦相手の真ま壁かべチームと向き合っていた。

　リーダー真壁は、前髪が長い陰気そうな男子生徒だ。

　闇系Ａ級異能者で、シンクロ値は70。昨夜に見た動画同様、教室にあるような机と椅子に座っている。

　残る二人は男女で、いずれも光系Ｂ級異能者の一いちノの瀬せと二に階かい堂どう。どうやらカップルらしく、体を寄せあってイチャイチャしている。

　光系異能者はリア充的な行為でシンクロ値があがる。それを狙ってのことだろう。シンクロ値は二人とも80ほどで、それがジワジワと上昇している。

　コロシアムの最上段には貴き賓ひん室しつがあり、学園長が豪ごう奢しやな玉座に座っていた。昨日一ひ二ふ三みが『ＲＥＢＥＬＬＩＯＮＳリベリオンズ』と銃弾で穿うがった文字は、ポスターをやたら張ることでごまかしている。

　貴賓室の隣には放送席があり、そこには二人の女生徒がいた。

　スーツを着たショートカットの少女が口を開くと、場内に声が響ひびきわたる。

『さぁ暗黒狂宴サバト学内予選二回戦、最後の試合となりました。勝利チームがベスト16にコマを進めます。実況は放送部の兔と丸まる。そして……』

　隣にいる、おさげ髪の女生徒を手で示す。

『解説はＳ級土系異能者にして、位い階かい８位の亀かめ山やま土と岐きさんです！　今日は何か急用があったらしく、この試合からの解説となります。ちなみに亀山さんが所属するチームは、彼女が不在でもベスト16進出を決めました』

『よろしくだべ。私用で遅れてすまねぇな』

『いえいえ。亀山さんは、癒いやし系けいの見た目ですが……すでに学生結婚しており、『土系シンクロ値をあげるために妊娠』しようという、異端の戦略をとられている方です』

　土系は『安定』や、『何かを生み出す』こと等などと相性がいいのだ。刀夜の担任の萌もえ先生は、公務員であることでシンクロ値を上げている。

　亀山は今回の暗黒狂宴で優勝し、賞金で死ぬまで遊びたいらしい。

　おさげ髪をいじりながら、おずおずと口を開く。

『あのさぁ。オラ今日、病院で検査したら妊娠が発覚したべ。これで土系シンクロ値、爆ばく上あげだべ』

『おお……では亀山さん、一気に優勝候補ですね！』

　刀とう夜やは唾つばを飲み込む。位い階かい８位のシンクロ値が急上昇したとは、戦えば苦戦は免まぬがれまい。

　亀かめ山やまがゆっくりと首を振り、

『いやオラ、おなかの子の安全のために出場を辞退したべ』

『一体、何だったんだよ!?』

　兔と丸まるの絶叫が響ひびきわたる。

　会場から祝福の拍手が、ぱらぱらと起こった。

　刀夜は強敵が消えたことに安あん堵どしつつ、傍かたわらのプルに耳打ちする。

「亀山さんって、自由すぎる人だよなぁ」

「わたくしたちの作戦も、かなり自由ですけどね……」

　苦笑するプルの手には、長方形の包みがある。《心の壁ゼーレワンド》を破るため、きょう刀夜が作った秘密兵器だ。

『ケホン。では試合の話に移りましょうか──まずはリベリオンズを紹介します。リーダーは《虚こ空くう剣けん帝てい》灰はい咲ざき刀夜選手。姉の灰咲氷ひよう華か会長とは対極的に、全く才能のない世界最弱のＦ級異能者です。お姉さんと仲が悪く、学園ではロクに目も合わせないとか』

　それは単に、氷華は刀夜といるとダダ甘モードになってしまい、氷系シンクロ値が下がってしまうからだ。

『リベリオンズは昨日の一回戦・犬いぬ伏ぶしチーム戦では試合開始時刻に遅れて一度失格になりました。ですが学園長を脅迫して無む理り矢や理り出場という荒技を使ったのです』

　本当は脅迫などしていない。刀夜が暗黒狂宴サバト最高責任者である学園長を言いくるめ、出場にこぎつけたのだ。

　天井にある巨大ディスプレイが、リベリオンズの一回戦の様子を映しだす。

『そして犬伏チームとの試合。リベリオンズは審判の買収、金的攻撃、だまし討ちと卑ひ怯きよう三ざん昧まいでしたね』

『んだ。会場からは大ブーイングが起きたが、それは灰咲の計算のうちだった。罵ば倒とうを利用して闇系シンクロ値を上昇させ、固有異能〝レイズ〟を発動したんだべ』

『〝刹せつ那なより短い間だけ、Ｓ級に匹敵する力を出せる〟異能ですが……学園長からの情報によると、なんと一日一回しか使えないとか』

　学園長は刀夜に命じたルールを、放送部に伝えたらしい。

『さて亀山さん。今日の試合で注目すべき点を教えてください』

『やはりリベリオンズが、真ま壁かべのバリア《心の壁》をどう破るかだべな。強大な火力を持つ一ひ二ふ三みでも難しい。だが〝レイズ〟による攻撃ならいけるかもな』

「なるほど～試合のキーポイントは、どこでレイズを使うかという事ですね！　ではそろそろ、試合開始の時間です！」

　レフェリーの萌もえ先生が、両チームの間に立つ。刀とう夜やとプルの担任で、身長百三十センチにも満たない可愛かわいらしい女性だ。

　だがその内面は権力の犬であり、金の亡者。

　現に今も、首から買収のメニュー表をぶらさげている。





・カウントゆっくり数える……二千円

・金的攻撃見逃す……三千円

・審判（私）が気絶するフリをする。その間反則やり放題……五千円




　※ほかにもご要望あれば、お気軽にご相談ください。






「買収いかがなのですか～買収～」

　売り子さん感覚で賄わい賂ろを迫る先生に、刀とう夜やは首を振った。

（今回はやめときます）

　敵によっては買収もやるが、この二回戦では要らない。

　真ま壁かべチームも応じないので、萌もえ先生が肩を落とした。緩かん慢まんな動作で右手をあげ、どこか投げやりに試合開始を宣言する。




「ではリベリオンズＶＳ真壁チーム──レディ・ファイト！」




　先制攻撃はリベリオンズだ。

　一ひ二ふ三みが両手に拳銃を具現化し、真壁へ向けて引き金を引く。

「《二挺の殲帝カリギユラ＆ネロ》！」

　無数の銃弾が、椅子に座ったままの真壁へ殺到する。

　彼はかわそうともせず、両手を枕にし、机に顔を伏せて『寝たふり』のポーズをした。

　その瞬間──真壁チームの周囲に、漆黒のバリアが張られた。

　真壁の固有異能《心の壁ゼーレワンド》だ。弾丸はバリアに阻はばまれて雲うん散さん霧む消しようする。

　一いちノの瀬せと二に階かい堂どうがニヤリと笑い、掌てのひらをリベリオンズに向けてきた。

「いくよ。《愛の光弾モナムール・リユミエール》！」

　恥ずかしい技名とともに、光こう弾だんが発射された。

《心の壁》をすりぬけてきたそれを、刀夜たちは回避する。

『《心の壁》の特筆すべき点は、バリアの中から外へ攻撃が可能なことです！　この強力な異能に、リベリオンズはどう立ち向かうのか！』

「こうデス。《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》ッ！」

　一二三が己おのれの体よりも巨大な銃を具現化させた。一回戦で敵チームの一人・猿さる田た川がわを瞬殺した武器である。

　銃口に漣気エーテルを収束させ──まばゆく輝く極ごく太ぶとのビームを放つ。

《心の壁ゼーレワンド》に阻はばまれ、火花が激しく舞った。

　だが《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》の威力が上回っているのか《心の壁》は大きく陥没している。今にも破ることができそうだ。

「「しっかりしてよ、真ま壁かべ」」

　一いちノの瀬せと二に階かい堂どうが声をそろえ、真壁の机に並んで座る。

　そして抱き合い──なんと口づけを交わした。激しく舌を絡からめあう姿に、プルが「あわわ」と声を漏らす。

『い、いったい二人は何を……あっ！　真壁選手の闇系シンクロ値が『70』から『90』に上昇！　チームメイトのリア充行為への憎悪によるものでしょう!!』

《心の壁》の色が、真壁の憎しみを表すようにドス黒く変化する。

　そして一ひ二ふ三みのビームを完全に受け止め、消滅させてしまった。

　解説の亀かめ山やまが感嘆したように、

『真壁だけじゃなく、一ノ瀬と二階堂も光系シンクロ値があがってる。真壁チームの編成は見事だべな。互いが互いを高めあってるべ！』

『その言葉だけ聞くと、崇すう高こうなんですけどね……』

　兔と丸まるが苦笑気味に応じて、

『さぁ、リベリオンズはどうやって、この《心の壁》を破るのかぁー!?』

（今からやるから見てろ）

　刀とう夜やはチームメイトに合図を送った。

　プルが緊張気味にうなずき、一二三の後ろに移動する。

　そして二人の少女は、真壁チームが陣取る方へと歩いていく。

　一二三は漣気で盾を作り、一ノ瀬と二階堂の光こう弾だんを受け止めた。

　そしてプルが片手をメガホンの形にし、声を張り上げる。

「まーかーべーくーん！」

　真壁は無視しているのか、微動だにしない。

　だが何度も呼びかけると、緩かん慢まんな動作で顔をあげた。

　プルがぎこちなく微笑ほほえみ、

「こうして試合で激突するのも、何かの縁ですよね」

「そ……そうか？」

「だからわたくし、あなたにお弁当作ってきたんです」

　両手で、長方形の包みを差し出す。

「き、君みたいな凄すごい美人が、僕に弁当……？　しかも試合中に？　何かの策略に決まってる！」

「それは誤解デス。マスターは料理が苦手なのに、真ま壁かべサマのため頑張ってお弁当を作ったのデス。ホラ、指に切り傷も」

　一ひ二ふ三みがプルの手を指さした。ほっそりした指には、絆ばん創そう膏こうがたくさん貼られている。

「た、確かに」

　朝食を作った際にできた傷だが、真壁がそれを知る由よしもない。

　プルが包みをほどき、弁当箱のフタをとる。

　中には、ご飯と色とりどりのおかずが並んでいた。

　食い入るように見つめる真壁に、一いちノの瀬せが焦あせりを露あらわにして、

「お、落ち着け真壁。なんで対戦相手に弁当を作ってくるんだ！　何をどう考えてもおかしいだろ！」

「わかってる、わかってるけど……」

　真壁が胸に手を当て、戸惑い気味につぶやいた。

「なんだろう、この胸の暖かいものは……これが愛……？」

　その姿を見て、刀とう夜やはニッコリほほえんだ。

　真壁の闇系シンクロ値が『90』から『50』まで下がり、バリアが弱体化したからだ。

　右手を突き出し、命令を下す。

「今だ一二三、薙なぎ払はらえ!!」

「ＹＥＳイエス、刀夜サマ。《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》ッ!!」

　一二三が再びビームを放つ。

　あれほど堅けん牢ろうだったバリアが、脆もろくも砕けちった。

「「「ぎばぁぁああああああああああああ!?」」」

　悲鳴の三重奏が聞こえてくる。

　一ノ瀬と二に階かい堂どうは場外まで吹っ飛んでいった。ルールにより二人は戦闘続行不能となる。

　刀夜は顔を掌てのひらで覆おおい、魔王のごとき嘲ちよう笑しようをあげた。

「フハハハハハハハ　《叛逆の皇女リベリアス・プリンセス》羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスは俺様の女だ!!」

　プルのもとへ歩き、荒々しく抱き寄せる。

「他の男に弁当を作るかァアアア!!　たわけが!!」

　真壁がバトルフィールドにうずくまり、呻うめきながら、

「だ、だが、羽瑠歩流祇栖さんは僕に弁当を作ってくれたじゃないか」

「これはな……俺様がコンビニ弁当を、手作りっぽく詰めなおしただけだ!!」

「そんな!!」

　がくりと崩れ落ちる真壁。

　恨みのためか闇系シンクロ値は上がっているが、もう戦う気力はあるまい。

　そのまま試合終了か……と誰もが思ったとき、真壁がよろよろと立ち上がる。

「灰はい咲ざき、一つ聞きたい」

　真ま壁かべは、場外の一角を憎にく々にくしげに見つめた。

　そこでは一いちノの瀬せと二に階かい堂どうが互いの無事を確認しあっている。

「あいつらはクソみたいな奴やつらだ。死ねばいい……君みたいに、信頼できる仲間を作るにはどうすればいい？」

　そして縋すがるように、刀とう夜やへ想おもいをぶつけてくる。

「教えてくれ灰咲、教えてくれよぉ!!」

「ネットの知恵袋で聞け」

　刀夜の無慈悲なる返答とともに、一ひ二ふ三みがビームをぶっ放した。

『質問のたらい回しだぁ────!!　そして真壁選手は観客席にまで吹っ飛ぶッ！　二回戦最後の勝者は、リベリオンズですっ！』

『え、えげつねぇべ……』

『非道極まりない戦いぶりでしたね。まさか《心の壁ゼーレワンド》をあんな方法で弱体化するとは』

『真壁の闇系シンクロ値の高さは〝ぼっちであることの憎しみ〟によるものだった。超絶美少女である羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの手作り弁当を貰もらえるとなれば、その憎しみも薄らいでしまうべ』

『リベリオンズは真壁チームを研究し、見事な対策を立てたのですね。彼らの今後についてはどうお考えですか？』

『ん～……今まで戦った犬いぬ伏ぶし、真壁チームいずれも弱くはなかったが、まだ位い階かい10位以内の異能者がいるチームとは当たってねえからなぁ。そこからが真価を問われることになるべな』

『１位の灰咲会長、２位の樹いつき樹じゆ花か選手など強きよう者しやはまだまだいますからね……あっ、早くも今、大会運営本部からベスト16の組み合わせが発表されました。リベリオンズの次の相手は──」

　ごくりと唾つばを飲む刀夜だが、兔と丸まるは拍子抜けしたような声で、

『えぇと西にし田だチーム……ですね。一番強い選手でも位階85位。今までのチームと比べると格段に落ちる相手です』

『そうかぁ、しょうもない相手で残念だべ』

　西田チームが聞いたら、泣きたくなるようなことを言っている。

『では今日の試合はこれで以上です。休養日を一日挟んで、明後日あさつてからはベスト16！　ますます盛り上がる暗黒狂宴サバト学内予選ですが、亀かめ山やまさん、何か一言お願いします』

　亀山が聖母のように微笑ほほえみ、おなかを撫なでる。

『子供が生まれてくる喜びに比べたら、暗黒狂宴なんぞどうでもいいべ』

『解説者なのに、大会を否定しないでくださーい！』

　自由すぎる解説を聞きながら、刀とう夜やは仲間を引き連れてバトルフィールドから降りる。

　観客席から、容赦ない罵ば声せいが浴びせられた。

　それは刀夜だけでなく、卑劣な手段をとったプルにも向けられているようだ。彼女は表情を硬くしながらも、胸を張って歩いている。

　放送部や新聞部が群がってくるが、一ひ二ふ三みが冷ややかに一いち瞥べつすると、すごすごと逃げていった。

　昨日の一回戦のあと閃光弾スタン・グレネードで手ひどく撃退したので、その恐怖が残っているのだろう。

　三人が選手用通路に入ると、蒼あおい瞳ひとみの美少年が壁に背を預けて立っていた。

「やあ灰はい咲ざき。見事な勝利だったな」

《破は龍りゆう大たい聖せい》の二つ名を持つＳ級異能者、光こう王おう院いん晴はる斗とだ。

　世界を破壊せんとした邪じや龍りゆう王を倒し、封印したが……その場所は己おのれの股こ間かんという、悲劇の英雄である。

　股間には封印を強化するべく、呪じゆ印いんの書かれた包帯を巻いているらしい。

　光王院はサラサラの髪をかきあげながら、

「まあ、君はこの僕が好敵手ライバルと認めた男。こんな所で負けられては困るがな」

「なんという、お前が言うな感……」












　昨日の一回戦。光こう王おう院いんは敵チームのえっちな振る舞いで股こ間かんの邪じや龍りゆう王が暴走して激痛にみまわれ、全く力を出せずに負けたのだ。

　一ひ二ふ三みが心配そうに光王院を見上げ、

「光王院、大丈夫デスか？　ネットを見る限り昨日の負け方がかなり騒がれているようデスが」

「え、そうなのか？」

　どうせリベリオンズへの悪口だらけだろうと思い、ネットは見ていなかったのだが。

「フン。確かにネットで祭りになっている。『元英雄の負け方が酷すぎる件』などと書かれまくってな」

　悲しい笑顔を刀とう夜やへ向けてきて、

「実は今日、路上で不ふ心こころ得え者ものからエロ画像を見せられてな。邪龍王が暴走して悶もん絶ぜつしてしまった。その男は惨めな僕を写真にとり、大笑いしていたよ」

「それは酷い」

「つい僕もカッとしてね。おもむろにパンツを下ろし、股間の呪じゆ印いんを外して邪龍王を復活させようとしたが……何とか思いとどまった」

「そうか……頑張ったな……」

　パンツを下ろす前に思いとどまれれば、更に良かったんだろうが。

（だけど光王院が、そんな扱あつかいを受けていたとは）

　邪龍王を封じた場所はアレだが、世界を救った英雄だというのに。

　刀夜は光王院の肩を優しく叩たたいた。彼はプルを誘拐犯から助けるのに協力してくれたし、刀夜の『最弱』がギミックである事も知っている。

　もう一つのギミック『悪役ヒール』を装よそおうこともないだろう。

「光王院、明日よかったら俺んちに来いよ。休養日だし丁度いい」

「えっ」

「ウチには昨日からプルと一二三が暮らしてる。五人で飯でも食おう」

「田た中なかさんたちが一緒に？　なぜだ」

　刀夜は、プルが『黄金の暁會ゴールデンドーン』という組織に狙われていることを説明する。昨日の誘拐犯も、その一員だったとも。

「それは心配だな……昨日のように田中さんがさらわれ、また磔はりつけにでもされたらぐぁぁああああああ!?　鎮しずまれ邪龍王!!」

　磔にされて巨乳が張り出したプルを思い出し、邪龍王が暴走したようだ。

　不ふ埒らちな想像をされて涙目になるプル。刀夜はその背をさすりながら、

「……と、とにかく光王院。明日俺んちに来いよ」

　かつての英雄は内股になり、前かがみで去っていく。

「ありがとう灰はい咲ざき。世界は悲しみと悪意に満ちているが、君という友がいるから僕は生きていける」

　その後ろ姿を、刀とう夜やは沈痛な面もちで見送った。

　封じたのが股こ間かんでさえなければ、今ごろ暗黒狂宴サバトで大活躍していただろうに。

　やりきれない思いを抱えながら、控え室へ寄って荷物をとり、コロシアムを後にした。

　校門を出て帰路につく。道の両側には田が広がり、青々とした稲が日光で輝いていた。

　刀夜の傍かたわらを、プルがしずしずと歩きながら、

「明日の休養日……光こう王おう院いん君がいらっしゃるようですが、他にも西にし田だチームへの対策もしなければいけませんね」

「マスター、大した相手じゃないみたいデスよ。私の兵器で一いつ掃そうデス」

「そうかもしれんが、油断は禁物だぞ」

　刀夜がやんわり注意したとき、前方に大柄な少年が立ちふさがった。

「よう」

　羽つき帽子とマントを身につけ、右手には斧おのを持っている。

　猿さる田た川がわだ。

　リベリオンズと昨日一回戦で戦った、犬いぬ伏ぶしチームの一人である。

　パワータイプ、斧使い、いかつい顔、群れる、性格悪いという五つの特徴から、刀夜が『かませロイヤルストレートフラッシュ』という二つ名をつけた男だ。

　一回戦では一ひ二ふ三みに瞬殺され、二つ名に恥じぬかませっぷりを見せつけてくれた。

　ギロリと刀夜を睨にらみつけてきて、

「やい最弱野郎！　俺を忘れたとは言わせねぇぞ」

「貴様のことは、忘却の彼方かなたに消えた」

「類るい語ごを使えばいいんじゃねえよ!?」

　刀夜は腕組みし、唇くちびるの端をつりあげる。

「負けた腹いせに意い趣しゆ返がえしか？　見下げ果てた奴やつだな」

「卑ひ怯きような戦法で勝っておいて、よく言うぜ」

　刀夜は昨日の試合を思い返した。確かに審判の買収など、色々悪あくどい事をしたものだ。

　それでも「はん」と鼻で笑い、

「戦いに卑怯もクソもあるか。貴様は野球の試合で、敵チームに爆弾で吹っ飛ばされたら騒ぎ立てるのか？」

「それは騒ぎ立てるだろ!?　『戦争で騙だまし討うちされたら』とかで例たとえろよ!?」

　まったくもって、返す言葉もない。

　納得して頷うなずく刀夜へ、猿田川が身を震わせながら、

「俺に《かませロイヤルストレートフラッシュ》なんて二つ名をつけやがって……」

　体に漣気エーテルをまとい、斧おのを構える。ここで戦うつもりらしい。

　プルが表情を曇くもらせながらも、炎を両手に具現化させた。一ひ二ふ三みも二丁拳銃を構える。

　一触即発の空気となった瞬間……

　遠くから爆発音が聞こえた。

　続いて『ひゅるるるる』という、打ち上げ花火のような音が近づいてくる。

　猿さる田た川がわは気づいていないのか、刀とう夜やに斧の先端を向けながら、

「昨日の試合は油断していたんだ。俺は今こそ《かませロイヤストレートフラッシュ》という二つ名を払ふつ拭しよくぎがあぁあああああああああああああああああ!?」

　猿田川に何かが直撃した。

　アスファルトが爆ばく砕さいし、細かい破片が飛礫つぶてのように飛んでくる。

　刀夜は咄とつ嗟さに、プルと一二三を抱きしめてかばった。

『悪役ヒール』にふさわしくない行為だが、多量の粉ふん塵じんが舞っているため周りからは見えないだろう。

　背中に無数の破片が当たるものの、漣気で強化しているためそれほど痛くはない。

「二人とも怪け我がはないか」

「はい……」「ロ、ロボを守るため身を呈ていするナド、刀夜は大バカですっ」

　プルは瞳ひとみを甘くとろけさせ、一二三は言葉と裏腹に頰ほおをすりよせてくる。どうやら怪我はないようだ。

　刀夜は安あん堵どの吐息を漏らし、二人を離す。

　風で粉塵が散りはじめ、視界が晴れてきた。

　目の前の地面がクレーター状に陥没している。見下ろすと、底で猿田川がひくひくと痙けい攣れんしていた。

　どうやら砲弾のようなものが飛んできたようだが、状況がまったくわからない。

「と、刀夜君……何でしょう、あれは……」

　プルが声を震わせ、煉れん獄ごく学園の方角を指さしている。

　刀夜はそちらを見て、目を疑った。




　校庭に、全長２５０メートルほどの巨大な戦艦があったからだ。




　つい刀夜は、間抜けな声をあげてしまう。

「な、なんだありゃあ!?　さっきまであんなもんなかったぞ!?」

　戦艦には巨大な主砲、無数の小型砲や対空機銃が備え付けられている。

　小型砲の一つがこちらを向き、砲口から煙をあげていた。猿田川はあれに撃たれたらしい。

　戦艦の中央部には櫓やぐら状の指揮所──艦かん橋きようがあり、高さは50メートルほどもある。

　映画などで、何度も見たことがある艦かん型けいだ……ひょっとしてあれは、戦艦大和やまとではないか？

「な、なんで校庭に戦艦大和が!?」

　大和の鑑かん首しゆ部分で、何かが動いていた。よく見ると少年が蟬せみのようにへばりついている。

（あれ!?　確かあいつは……）

　今朝のランニングで遭遇した、港湾地帯で全裸で寝ていた少年だ。

　猫なで声を出しながら、鑑首にほおずりする。

「めぐる、めぐるぅ！　今日もきれいだよ」

『ありがとう、恋こい九く郎ろう君！』

　賛辞に応こたえたのは、可愛かわいらしい女の子の声──まるで、大和が返事したかのように大きく響ひびきわたった。

『でも恋九郎くん、こんな所で言われたら、わたし照れちゃうよぉ!!』

　ドーン!!　と主砲が火を噴いた。あぜ道に砲弾が突き刺さり、土を盛大に吹き上げる。

　あまりに非現実的な光景に、三人が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると……

　刀とう夜やの腕時計型端末が、着信を告げた。

　画面には見覚えのない番号が表示されている。

　少し緊張しながら『通話』にすると、聞き覚えのある高笑いが聞こえた。

『フハハハハハハ、ごきげんよう《虚こ空くう剣けん帝てい》!!」

「学園長!?　ど、どうやって俺の番号を調べたんだ!?」

『え？　普通に学園のデータベース──などではなく、我が魔眼に視みえぬものなど無いからだ』

　魔眼の方がカッコイイと思ったか、慌てて言い直している。

『ところで灰はい咲ざきよ。校庭に巨大戦艦が見えるな？』

「ああ」

『あれは煉れん獄ごく学園位い階かい６位《人間大艦ヒユーマンドレツド》大和めぐるだ」

「え、あれ、人なのか!?」

『普段は小柄な少女だが、あのように戦艦大和に変身することができるのだ。異能観測アプリを使うがよい』

　刀夜は大和に視線を戻し、右目を三度まばたきさせる。




特殊（大和）系　Ｓ級異能者

シンクロ値　１００




「なんだよ、大和やまと系異能者って!?」

『一ひ二ふ三みはロボ系異能者だ。だから大和系がいても……まあアレだ。おかしくはあるまい』

　ちょっと自信なさげである。

『鑑かん首しゆにいる奴やつも見えるな？　大和めぐるの恋人、天てん堂どう恋こい九く郎ろう。位い階かい75位で、炎系Ｂ級異能者。普段のシンクロ値はだいたい85くらいか』

　刀とう夜やは困惑しながら耳を傾ける。どうして対戦相手でもない奴らの説明をされるのかわからない。

『で、リベリオンズの次の相手は──あの大和めぐると天堂恋九郎の、大和チームだッ！』

「へ!?　西にし田だチームだろ!?」

『そいつらは糞くそにも劣るほどつまらんので、妾わらわの超権力で失格にしてやったわ』

　教育者失格の発言をサラっとしつつ、

『大和チームは予選に出場していなかったが、リザーバーとして急きゆう遽きよ参戦させたのだ』

　リザーバーとは、トーナメントの選手が棄権する場合、代わりに出場する選手のことだ。

「でも戦艦大和って、２５０メートル以上あるんだぞ。デカすぎてコロシアムに入れないだろ」

『心配無用』

「心配なんぞしとらん……」

『先ほど超権力で、暗黒狂宴サバトのルールを改正した。その部分を送るから読んでみろ』

　メールが来たので、添付された文書を開いてみる。




・暗黒狂宴ルール　第２２０条

『出場者が戦艦に変身できる等の止やむをえない場合、海上を主な舞台とした、リングアウトなしの試合を行う』




　あからさま過ぎるほど、大和のために設けた条じよう項こうだ。

　楽勝と思っていたベスト16。だが突然、位階６位の強敵と当たることになってしまった。

　しかもそれは、史上最大の戦艦である。どう戦えばいいのか全くわからない。

「お母様を侮あなどっていました。まさかこんな手を使ってくるなんて……」

　プルが眉まゆをひそめ、ドレスの胸元を握りしめる。

　そして、大和の砲弾で穿うがたれた大穴の底で──《かませロイヤルストレートフラッシュ》猿さる田た川がわが、弱々しくつぶやいた。

「な、なんて威力だ。Ｂ級異能者でシンクロ値が50の俺の防御を、軽々と破るとは……」

　新たな敵の攻撃力を、わかりやすく説明してくれる。素晴らしいものさし具合だ。

（お前のやられっぷりを参考にさせてもらうぞ。《かませマスター》）

　刀とう夜やは密ひそかに、新たな二つ名をつけたのだった。






†三章　ｖｓ超ちよう弩ど級きゆう戦艦









　帰宅した刀夜たちを、玄関で氷ひよう華かがむかえてくれた。

　大きく広げた両手で、三人まとめてハグされる。

「勝利おめでとう。みんなケガないね。よかった～」

「姉さんを守るため、あんなとこで負けてられないよ」

「わ、私、幸せすぎて死んじゃう……」

　うっとり目を細める義ぎ姉しに、刀夜は優しく微笑ほほえみかけた。そのさまを見たプルが、少し唇くちびるをとがらせている。

　それから朝の約束通り、プルは氷華から料理を教わりはじめた。

　夕食のおかずの一品である、コロッケだ。

　形は不ふ揃ぞろいだが味はなかなかのもの。夕食の席で刀夜が「おいしい」と言うと、プルは飛び上がりそうなほど喜ぶのだった。

　夕食を終えて少し経たってから、刀夜は皆に告げた。

「よし、ではこれから、明後日あさつての大和やまとチーム戦へ備えた作戦会議をしようと思う」

　一ひ二ふ三みが扇風機の前に陣取りながら、

「ハイ。『敵を知り、己おのれを知れば百戦危うからず』デスからね」

（お前は、己をロボと信じきっているけどな……）

　これほど己を知らぬ奴やつはなかなかいまい。いま扇風機の前にいるのも、本人いわく『風力で充電してる』からだそうだ。

　幼女の将来を危き惧ぐしつつ、刀とう夜やは急須でお茶を淹いれる義ぎ姉しに目を向けた。彼女にはすでに、ベスト16の相手が変更されたことを教えている。

「位い階かい６位の大和やまとめぐるさんについて、何か知らない？」

「小柄で可愛かわいい子だね。ただ私は戦艦大和に変身した姿は見たことがないから、どれほどの強さかわからないの。ベスト16からの出場だから、試合の動画もないし」

　少し落胆する刀夜に、氷ひよう華かが湯ゆ吞のみを差し出してきて、

「でもあの子は『大和系異能者』。スペックや戦法は、実際の戦艦大和と同じもののはずだよ」

「あ、そうか」

　もし『戦艦系』異能者ならば、様々な戦艦に変身できるだろう。範囲が広すぎて対策を立てづらい。

　だが『大和系』と限定されるなら、ある程度出方が予測できる。たしか義ぎ父ふの書斎に太平洋戦争の本があったはずだ。

「わかったよ姉さん！　あとで調べてみるよ」

「うん。トー君の役に立てて、お姉ちゃん嬉うれしいっ」

　氷華が、匂いづけするようにすりすりしてくる。

「えへへ～……あ、そうだ。今朝、わたし異能バトルもののラノベ読んでたらね、氷系異能者として更に強くなれる方法ひらめいちゃったの」

「え、どうするの？」

「後のお楽しみだよ～」

　氷華が甘える猫のように、刀夜の膝ひざに頰ほおを乗せた。

　むむっ、とプルが頰を膨らませて、

「で、では氷華さん、大和チームのもう一人、天てん堂どうさんという方をご存じですか？」

「うん。三年生だから去年の暗黒狂宴サバトも出てたからね。オーソドックスな炎使いで、固有異能も無し。大和めぐるさんと違って、それほど怖い相手じゃないと思うよ」

「あの方は、大和さんとお付き合いされているようですね」

「うん……ん……」

　氷華は刀夜の膝の上でモゾモゾしながら

「どうも妙なカップルらしいんだよね。これは私が、便所飯してるときに聞いた話なんだけど……」

　途と轍てつもなく悲しい切り出し方をして、

「大和やまとめぐるさんは、莫ばく大だいな漣気エーテルを持つ異能者。でも煉れん獄ごく学園に入った当初は大和系シンクロ値がほぼ０で、大和に変身できなかったらしいの。別に本人はそれを気にしてなかったらしいんだけど……」

　大和は天てん堂どう恋こい九く郎ろうと出会い、一ひと目め惚ぼれした。そしてすぐに告白したらしい。

　天堂は告白を受け入れる条件として、こう言った。

『戦艦大和に変身できたらつきあう』と。

　そのため大和めぐるは『大和になりたい』と強く願い、シンクロ値をあげて戦艦大和に変身できるようになったという。結果、晴れて二人はつき合い始めた。

　一ひ二ふ三みが、扇風機の首振りモードに合わせて動きながら、

「ずいぶん珍妙な条件を出すモノですね。きっと天堂は兵器オタクなのデスね」

　言われてみれば、天堂は戦艦大和に頰ほおずりして『綺き麗れいだよ』などと言っていた。

（あの様子や姉さんの話からして、確かに天堂は兵器オタクなのかもしれない。だが気になるのは……）

　刀とう夜やの脳裏に、今朝の光景がよみがえる。

　放棄された港湾地区にそびえ立つ『グランドヒルズ明みよう神じん』──その外がい壁へき沿いに、天堂が全裸で寝ていたのは何だったのか？

　あのとき天堂は、こう言っていた。




『僕と彼女のさわやかな朝を邪魔するなんて、無ぶ粋すいすぎるだろう！』

『すらりとした立ち姿。豊満なボディ、何者も受け付けない孤高さ──どこをとっても、僕の理想なんだよ!!』




　だが、あそこに大和めぐるはいなかった。

　彼女は氷ひよう華か曰いわく『とっても小柄』らしいので、『すらりとした』等の賛辞はそぐわない。

　戦艦大和の状態でいたとも思えない。あんな所で大和になれば、あたりの建物が下敷きになって潰つぶれてしまったはずだ。

（そんな形跡はなかった。つまり天堂は誰かと浮気してたんじゃないか？）

　これを上う手まく使えば、大和チームに隙すきを作り出せるかもしれない。

　そこまで考えたあと、刀夜はプルと一二三をつれて義ぎ父ふの書斎へ向かう。

　戦艦大和について調べるためだ。

　書斎の襖ふすまをあけると、二人の少女が感嘆の声をあげた。

　二十畳ほどの広い部屋だ。書架が数列並んでおり、歴代当主が収集した本がぎっしり詰まっている。氷華は刀夜の治療費を捻ねん出しゆつするため貴重品は売ったが、ここの本は大した金にならないので残していたらしい。

　刀とう夜やは戦艦大和やまとと関係がありそうな本を抜き出し、部屋の隅の机へ積み上げた。

　この机は義ぎ父ふが愛用していたもの。

　普段は物静かだが、いざという時は誰よりも頼りになる人だった。この机で書しよ見けんする背中を、幼い刀夜は尊敬のまなざしで見ていたものである。

　刀夜は微かすかな感傷に浸ひたったあと、本を開いた。

（ええと、大和は史上最大の戦艦であり、全長は２６３メートル。主砲の直径が46サンチ（センチ）で、射程42キロ。砲弾の重さは１４６０キロ……おいおい）

　思わず頰ほおがひきつる。こんな超兵器に三人で立ち向かうなど、正気の沙さ汰たではない。

　艦かん型けい図ずを見ると、今日猿さる田た川がわが受けた攻撃は副砲によるものだったようだ。もしも主砲だったら、彼は確実に死んでいただろう。

（……やばすぎる敵だが、姉さんを守るため勝たなきゃならないんだ）

　己おのれを奮い立たせながら読み進める。

　少女二人も本に目を通し、付ふ箋せんを貼ったりメモしたりしている。

　刀夜もメモをとろうとしたが、持参したボールペンは掠かすれて書けなかった。インクが切れているらしい。

　自室へ取りにいくのも面倒である。

（ここにないかな）

　机の引き出しをあけた。中は様々な文具で雑然としているが、ペンはなかなか見つからない。

　ごそごそ探っていると……一番下の引き出しに、古びた本を見つけた。

（ん？）

　取り出してみる。

　何気なくパラパラとめくり──その内容に戦せん慄りつした。

（こ、これはっ!?）

　人類の狂気を濃のう縮しゆくしたような、悪魔的書物だ。読むだけで目眩めまいを起こしそうになる。

　本来なら、誰の目にも触れぬよう直すぐに封印するべきかもしれない。

　だが……刀夜は、ある事柄について書かれた箇所に、強い引っかかりを覚えた。

　続いて大和チームの情報が、走そう馬ま燈とうのように脳裏に浮かび──

　稲妻のようなひらめきが走った。

（せ、戦艦大和を倒す突破口が見えたぞ！　この本のおかげだ！）

　この書物を今日発見できたのは、奇跡ではないか。

（も、もしかして……義と父うさんが姉さんを救うため、この本と巡り会わせてくれたのか？）

　刀夜は思わず本をかき抱いた。おおお、という嗚咽おえつが、喉のどの奥から漏れてしまう。

「刀とう夜や君、この本が写真入りでとても参考に──ど、どうなされたのですか!?」

　驚いたプルが、一ひ二ふ三みと共に駆け寄ってくる。

　刀夜は鼻をすすり、目をこすりながら説明した。

　大和やまとチーム戦の突破口となる本を見つけたこと、そしてその本へ、亡き義ぎ父ふが導いてくれたのではないかと。

「どんな本デスか？　興味あるデス」

　おねだりするように見上げてくる一二三に、刀夜は思わず後ずさった。

　この本は有用だが、内容は恐ろしい。幼女に見せることは気が咎とがめたのだ。

　プルがハンカチを取りだし、刀夜の目元を拭ぬぐってくれながら、

「一二三、きっと灰はい咲ざき家の秘伝書なのでしょう。わたくし達に見せたくないのは仕方ありません」

「そ、そうでしたカ。ごめんなサイ刀夜」

　一二三が素直に頭を下げてくる。

「……気にするな。じゃあプルと一二三は引き続き大和について調べてくれ。俺は部屋に行って、この本を読んでみるからさ」

　作戦の中核は決まったが、大和の情報は沢山あった方がいい。武装や装甲、内部構造、機動性など様々なデータが必要だ。

　それらの収しゆう拾しゆうを二人に任せ、刀夜は書庫を出た。
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　翌日の早朝。

　刀夜は目覚めるとすぐ、ランニングに出かけた。

　少し眠い。昨夜遅くまで、義父が遺のこしてくれた本を読み大和チームへの対策を具体的に固めていたからだ。

　学園長が、リベリオンズＶＳ大和チームのため設けた条じよう項こうは、

『出場者が戦艦に変身できる等の止やむをえない場合、海上を主な舞台とした、リングアウトなしの試合を行う』

　である。つまり大和と海上で戦うわけで、一見リベリオンズに不利きわまりないルールだが……

（これを逆用して、学園長に吠ほえ面づらかかせてやるぜ）

　刀夜は不敵な笑みを浮かべ、静かな朝の町を駆ける。昏こん睡すいしていた四年間で町並みが変わっているので、目新しい景色が多い。

　それが面白くて夢中で走っているうちに、喉のどの乾きを覚えてきた。

（あ、今日は飲み物を買う金持ってこなかった……）

　どうしようか、と思っていると、道沿いに神社を見つけた。

　ここには幼い頃、氷ひよう華かや義ぎ父ふ母ぼと夏祭りにいった覚えがある。たしか湧わき水みずがあったはずだ。

　鳥とり居いをくぐって境けい内だいに入る。

　玉たま砂じや利りの上を進むと……水場の側そばに稽古着姿の大男がいた。

　巌いわおのような筋肉を躍やく動どうさせ、鉄てつ棍こんを振っている。

　豪快だが決して力任せではない。動きの一つ一つに、鍛錬によって磨き抜かれた『技』があるのだ。かなりの達人である。

　思わず足を止めて見入る刀とう夜やに、大男が気づいた。

　鉄棍の柄えで地面を強く突いて、

「む……貴様は《虚こ空くう剣けん帝てい》灰はい咲ざき刀夜だな」

「如い何かにもその通り。貴様は？」

「俺は煉れん獄ごく学園三年生、位い階かい11位の児こ山やま小こ太た郎ろう」

　のしのしと近づいてきて、烈火のごとき眼光で見下ろしてくる。

「ここで会ったのもいい機会だ。不ふ心こころ得え者ものの貴様に言いたいことがある」

　刀夜は、煉獄学園のほとんどの生徒から嫌われている。この児山も例外ではないのだろう。

（罵ば倒とうされるか、襲いかかってくるか……）

　覚悟した瞬間、児山が雷鳴のような声を轟とどろかせた。

「お姉さんと仲良くしなきゃ、駄目じゃないか！」

「は……？」

　確かに灰咲姉弟きようだいは、学校では距離をとっている。

　だがそれは、刀夜と一緒にいると氷華の冷たいキャラが崩れ、氷系シンクロ値が下がってしまうからだ。

（ただの演技なのに……）

　児山の表情は真剣そのもの。理由はわからないが、どうやら本気で姉弟を心配してくれているらしい。

　そんな人に対して申し訳ないが、『悪役ヒール』なのでこんな風に応じるしかない。

「フン。俺様と姉が憎しみあうのは、抗あらがえぬ運命さだめ。他人が口出しするなど烏お滸こがましい」

　児山が、野球のグラブほどもある手で頭をかき、

「では約束せぬか？　暗黒狂宴サバトで俺がお前に勝ったら、お姉さんと仲直りすると」

「……なぜ、貴様はそこまで？」

　悪い人ではないようだが、他家の事情に口出ししすぎではなかろうか。

　児こ山やまは意外なほど優しい表情で、語り始めた。

「俺には二人の弟がいてな。両親は死んでいるから、俺が親代わりなのだ」

　児山家は貧乏だが、弟たちにマシな生活をさせてやりたいらしい。そのため『児山チーム』を作って暗黒狂宴サバトに出場しているという。

「弟たちのためなら、俺はなんでもできる。あいつらの笑顔を思いだすだけで、力が沸いてくるんだ」

　児山はニカッと笑い、

「だからな、姉と憎しみあうお前を見ると放っておけないのだ。余計なお世話かもしれんが、さっきの約束受けてくれぬか」

「別にかまわんが……」

　児山にも事情があるらしいが、氷ひよう華かを守るため負けるつもりはない。

　その決意を示すように、冷たい声で告げる。

「勝つのは俺たちリベリオンズだ。貴様の無惨な姿を見ずにすむよう、弟たちには試合を見ぬよう言っておけ」

　児山がうつむき、鉄てつ棍こんを強く握りしめた。

「その心配はない。弟達には俺が戦う姿を見ないよう強く言っているのだ。怖がられたくないからな」

（……？）

　試合になると穏おだやかな人柄が一変し、修羅のようになるとかだろうか。

　この男には棍こん術じゆつだけではなく、さらに強力な『なにか』があるようだ。

（児山小こ太た郎ろう──この人は、必ず俺の前に強敵として立ちはだかる）

　刀とう夜やの武人のカンが、そう告げていた。

「灰はい咲ざきよ、俺のチームには位い階かい17位の強きよう者しやもいる。必ずや貴様らに勝ち、お姉さんと仲直りさせてみせるぞ」

「ふん、御ご託たくはもう沢山だ」

　刀夜は身を翻ひるがえし、別れを告げる。

「次は戦いくさ場ばで相あい見まみえようではないか、児山小太郎──」

　そして《虚こ空くう剣けん帝てい》は、ニヒルな感じで神社を去った。

　だが水を飲むのを忘れたため、かなり気まずい思いをして神社へ戻ったのだった。
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　刀夜はランニングから帰宅したあと、氷華たちと朝食をとった。

　今日は休養日なので、比較的のんびり過ごすことができる。

　もちろん灰はい咲ざき家の姉弟きようだいは修行が日課なので、いつものノルマはこなす。プルも漣気エーテルの使い方を教わりたいと、二人に混ざってきた。

　一ひ二ふ三みは庭で四つ葉のクローバーを探したり、三人に冷たい飲み物を持ってきてくれたりした。

　十一時頃になると、氷ひよう華かが台所でプルにカレーの作り方を教えはじめた。

　その間刀とう夜やと一二三は、茶の間で大和やまとのデータを頭にたたき込む。

　メイド服の銀髪少女は、エプロン姿のプルにレシピを見せながら、

「プルちゃん。料理はね、好きな人が笑顔になることを想像して作ると上う手まくいくの」

「好きな人、ですか」

　プルが刀夜を一いち瞥べつした。目が合うと真っ赤になり、慌ててそっぽを向く。

「さあプルちゃん想像して。『猿さる田た川がわ君、美お味いしく食べてくれるかな』って」

「考えたこともないですよ!?」

　一二三が大和の本をめくりながら、ボソリと呟つぶやく。

「かませを極めた猿田川でも、恋愛のかませにはなれないのデスね……」

　出来上がったカレーは、実にうまかった。笑顔で食べる刀夜を、プルが嬉うれしそうに見つめていた。

　昼過ぎになると、昨日の刀夜の誘いに応こたえて光こう王おう院いんがやってきた。昨日より更に元気がなく、顔色が悪い。

　その理由を、茶の間に通して尋ねると、

「実は家バレしてね。昨日からネットに、僕のアパートの住所が晒さらされているんだ」

　いくらなんでも、酷すぎる。

「ピンポンダッシュされたり、玄関先にエロ本がおかれていたりするんだ。僕が悶もん絶ぜつするさまを見て楽しんでいるんだろう」

「ゆ、許せねぇ」

「玄関ドアをあけるたび『またエロ本があるんじゃないか』と、期待と不安が入り交じるんだ……」

「そこは入り交じるなよ……」

　ため息をつく刀夜。

　その隣で氷華が、桃をナイフで剝むきながら、

「この屋敷の住所もネットに晒されてるよ。去年なんか私のファンが大量に押し寄せて、敷地内に入ってきたこともある」

「え、ホントに!?」

「うん。でも無礼なファン百人を氷漬けにして、門前にオブジェのように並べておいたら誰も来なくなったねぇ」

　恐ろしい手法だ。プルと一ひ二ふ三みは抱き合い、震え上がっている。

（だけど、効果的な手段ではあるな）

　光こう王おう院いんが、酷いイタズラをした奴やつをボコボコにすれば、それを恐れて直接的な嫌がらせはなくなるはず。

　それを提案すると、光王院は首を横に振り、

「僕が邪じや龍りゆう王を封じたのは、無力な民を守るため。その民を傷つけることはできないよ」

　誇り高い言葉に、皆は深く感動した。

　氷ひよう華かにいたっては涙を浮かべ、

「り、立派だよぉ光王院君！　桃むいたから食べて食べてっ」

「ありがとうございます」

「あ、手についた果汁がもったいない。ぺろぺろ……」

「ぐぁぁぁあああああああ!?」

　色々と台無しだった。

　その後は光王院も交まじえて、皆で鍛錬をする。

　邪龍王さえ暴走しなければ彼の剣さばきは凄すさまじく、刀とう夜やのいい相手になってくれた。

　そんな風に過ごすうちに、夕食の時間になり……

　リベリオンズも氷華のチームも試合は明日。勝利を願い、居間では決起集会が始まった。これが終わってから光王院は帰宅するらしい。

　テーブルの上には、氷華が作ったボルシチ、ピロシキ、ビーフストロガノフ、ロシアンティーが並ぶ。どれも美お味いしそうだが……

（なんで全品、ロシア料理？）

　刀夜はプルと、怪け訝げんな顔を向けあった。

　ちゃぶ台に向かって座る氷華もおかしい。いつものフリル付カチューシャではなく、円えん筒とう形けいをした毛皮の帽子──コサック帽をかぶっているのだ。

「私、みなサンに大事な話があるでーす」

　何な故ぜか突然、カタコトの敬語で話しはじめた。

　そして藍玉アクアマリンの瞳ひとみで皆を見回し、

「私、実はロシア人でーす」

「どうしたの突然!?」

　義ぎ姉しの奇行は今に始まったことではないが、今回のは全く意味が分からない。

　プルが黒曜石の瞳を見開いて、

「え、氷華さん、ロシアの方だったのですか!?　ではこれからロシア語で話した方が……」

「違う違う。今まで普通にしゃべってただろ!?」

　というかプルは、ロシア語が話せるらしい。相変わらずのハイスペックだ。

　氷ひよう華かが銀髪をかきあげながら、

「私、考えたでーす。氷系といえば、ロシア人でーす。だから私、ロシア人になりまーす」

　確かに漫画やラノベの氷系キャラは、ロシア出身が多い。

「だから名前も、ヒョーカスタシアにしまーす」

「ア、アナスタシア的な感じで……？」

「その通りでーす。トウヤチョフ」

「刀とう夜やチョフ!?」

　確かに『チョフ』や『スキー』等をつけるとロシア人っぽいが。

　光こう王おう院いんがひきつった笑みを浮かべ、

「は、ははは。生徒会長ってお茶ちや目めな人だったんだね」

「人には様々な一面がありまーす。ハルトスキー」

「晴はる斗と好き？　そ、そんな。生徒会長が僕を……ぐぁあああああああぁああ!?」

　元英雄が股こ間かんを押さえ、のたうちまわる。

　慣れたのかプルは気にもとめず、スマホを氷華に向けた。アプリで観測するのだろう。

「プル、姉さんの氷系シンクロ値はいくら？　ふだん家では20そこそこなんだけど」

「ええと、今は31ですね」

「マジで!?　これで強くなれんの!?」












　ここまで浅い、ロシアっぽさで強くなれるとは。

　そういえば昨日の夜、氷ひよう華かが『ラノベ読んでたら、氷系異能者として更に強くなれる方法ひらめいちゃった』と言っていた。それはこの事だったのだろう。

　一ひ二ふ三みがピロシキを口いっぱいに頰ほおばりながら、

「でもロシア料理、凄すごくおいしいデス！」

「スパシーバありがとう一二三。これが本場の味。マーマお母さんから教わった味でーす」

　調理する時、思いきりクックパットを見ていたが。

「マーマと過ごしたロシアのこと、今でも思い出しマース……シベリアの寒さ。針葉樹林のとがった葉っぱ。結けつ露ろしまくる窓」

　氷華が遠くを見て、雑にも程がある回想に浸ひたる。

　義ぎ姉しが人種を詐さ称しようするのは戸惑いの方が大きいが、借金を返すまでの辛抱だ。

　仕方ないと刀とう夜やは受け入れ、ロシアンティーを手にとる。

「よし、ではリベリオンズと姉さんのチームの勝利を祈って乾杯しよう！」

「わかりまーした」

　氷華、プル、一二三、そして光王院も股こ間かんを抑えながらカップをとる。

　刀夜はカップを掲げ、高らかに叫んだ。




「ウラ──────!!」

　氷華が藍玉アクアマリンの瞳ひとみをパチクリさせて、

「トウヤチョフ。『ウラー』ってなんでーすか？」

「ロシア語で、万歳って意味だよ!?」

　ウラーすら知らずに、よくロシア人を名乗れたものだ。

「「「「「ウラ──────！」」」」」

　皆は改めて乾杯し、明日の勝利を願ったのだった。
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　そして翌日の三回戦。

　刀夜たちリベリオンズは、三千世界の沖合に設置された特設のバトルフィールドの上にいた。

　長さ１２０メートル、幅50メートルほどのメガフロート（人工島）である。

　これはもともと海上空港にするために建造されたものらしい。学園長が無む理り矢や理り買い取り、タグボートで曳えい航こうしてきたという。

「す、すごい設備ですね刀夜君」

「この試合のために、ここまでするとはな」

　刀とう夜やはプルと顔を近づけ、ささやきあった。

　この試合では全選手の体に小型マイクが付けられている。声を拾われると、あたりに響ひびき渡ってしまうのだ。

　現代の異能者同士の戦いでは、会話で相手のシンクロ値を下げるのが常じよう套とう手しゆ段だん。

　今回の試合でマイクをつける理由は、会場が広大なので肉声では敵まで届かないからである。

「ちなみにこのメガフロート、約十億円だそうです」

「相変わらず、湯水のように金を使うなあ……」

　刀夜は嘆息しながら、周りを見回す。

　むろん海ばかりだが、五キロほど南には三千世界の港湾地帯が見える。

　以前《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりと訪れた場所だ。建設中止となった高さ三百メートルのビル『グランドヒルズ明みよう神じん』の姿ももちろん確認できる。

　刀夜たちの上空には『煉れん獄ごく学園放送部』とペイントされたヘリコプターが旋回していた。

　そこから、もうおなじみとなった兔と丸まるの声が聞こえてくる。

『さあベスト16注目カードの一つ、リベリオンズＶＳ大和やまとチーム！　特別ルールにより、海の上の特設バトルフィールドでの戦いとなります。なお恐縮ですが、私はこの試合で審判も勤めさせていただきます。公平なジャッジをお約束いたします』

『ハイどうも、解説の亀かめ山やまだべ。この試合の特別ルールについて説明すると──〝リングアウトがねえ〟ことだ。これはまあ、大和がバトルフィールドに乗れないからある意味仕方ねぇんだが……』

『リベリオンズにとっては非常に不利ですね。勝つためには、〝不ふ沈ちん艦かん〟と謳うたわれた大和を倒すしかありません』

『んだな。おっ！　大和がきたべ！』

　水平線の向こうに大和の姿が見えた。

　その巨大さ、壮麗さ……まるで海に浮かぶ城だ。アレと生身で戦うなど、今更ながら正気の沙さ汰たではない。

　刀夜は右目を三度まばたきし、アプリで大和を計測した。




特殊（大和）系　Ｓ級異能者

シンクロ値　１００




　大和めぐるは、あんな超ちよう弩ど級きゆう戦艦を具現化しているのだ。規格外にも程がある異能者である。

　刀とう夜やの手を、そっとプルが握ってきた。大和やまとの偉い容ように気け圧おされたか体温が冷たい。

「プル、大丈夫だ。どう戦うべきかは義と父うさんが教えてくれた」

「刀夜君のお義父様が……机に入っていた本のことですね」

　刀夜はうなずく。あれを遺のこしてくれた義ぎ父ふも、天国から戦いを見守っているはず。

　戦艦大和の中央には、高さ50メートルほどの艦かん橋きようがそびえ立っている。

　上部に防弾ガラス張りの防空指揮所があり、そこに天てん堂どう恋こい九く郎ろうの姿が見えた。

　固有異能を持たない炎系Ｂ級異能者。大和に比べればどうという事ない敵ではあるが……

（天堂をどうするかで、この試合は決まる）

　心中で呟つぶやいた時、兔と丸まるの声が響ひびきわたった。

『さあいよいよ試合開始です！　異種格闘技どころではない、人と戦艦のぶつかりあい。刮かつ目もくして見ましょう──』




『リベリオンズＶＳ大和チーム。レディ・ファイトっ!!』




　その声も消えぬうちから、大和の主砲46サンチ砲が火を噴いた。

　打ち上げ花火のような音と共に、巨大な砲弾が飛来し──メガフロートを貫通する。

　その衝撃で、刀夜たちは大きく空中へ跳ねあげられた。

　メガフロートは、内部の空洞部分に浸水して一気に沈んでいく。

『なんとぉ───大和選手が一撃でバトルフィールドを破壊ッ！　十億円が一瞬で海の藻も屑くずッ　リベリオンズは海に投げ出され……』

『いや、違うべ。空だべよ！』

　亀かめ山やまの解説どおり、リベリオンズは空中にいた。

　刀夜はホバリングする一ひ二ふ三みの胴に両足をからめ、右手には抜き身の愛刀を握っている。そして左手ではプルの腰を抱いていた。

　彼の首にはプルが手を回し、体を安定させている。

　見下ろせば、大和の途方もない大きさがよくわかる。大おお海うな原ばらを威風堂々と遊ゆう弋よくし、大小無数の大砲や機銃が不気味に黒光りしていた。

　かつての大日本帝国が、国家の存亡をかけて造った史上最大の戦艦……！

（こ……これと戦うのかよ……）

　冷や汗が伝う頰ほおを、海風が撫なでる。

　だがいかに敵が強大だろうと、氷ひよう華かを救うため勝つしかないのだ。

『さあ亀山さん、リベリオンズはどうすべきでしょう』

『とにかく近接攻撃だぁ。大和は巨大戦艦であるぶん小回りが利かねえ。太平洋戦争においても、大和やまとは米軍の航空爆撃により撃沈させられたからのぅ』

　すでにもう、武術大会の校内予選の解説ではない。

『だげどよぉ、大和の装甲は二トン爆弾の投下にも耐えるといわれていたべ。リベリオンズはこれをどう破る。一ひ二ふ三みの火力か、灰はい咲ざきのレイズか……見逃せない戦いだべっ！』

　亀かめ山やまの声に、珍しく熱がこもっていた。

　艦かん橋きようにある防空指揮所を見れば、天てん堂どうが双眼鏡で刀とう夜やたちを観察している。

『大和、対空戦闘、用ォォオオオ─────意ッ！』

　各人に取り付けられたマイクにより、あたりに天堂の声が響ひびきわたる。

『敵・リベリオンズ、左45度！　仰ぎよう角かく60度！』

『了解、恋こい九く郎ろう君！』

　応じる大和の声とともに、甲板に無数に設置されている機銃が一いつ斉せいに動き出した。

　それらが全すべて、刀夜たちへ銃口を向け──

『撃てぇっ！』

　天堂の指示で猛烈な射撃が始まった。おびただしい数の弾丸が空気を斬きり裂き、リベリオンズへ殺到する。

「マスター、刀夜！　しっかり摑つかまっていてくだサイ！」

　一二三が足裏とパワードスーツから炎を放ち、高速移動を開始した。

　弾丸の嵐の中を機動しながら、巨大な銃を具現化する。

　そして銃口に、漣気エーテルを収束させ──

「くらいなサイ《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》！」

　極ごく太ぶとのビームを射出し、大和の甲板をなぎはらった。

「やった……のでしょうか？」

　戦果を期待するプルに、刀夜は首を横に振った。

「いや、大して効いてない」

　甲板の一部が燃え上がり、いくつか機銃が爆発している。

　だがそれは、大和という巨艦にとってかすり傷だろう。

　今の大和を、一二三の火力で沈没させるのは不可能だ。

（大和に直接乗り込むのも難しい）

　あの機銃掃そう射しやは強力だ。無理に近づけばダメージを受けてしまう。

（『八ヤ咫タ烏ガラス』を使えば、俺だけ天堂の所へテレポートできるが……）

　天堂と初めて会った時に触っているから、発動条件は満たしている。

　だが刀を持っていけないので、攻撃力はガタ落ち。

『レイズ』を使えば天堂は倒せるかもしれない。だが一番やっかいな大和を沈めるのは無理だろう。

　ならば……

　刀とう夜やは一ひ二ふ三みの肩をたたき、指示を出した。

「一二三、プランＢだ！」

　自称ロボ幼女が頷うなずき、後退をはじめた。

『あっ！　リベリオンズが大和やまとから距離をとります！』

『これは悪あく手しゆだべ。大和の主砲の射程は42キロメートル……一方的に攻撃されちまうべよ』

　亀かめ山やまの言う通り、46サンチ砲が回かい頭とうしてリベリオンズに砲口を向けてくる。

　耳をつんざく爆音とともに、砲弾を射出した。

　砲弾の重さは、約１４６０キログラム……それが音速を超えた速度で飛んでくるのだ。

　海に落ちると、水しぶきが数十メートルの高さまで舞い上がる。

　直撃すれば、漣気エーテルで守られた異能者でもひとたまりもない。先日猿さる田た川がわが一撃でやられた砲弾でさえ、副砲によるものだったのだ。

　プルが、刀夜の首に回した手を強めてくる。悲鳴をこらえているのか、唇くちびるはきゅっと結ばれていた。

　刀夜は強く抱き返し、マイクに拾われないよう囁ささやく。

「大丈夫。そうそう当たるもんじゃない……万一そうなっても、俺が君たちを守る」

　逃げ続けるリベリオンズを、天てん堂どうが双眼鏡で観察しながら、

『逃がすな大和！　取とり舵かじ30度！　そのあと全速前進！』

『了解！　とぉぉぉ────りかじぃ!!』

　大和の速度は27ノット……時速50キロ程度。

　一二三の飛ぶ速さには及ばないため、どんどん引き離すことができる。

　だが主砲の射程からは、とても逃れられるものではない。

　砲弾が当たる可能性は低い。しかし一撃必殺の武器が常に向けられる恐怖はかなりのものだ。刀夜は少女二人を励ましながら逃げ続けた。

　そして刀夜たちは──陸地へ到達した。

　学園長に買い上げられゴーストタウンと化した、港湾地帯だ。

　ここは封鎖されており、人は一人もいない。

　大和は全く砲撃をゆるめず、廃工場も道路も瓦が礫れきに変えてゆく。あたりはもう戦せん場じようのような有様だ。

　さすがの一二三も、極度の緊張と疲労から首筋に汗が浮かんでいる。

「一二三、もう少しだ。あそこまで飛んでくれ！」

　そしてリベリオンズは、刀夜が示した廃ビルの前で停止した。

　その瞬間、天堂が悲鳴混じりの声で叫ぶ。

『う、撃ち方やめ！　やめェ！』

　……そして試合開始から初めて、静寂がおとずれた。

　ヘリで港湾地帯まで来ていた兔と丸まるが、訝いぶかしげに叫ぶ。

『や、大和やまと選手の砲撃が止まりました！　建物を破壊するのを恐れたのでしょうか？」

『それは違うべな……だって、リベリオンズがあそこに陣取るまでは撃ちまくってたべよ』

（やはり天てん堂どうは……！）

　刀とう夜やはニヤリと笑い、読みが的中したことを確信する。

　ここからが、逆襲のはじまりだ。

　口調を『悪役ヒール』モードに切り替え、高らかに命令を下す。

「我が策は成れりッ！　一ひ二ふ三み、攻撃の準備をせよ！」

「でも、ここからでは大和に届きませン！」

「狙うのは大和ではない……」

　顎あごで、後ろの巨大な廃ビルを指し示す。

「この『グランドヒルズ明みよう神じん』だッ！」

　すると、天堂が必死な口調で懇こん願がんしてくる。

「や、やめろ。やめてくれッ！　そのビルを壊さないでくれ!!」

　ふん、と刀夜は鼻で嗤わらった。

「やはりな。天堂恋こい九く郎ろう、貴様は兵器オタクではない──」

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリの剣先を、まっすぐに天堂に向ける。

「巨大建造物性愛者マクロフイリアなのだッ!!」

「マ……マクロフィリア？」

　赤い瞳ひとみを瞬しばたたかせるプルに、刀夜は目を向け、

「わかりやすく言うと『巨大建造物に性的な興奮を覚える奴やつ』のことだ」

「??」

　わかりやすく言ったものの、プルの困惑はさらに深まっているようだ。

「途と轍てつもない少数派の性癖だ。だがエッフェル塔と結婚したエリカ・トゥーエッフェル、観覧車と結婚したリンダ・ダッチャームという人が歴史上に実在する」

「は、はぁ……でもなぜ、天堂さんがその性癖だと断言できるのです？」

《虚こ空くう剣けん帝てい》は、流れるように根拠を挙げていく。

　先日この港湾地区を訪れた際──天堂がこの『グランドヒルズ明神』に寄り添うように、全裸で寝ていたこと。

　声をかけると『僕と彼女の時間をじゃまするな』と激怒されたこと。

　天堂が大和めぐるに告白された際『戦艦大和に変身できたらつき合う』という珍妙な条件を出したこと。

　彼は大和やまとに「きれいだよ」と言っていたが、そのとき彼女は人間状態ではなく戦艦の姿だったこと……

　これらの要素から、天てん堂どうが巨大建造物性愛者マクロフイリアと推察したのである。

　説明が終わると、天堂が『ふふふ』と自虐的に笑い、

『……僕の性癖を見破るとはね。さすがだよ、灰はい咲ざき刀とう夜や』

「誉ほめ言葉として受け取っておこう」

「誉め言葉として!?」

　プルが素すっ頓とん狂きような声をあげた。ドン引きしているのか、刀夜に抱きつく手が弱まっている。

　その時──黙って話を聞いていた超ちよう弩ど級きゆう戦艦が、おずおずと言った。

『恋こい九く郎ろう君……やっぱり、私以外の巨大建造物に未練があるの？』

『……ごめん』

　大和が『ブォオオ!!』と汽き笛てきを甲かん高だかく鳴らした。

　イヤイヤをするように、主砲が左右に回かい頭とうしている。相当ショックを受けているようだ。

「なんデスか。あの前衛的な痴ち話わ喧げん嘩かは……」

　一ひ二ふ三みが呆あきれた声を漏らす。

『ごめん、めぐる。僕はたった一つの巨大建造物じゃ、満足できない男なんだ……』

『じゃあ、あの『グランドヒルズ明みよう神じん』とかいう、雌メスビルが本命なの!?』

（雌ビルて）

　刀夜は心中で呟つぶやく。ヘリにいる兔と丸まると亀かめ山やまは、仕事も忘れてひたすらに絶句していた。

『違うんだ、めぐる。僕が一番好きなのは……」

　天堂は両手を広げ、全世界へ届けとばかりに咆ほう哮こうする。

『万里の長城なんだよ!!　あの世界最大の建造物と、結婚したいんだ！』

　プルが涙目になり、恐怖で裏返った声で、

「ば、万里の長城と結婚!?　もうわたくし、意味がわかりません!!」

　刀夜はゆっくり首を振り、諭さとすように言った。

「いや、世の中にはベルリンの壁と結婚した女性もいる。同じ壁である、万里の長城と結婚したい奴やつがいても不思議ではない」

　スウェーデン人の巨大建造物性愛者、エクレフ・ベルリーナ・マウアーという女性は、１９７９年にベルリンの壁と結婚している。『ベルリーナ・マウアー』という名字は、ドイツ語で『ベルリンの壁』という意味だ。

　彼女は東西ドイツ統合でベルリンの壁が砕かれたとき──『夫』の死に涙したという。

「そ、そうなのですか……」

　歴史に翻ほん弄ろうされた悲ひ恋れんに、プルが悲しげにうつむく。

　だがすぐ我に返り、バッとこちらを見てきた。

「いえ、不思議ですよ!?」

　いちいち不思議がっていては、変態の巣そう窟くつである煉れん獄ごく学園では生きていけないのだ。

　天てん堂どうと大和やまとの修羅場は、まだ続いている。

『恋こい九く郎ろう君、私は万里の長城の代わりだったの!?　酷すぎるよ!!』

『ごめん。わかってくれ、めぐる……』

『わかんないよッ！　わかんないから……私より大きな建造物はみんな壊してやるッ！　そしたら恋九郎君は、私だけを好きになるもん!!』

　超ちよう弩ど級きゆう戦艦がヤンデレ化したようだ。

　そして主砲がリベリオンズへ──いや、グランドヒルズ明みよう神じんに向けられる。

『死んじゃえ！　恋九郎君をたぶらかす雌メスビルッ』

『よ、よせっ！　あのビルはお前より大きい建造物なんだぞ！』

『!!』

　言ってはいけないことを言ってしまった。

『ふふ、ふふふ……壊れろ、壊れちゃぇええええ』

　大和の主砲・46サンチ砲が火を噴いた。

　一ひ二ふ三みが空中を移動して回避したのち──砲弾はグランドヒルズ明神を直撃。

『グランドヒルズ明神──────』

　天堂が、愛するモノの名を叫ぶ。

　砲弾に貫かれても、雌ビルはしばらく形を保っていたが……

　やがて積み木のように一気に崩落していく。

　大量の黒煙が舞い上がり、リベリオンズは高々と飛んで退避した。

　愛するモノを失った天堂が、絶望の声をあげた。

『う、うわぁあああぁあぁああ───っ!?　な、なんて事するんだ、めぐる！』

『うるさいッ！　次は東京スカイツリーを壊してやるッ！　そしていずれは、万里の長城も……私より大きい建造物は、みんな壊すんだッ！』

　狂乱しながら、むやみやたらに主砲を打ちまくっている。大和チームのコンビネーションは、完全に崩壊していた。

　そのさまに、刀とう夜やは背を反らして嘲ちよう笑しようをあげる。

　漆黒のダメージコートが、悪魔の翼のようになびいていた。

「フハハハハハハハ!!　脆もろいものだなぁ!!　貴様らの愛など、この《虚こ空くう剣けん帝てい》の前では紙かみ屑くず同然よ!!」

　体内から一気に漣気エーテルが湧きあがってくる。『魔王っぽい振る舞い』により、闇系シンクロ値が高まっているのだ。

（それに、大和やまとは自分が戦艦であることに意味を失いかけている）

　天てん堂どうの恋人になりたくて、戦艦大和になったのに……彼が本当に愛しているのは、万里の長城だったのだから。

　刀とう夜やは微み塵じんも手を緩ゆるめず、無慈悲な追い打ちをかける。

「大和よ！　いくら貴様の主砲でも万里の長城は壊せん。何な故ぜならあのメス長城は、全長２４００キロメートルもあるのだからなぁ!!」

『そ、そんな。戦艦大和になっても、意味なんかなかった……私、バカみたい……』

　刀夜はまばたきし、異能観測アプリで大和を計測した。




特殊（大和）系　Ｓ級異能者

シンクロ値　50




　シンクロ値が試合開始時から半減している。対して刀夜のそれは充分に高い……

　全すべては《虚こ空くう剣けん帝てい》の、シナリオ通り！

「よし、この隙すきをつくぞ！　今の大和は装甲も、攻撃力も弱まっているはずだっ！」

「了解！　リベリオンズ、ＧゴＯーッ!!」

　一ひ二ふ三みが足裏から火を噴き、全速でとびだした。

　港湾地帯を越え、再び海上へ出て、大和を眼下におさめる。

　対空機銃が再びリベリオンズへ向けられるが、その動きは緩かん慢まんだ。大和のシンクロ値が下がっている上に、天堂の指示がなくなったためだろう。

「一二三、攻撃の必要はない。防御と回避に集中し、大和に乗りこめ！」

「ＹＥＳイエス！」

　対空機銃の弾速も落ちているため、一二三は余裕をもってかわしている。

（これならいける）

　刀夜が勝利を確信しかけたとき……

　大和の主砲が、リベリオンズへ向けられた。

「うっ!?」

　大和にとって苦し紛れの動きだったのだろう。

　だが奇跡的に、ピッタリと狙いを定めていた。

（これは当たる）

　刀夜の本能が、そう告げている。

　大和のシンクロ値は下がっているが、この至近距離で主砲が直撃すれば……死は免まぬがれない。

「プル、ちょっと行ってくる！」

「えっ!?」

　刀とう夜やはプルを一ひ二ふ三みに摑つかまらせ、空中へ跳んだ。

　そして次の瞬間──主砲が火を噴いた。

　重さ１４６０キロの砲弾が、音速を超えた早さでリベリオンズへ飛んでくる。

　刀夜は漣気エーテルを一気に噴ふん出しゆつさせた。全身が闇色に輝き、身体能力が爆発的に高まる。

　そして独こ楽まのように回転しながら、剣先を砲弾に突き刺し──

　振り抜いた。

（灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう奥義ッ！　《帚ほうき星ぼし流る転てん翔しよう》！）

　すると……砲弾は大きく軌道を変え、まっすぐ大空へ飛んでいった。

『ここで灰咲選手のレイズ炸さく裂れつッ！　なんと……なんと、大和やまとの主砲から超至近距離で放たれた砲弾を、刀で受け流してしまいましたッ!!』

『あ、ありえねぇべ……!!』

　落下する刀夜を、飛んできた一二三がキャッチしてくれた。

　再び背中にまたがると、プルが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめてくる。

「言ったろ？　主砲が飛んできても君たちを守るって」

「……!!　は、はい……！」

　強く首筋にすがりついてきた。落ちないためというより、恋人に抱きつくかのようだ。

　そしてついにリベリオンズは、大和の甲板上にたどり着いた。

　中央の艦かん橋きように入り、階段をかけあがり……

　防空指揮所の扉を、一二三が《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》で撃ちやぶる。

　中には天てん堂どう恋こい九く郎ろうがいた。ガラスに背をつけ、冷や汗を浮かべながら、

「こ、こんなはずでは……」

「フハハハハ降伏しろ。俺様の軍門に下るがいい!!」

　刀夜は凶悪な笑みを浮かべ、刀で己おのれの肩をたたく。

　対する天堂は歯を食いしばり、両手に炎を具現化させた。

「まだだ!!　まだ諦あきらめない。僕には暗黒狂宴サバトで優勝し、叶かなえたい願いがあるんだ！」

　その瞳ひとみには、信念へ殉じゆんずる強い覚悟がある。

「願いだと？　天堂よ、それは一体？」

「聞きたいか。では教えてやろう」

「貴様は『たった一つの巨大建造物じゃ満足できない』とかホザいてたからな。願いは『色々な巨大建造物と結婚できるよう法律変えたい』とかだろ──撃て、一二三」

「天才かお前!?　確かにそうだけど……そうだけどォオオオ!!」

　一二三が極ごく太ぶとのビームをぶっ放した。

　天堂に直撃し、ガラスを破って吹っ飛んでいく。海へ落ちて盛大な水しぶきがあがった。

　それを刀とう夜やは無表情で見送ったあと、壁をコンコン叩たたく。

「おーい大和やまと。まだやるか？」

『いいえ……もう私に、戦う気力はありません』

　ヤンデレていた時の狂気は消え、疲れ果てたような声で、

『恋こい九く郎ろう君──いえ、あの浮気男の本性を気づかせてくれてありがとうございました。私は、ギブアップします』

　それを受け、今日は審判も務めている兔と丸まるが叫んだ。

『リベリオンズの勝──────利!!　位い階かい６位、大和めぐる擁ようする大和チームを破りました！』

『い、胃もたれしそうな戦いだったべ』

　亀かめ山やまの、深い深いため息が聞こえたあと、

『んでは兔丸よぉ、試合の見所を振り返ってみるべか』

『はい』

『何といっても《虚こ空くう剣けん帝てい》がビルを人質にして、大和チームの仲間割れを狙ったシーンだな』

『頭が沸いてるような見所ですね……』

『まあそうだが、灰はい咲ざきはこの行動で大和のシンクロ値を激減させ、勝利に導いた。猛攻をかわしつづけた一ひ二ふ三みも見事だったべ』

　その解説に、紅ぐ蓮れんの髪の少女が表情を曇くもらせる。

「ごめんなさい……わたくし何もできませんでした」

「大和は鉄のカタマリだもの。炎系のプルとは相性が悪すぎたんだよ」

　刀夜が耳打ちすると、プルは大きく頭を振った。

　豊かな胸に手を当て、真剣なまなざしで見上げてくる。

「また足出まといになるのはイヤです。わたくしを異能者としてみっちり鍛えてくださいませんか」

　プルも灰咲家に来てから鍛錬に参加しているが、それだけではこれからの戦いで通用しないかもしれない。

「……わかった。でも今は、とりあえず甲板に行こう」

　刀夜たちは胸に取り付けられたマイクを外し、防空指揮所を出た。

　大和のシンクロ値は『27』まで下がっており、戦艦の姿でいるのが精一杯のようだ。足裏から伝わってくる感覚が柔らかくなりはじめている。

（でも疲れたし、少しだけ休ませてもらうか）

　甲板へ降りると、火ほ照てった体を海風が心地よく撫なでていく。

「でも、さすがデスね刀夜。『巨大建造物性愛者マクロフイリア』なんて性癖を知っていたトハ」

　賛辞とは裏腹に、一ひ二ふ三みはプルを守るように両手を広げた。完全に変態と見なされたようだ。

「私の目に狂いはありませんでシタ」

「お前、どんな目で俺を見てたんだ……言っとくが知ったのはつい最近だぞ」

　刀とう夜やは黒髪をかきつつ、紅ぐ蓮れんの髪の少女に目を向ける。

「一昨日おとといの夜、書庫で大和やまとについて調べたよね。そのとき義と父うさんの机で見つけた本に書いてあったんだ」

「あ、あの本に……？」

「そこには『巨大建造物性愛者マクロフイリア』をはじめとした、ありとあらゆる性癖が網もう羅らしてあったのさ」

「そんな本を抱きしめ、号泣していたのですか!?」

　天国の義ぎ父ふが刀夜を勝たせるため、本のもとへ導いてくれた気がしたのだ──落ち着いて考えると、秘蔵の恥ずかしい本を見つけただけだろうが。

「帰ったら、仏前に報告しないとな」

「報告されても、お義父様も複雑だと思います……」

「いや、義か母あさんの仏前に」

「ただの告発です!?」

　刀夜はいたずらっ子のように笑い、青空を見上げた。

（でも、おかげで勝てたよ義父さん。ありがとう）

　心の中で礼を言った時……ローター音がこちらへ近づいてきた。

　音の方向を見ると、ヘリが大和の甲板へ縄ばしごを垂らしている。

　それを伝って、今日は審判も務めた兔と丸まる、それにカメラマンなどが降りてきた。

　兔丸が小走りで近づいてきて、緊張気味に名刺を差し出す。

「わ、私は放送部の兔丸うさぎと申します！　リベリオンズには注目していますので、何かご用があればいつでもご連絡ください」

　刀夜は無言で名刺を受け取る。そこには電話番号、メールアドレス等が記載されていた。

「これより皆さんに、勝利チームインタビューをさせていただきたいのですが」

『適当にあしらおう』と思った矢先、刀夜の腕時計型端末が振動した。

　画面を見れば、学園長からのメールである。

　嫌な予感を覚えつつ、仲間二人と顔を寄せあって読んだ。




『全力で『悪役ヒール』ギミックを守り、インタビューをこなせ。Ｐ．Ｓ．やらなければ出場権剝はく奪だつ』




　げんなりと顔を見合わせたが、指示に従う他ない。

　放送部員が数人がかりで、甲板にインタビューボードを設置しはじめた。

　サッカーの試合後などによく見られる、スポンサー企業が書かれたボードだ。大手ハンバーガーチェーン、マッグの名が書かれている。

　ボードの前に並んだリベリオンズへ、テレビカメラが向けられる。

　続いて兔と丸まるが、マイクを差し出してきた。

「リーダーの灰はい咲ざき刀とう夜や選手。勝利おめでとうございます」

「ふん、俺様にとっては通過点にすぎん。目指すはナンバーワンであり、それ以外はゴミだからな」

「だ、大胆な発言ですね……それでは、他チームの選手になにか一言あればどうぞ」

「そうだな──貴様らに、ある有名な言葉を教えてやる」

　刀夜はテレビカメラへ向けて、中指を突き立てた。

「『ナンバーワンにならなくていい。元々特別なオンリーワン』だ」

「あなた『ナンバーワン以外全部ゴミ』って言ったじゃないですか!?」

「そう。凡ぼん夫ぷどもはオンリーワンという欺ぎ瞞まんで自分を誤ご魔ま化かせ!!　俺様が手にするのはナンバーワンのみ！」

　プルを荒々しく抱きよせ、紅ぐ蓮れんの髪を指で弄もてあそぶ。

「その証あかしに、学年ナンバーワン美女の羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスは俺様のモノだ！　フハハハハハハ、フハハハハ────っ」

「そ、その通りです……わたくしの身も心も、偉大なる《虚こ空くう剣けん帝てい》様への供く物もつ」

　プルが長い足をからめ、吐息がかかるほどの距離で見つめてくる。醸かもし出される淫いん靡びな雰囲気に、兔丸が「はわわ」と頰ほおを染めた。

　続いては一ひ二ふ三みが虚うつろな目をして、壊れたようにガクガク痙けい攣れんしはじめる。

「ギギギ……ガガガガ……ト、ウヤ様、ハ、この世ヲ、闇に染めラれる、お方……」

　そして突然、我に返ったように動きを止めた。

　刀夜を悲しげに見上げてきて、

「刀夜サマ、もう私は人ヲ、傷つけたくナイのデス」

「何度言えばわかる、貴様は兵器!!　俺様が命ずるままに人を屠ほふる、役目はそれだけだ!!」

「ソンナ、誰か私を助ケ……ぐ、ぐあぁぁあああアアアっッ!!　刀夜サマ、もう私ヲ……浸食……しなイデ……」

　一二三が両膝ひざをつき、頭を抱えてうずくまる。

　それを見下ろし、刀夜は悪徳科学者っぽく嘲ちよう笑しようした。

「フハハハハハ!!　俺様が開発したウイルスに逆らえると思ったか!!」

　そして兔と丸まるの肢体に視線を這はわせ、嫌らしく舌なめずりする。

「さぁて……俺様の恐ろしさを、お前にも教えてやろう」

「ひぃっ！　ま、まさか私も、毒どく牙がにかけようと!?」

　兔丸が己おのれの体を抱きしめ、後ずさる。

　刀とう夜やは彼女へ手を伸ばし……それをいきなり方向転換して、インタビューボードを指さした。

「なぁ兔丸よ。これは何だ？」

「て、提供企業である、株式会社マッグ様のインタビューボードですが」

　そうだよなぁ、と刀夜は頷うなずいて、

「俺様が好きなのは、モズバーガーだ!!　あれは実に旨うまいぞ!!」

「提供企業以外の宣伝しないでくださーい！　ヘリにいる解説の亀かめ山やまさん、助けてくださーい！」

『灰はい咲ざき刀夜の言葉は胎たい教きように悪いから、ずっと耳をふさいでいたべ』

「仕事やれ!!」

　兔丸の苦悩の叫びが、海にこだました。




●




　煉れん獄ごく学園北側コロシアム。

　バトルフィールド中央の巨大モニターには、リベリオンズによる品性の欠片かけらもないインタビューが映し出されている。

　それを選手用通路から、苦々しい顔で見上げる少年がいた。

　武士のように髷まげを結い、小袖の上に赤い羽織を着ている。なにより特徴的なのは、首につけた蛇じや腹ばら状の襞ひだ襟えりだ。

　端整な顔を嫌悪で歪ゆがめ、

「は、灰咲刀夜。なんという下げ劣れつきわまりない男でしょう……！」

　先ほどの戦いぶりには、吐き気すら覚える。

『ビルを人質にとって、巨大建造物性愛者マクロフイリアと超ちよう弩ど級きゆう戦艦に痴ち話わ喧げん嘩かをさせて倒す』など、頭がおかしいとしか思えない。

　だが周りの反応は正反対だ。近くで試合を見ていた生徒が、興奮さめやらぬ様子で話し合う。

「灰咲、あいつヤベーよ！　やりたい放題だな!!」

「マジでイカれてるな。でも次はどんな戦いを見せてくれるんだろうな!?」

　彼らだけではない。あのおぞましい試合に、コロシアム全体が高揚している。

（やはりこの『三千世界』は、現代のソドムです）

　ソドムとは旧約聖書に登場する都市だ。あまりにも道徳が荒廃したため神に滅ぼされたという。

（同様に、この『三千世界』も滅亡させねばなりません）

　それが少年の──いや、彼が率いる組織『黄金の暁會ゴールデンドーン』の宿しゆく願がんであった。

　巨大モニターに視線を戻す。

　そこには馬鹿笑いする灰はい咲ざき、小さな絡から操くり人形。そして見み目め麗うるわしい紅ぐ蓮れんの髪の少女がいた。

（アウローラ。あなたの固有異能ならそれができます）

　彼女を確保するのは必須だが、もう一人『黄金の暁會』に引き入れたい者がいる。

　──光こう王おう院いん晴はる斗と。

　世界でも指折りの才能を持つ異能者だが、股こ間かんに邪じや龍りゆう王を封印しているため力が発揮できず、嘲ちよう笑しようの的となっている。

　彼は世界を救うため身を呈ていしたのに、あまりにも報われていない。

（光王院君もアウローラによる変革を願うはずです。必ずや味方に引き入れねば）

　決意を新たにしていると、選手用通路の奥から甲かん高だかい声が聞こえてきた。

「四し郎ろうちゃん、お待たせ☆」

　ヒラヒラした派手な服をまとう、小柄な少女が駆けてくる。

　少年のチームメイト煌きらめき坂ざかきらりだ。学業の傍かたわら『アイドル』という仕事をしているらしい。

「きらりさん、随分長い厠かわやでしたね」

「カワヤ？　トイレってこと？　も、私アイドルだから、そんな事しないんダゾ☆」

「!?」

　少年は目をむいた。この時代は驚く事が多いが、まさか排はい泄せつをしない人間までいたとは。

「そろそろ試合だね☆　氷ひよう華かちゃんはまだかな☆」

「え？　ああ……いま来られましたよ」

　もう一人のチームメイト、氷華がヒールブーツを鳴らして歩いてきた。

　きらりが笑顔を消し、山賊のような眼光を向ける。

「《絶ぜつ対たい零れい姫き》さんよぉ、随分遅いご登場ですねぇ？」

「……」

「もしやまたＣＭの撮影でも？　お忙しいことですなぁ」

　きらりは『アイドル』として全く売れてないらしい。それにひきかえ氷華は『ＣＭ』とやらで華々しく活躍している。

　きらりは嫉しつ妬とをむき出しにしながら、

「おぅ何とか言え《絶対零姫》さんよぉ。てめぇ、アタイをバカにしてんだろ？」

「ワターシ、そんなつもりアリマせーん」

「何な故ぜカタコト!?　やっぱバカにしてんだろ!?」

　地じ団たん太だを踏むきらりを無視し、氷ひよう華かは巨大モニターを見上げた。

　画面内ではまだ、刀とう夜やがアウローラを抱きよせている。

「むむむっ……」

　柳りゆう眉びをひそめる氷華を見ると、少年の心は痛んだ。

（弟の非道に心を痛めているのだな……主しゆよ。どうかこの女性に心の安らぎを）

　真しん摯しに祈る彼とは対照的に、きらりが嫌らしい笑みを浮かべて、

「あ～、あの世界最弱の異能者って《絶ぜつ対たい零れい姫き》様の弟さんなんだよね～☆」

「……」

「ゴミみたいな弟を持つと、不幸だよね」

　鋭するどい鞘さや鳴なりの音がした。

　氷華が軍刀サーベルを抜き放ち、その切っ先をきらりの喉のど元に当てている。

「わた──しの弟をゴミ？　貴方あなた、ウオッカでも飲んで酔っぱらってるんでーすか？」

「だ、だって、ゴミはゴミじゃん……」

「もう黙りなサーイ……」

　藍玉アクアマリンの瞳ひとみに殺意が宿り、溢れだした漣気エーテルで通路が凍りはじめる。

「これより貴様、半殺しにしまーす……」

　ひぃ、ときらりが悲鳴をあげた。彼女も位い階かい７位の強きよう者しやだが、１位の《絶対零姫》とは格が違いすぎる。

　足を滑らせながら少年の後ろに隠れて、

「四し郎ろうちゃん助けて！　氷華ちゃんが私を、半殺しにするって!!」

「主はこう仰おつしやられました。『右の頰ほおをぶたれたら、左の頰を差し出せ』と」

「全殺しされろと!?」

　少年は朗らかに笑い、視線を氷華に向ける。

「氷華さん、あなたはお優しい方だ。反はん目もくしあっている弟とはいえ、侮辱されれば怒るのですね」

「……ま、まあそうです。愚弟でも肉親ですから」

　氷華は虚をつかれたのか、普通の口調で応じる。

「きらりさんも悪気は無い──いや、有りましたが──許してあげてください」

「……わかりました。天あま草くささんがそう仰られるなら」

「ありがと～☆　四郎ちゃん☆」

　少年の名は、天草四郎時とき貞さだ。

　江戸時代前期に島原の乱を指導した男の転生者である。

　氷ひよう華かのチームに所属する、位い階かい３位の強きよう者しやであり──『黄金の暁會ゴールデンドーン』の総帥なのだ。






†四章　夢見る少女









　インタビューを終えた後、刀とう夜やとプルは一ひ二ふ三みに乗せられて戦艦大和やまとから飛び立った。

　港湾地帯の、廃工場が立ち並ぶ一角に着地する。

　一二三の背から降りると、刀夜は四よつん這ばいになってうなだれた。

「さ、さっきのインタビュー、やりすぎた気がする。ついテンションあがっちまって……」

「わたくしも、あんなに大胆に刀夜君に寄り添って」

　プルは真っ赤になり、人差し指の腹を唇くちびるに当てている。

　そんな年長者二人に幼女が追い打ちをかけた。

「まあインパクトはあったでしょうカラ、テレビや動画サイトで繰り返し流されることになるでしょうネ」

「「あぁぁ……」」

　二人で頭を抱えていると、刀夜の腕時計型端末が振動した。

　見れば、氷華からのメールである。

『私のチームも勝ったよ～。トー君とプルちゃんがイチャついてたから、腹いせに相手チーム全員を氷漬けにしたよ～

追伸：コミュニケーションに支障が生じるので、ロシア人はやめます』

　のんびりとした文面と裏腹に、情け容赦ない戦いぶりだったようだ。

　だがこれでリベリオンズ、氷ひよう華かのチーム共々ベスト８進出。

　ベスト16の試合は明日も行われ、明後日あさつては休養日。

　さらにその翌日がベスト８。

　本戦出場権を得るのは、決勝進出チームと三位決定戦に勝利したチーム。学内予選突破まで、もう少しだ。

（でもその時……プルと一ひ二ふ三みはどうするのかな）

　プルの目的は、厨ちゆう二にの巣そう窟くつである煉れん獄ごく学園を出ることだ。予選を突破すれば天文学的な単位がもらえるので、卒業の権利を得ることができる。

　つまりプルたちにとって、本戦はあまり意味がないのだ。

　まさか「ハイさようなら」とはならないだろうが、無理に二人を本戦で戦わせるのも心苦しい。

（そのうち、この件について話し合わなきゃいけないな）

　刀とう夜やはそう考えつつ、氷華へ勝利を祝うメールを打ちはじめる。

（……そうだ、光こう王おう院いんにもメールしとくか）

　昨日の練習につきあってくれた礼もあるが、精神的に不安定なようなので頻ひん繁ぱんに連絡をとった方がいいだろう。

　二通のメールを送り終えたとき、ダメージコートの裾すそを一二三が引っ張ってきた。

「潮風いっぱい浴びたノデ、早くお風呂入りたいデス」

「そうか、髪がゴワついちゃうもんな」

　一二三が首を横に振り、

「ＮノＯー。機械の体が錆さびたら、今後の戦いに支障をきたすからデス」

「そうか……まあお前、戦いどころか人生に支障をきたしていると思うが……」

　だが拗こじらせまくっているこの子のおかげで、暗黒狂宴サバトを戦えるのも事実。

　感謝を込めて頭を撫なでると、一二三が頰ほおを染めて微笑した。

　その姿にプルは目を細め、小さな親友の手をとる。

　そして三人が、屋敷へ向かって足を進めると……

　後ろから呼び止められた。

「少年、止まりなさいなの」

　振り返って見れば、見知らぬ女の子が立っていた。

　一二三と同じくらいの身長だが、胸はかなり大きい。

　ウェーブがかかった長い緑りよく髪はつを、素朴な花で飾っている。

　薄手のローブをまとい、手には木製の杖つえ。古代ケルト民族の祭さい司し『ドルイド』を思わせる少女だ。

　シンクロ値を高めるための格好だろう……つまりこの子も、異能者なのだ。

　刀とう夜やは右目を三度まばたきし、アプリで観測してみる。




土系　Ａ級異能者

シンクロ値　２００




（２００っ!?）

　途と轍てつもないシンクロ値だ。ただ者ではない。

　油断なく身構えながら、

「我らリベリオンズに何なに用ようだ？　試合後に疲れているところを襲おうとでも？」

　こちらの緊張とは裏腹に、少女は無表情のまま刀夜の後ろを杖つえで示す。

「いいえ、そこに花があるでしょう。『踏んじゃダメ』って言おうとしたの」

　背後を見ると、ひび割れたアスファルトからタンポポが生えていた。声をかけられなければ、気づかずに踏んでいたかもしれない。

　少女は長い髪を引きずって歩き、タンポポの側そばへ屈かがんだ。緑柱石エメラルドのような瞳ひとみを細め、優しく花を撫なでる。

「こんな小さな花だけど、かけがえのない命なの」

　一ひ二ふ三みが、珍しく緊張感に満ちた声で、

「植物への愛着、ソシテこの凄すさまじい漣気エーテル。貴方あなたはもしや……」

「一二三、コイツを知ってるのか？」

「ハイ。煉れん獄ごく学園位い階かい２位ッ！　《仇あだ花ばな》の二つ名を持つ、二年生の樹いつき樹じゆ花かデス！」

（この小柄な女の子が、煉獄学園で姉さんに次ぐ異能者……!?）

　警戒を強める刀夜を、樹が感情の窺うかがえない瞳で見上げてくる。

「灰はい咲ざき刀夜、先ほどの戦いはなかなかのもの。少しだけ誉ほめてあげる」

「ほう？」

「相手の性癖を看破する眼力、それを応用する発想力、それに大和やまとの砲弾を刀でそらした時はワクワクしたの。すごいのっ」

（思ったよりガッツリ誉められた！）

　樹は杖を小脇に抱え、両手の指を折りながら、

「よく見るとイケメン、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスのような美女をモノにしている、それに……」

「も、もういい」

　刀夜は思わず止めた。これ以上言われたら赤面してしまいそうだ。

　樹は素直にコクコク頷うなずき、

「では話題を変えるの。灰はい咲ざき刀とう夜や、貴方あなたは何のために戦うの？」

　賞金を獲得し、氷ひよう華かが借金のカタにとられることを避けるためだ。

　だが『悪役ヒール』なので、それを他人に言うことはできない。

　ゆえに顔の前で両手を交差させ、漣気エーテルを放出してコートをはためかせながら、

「フハハハハハハハ愚ぐ問もんだな。我が闇の力を愚民どもに見せつけ、世界に混こん沌とんをもたらすためだ！」

　我ながら意味不明だが『悪役』っぽくは見えるだろう。

　その回答に樹いつきが、悲しげに眉まゆをひそめた。

「……くだらない」

　まったくもってその通りだ。

　だが立場上怒るフリをし、樹の情報を集めるために問い返す。

「我が覇は道どうを下らぬだと!?　では樹よ、貴様の願いを聞かせてみろ！」

「植物を、守りたいの」

　あまりにも真っ当な願いに、刀夜は面食らった。

　天てん堂どう恋こい九く郎ろうの願い──複数の巨大建造物と結婚できるよう法律を変える──とは、次元が違いすぎる。

　樹は悲しみをたたえた瞳ひとみで、タンポポを見下ろした。

「知ってる？　この地球上で一分間にどれ程の森が失われているか」

　刀夜はプルに視線を移す。かつて全国模試で一位になった彼女ならわかるかもしれない。

　プルは口元に手を当てて黙もつ考こうし、

「たしか『東京ドーム二個分』ですね」

　刀夜は驚いた。たった一分間でそれほどの森が……

　樹は首しゆ肯こうし、焦燥と使命感に溢れる声で、

「恐ろしいスピードで森林破壊は進んでいる。だから私は暗黒狂宴サバトで優勝し『なんでも願いを叶かなえる権利』でその問題を解決するの」

　プルが両手を組み、赤い瞳を輝かせた。

「な、なんて素晴らしいっ!!　心が洗われるようです！」

　天堂という国こく士し無む双そうの変態と戦ったあとだけに、感慨ひとしおのようだ。

（でも確かに、樹さんの願いは素晴らしいな）

　もし刀夜が暗黒狂宴に参戦していなかったら、この人を応援したかもしれない。

　感動に浸ひたる刀夜の耳に、パタパタという羽音が聞こえてきた。

「……ん？」

　上空から数羽の鳩はとが舞い降りてきたのだ。

　樹の肩や腕にとまり、リラックスした様子で羽を休める。

「鳥たちにも、樹いつきさんの優しさがわかるのですね」

　プルが感嘆まじりに呟つぶやいた瞬間──

「《纒てん縛ばくの葡ぶ萄どう》」

　樹の両手から無数の蔓つるが飛び出し、全すべての鳩はとを絡からめとった。

　そのままギリギリと締め上げる。鳩は悲鳴をあげて暴れるが、すぐに動かなくなった。

　プルが震える指先を向けて、

「な、なぜハトを殺……あなたは自然が好きなのでは……？」

「『自然が好き』？　そんなこと樹じゆ花か、一言もいってないの」

　樹があどけなく首を傾かしげる。

　だが続いて発した言葉は、異常きわまりないものだった。

「私が好きなのは植物だけ。動物は肥やしの材料にすぎないから殺すの」

「!?」

　プルが蒼そう白はくになり、口に両手を当てた。

　樹はその反応を気にもとめず、蔓に絡まる死骸を見て微笑ほほえむ。

「最近暑いから、肥やしになるのも早いの……残念ながら愛欲に満ちた春は終わったけれど、それぞれの季節ごとにいい事があるの。私、幸せなの」

　刀とう夜やは仲間二人を守るように移動し、愛刀の柄えに手をかけながら、

「『愛欲に満ちた春』？　なんのことだ」

「春限定のイベント、花粉症に決まってるの」

　刀夜は目を瞬しばたたかせた。『花粉症』と『愛欲』の関係がわからない。

　樹は杖つえを抱きしめ、うっとりと空を見上げる。

「花粉とは要するに、木の子種──それを大量に放出し、毎日私にぶっかけてくださった。春は、夢のような季節だったの」

「「「…………」」」

　リベリオンズの面々は思わず体を寄せあった。

　こちらに危害を加える気はないようだが、違う意味で怖い。

（この人はいったい、何なんだ!?）

　戦せん慄りつする刀夜の脳裏に──義ぎ父ふの机で見つけた本の内容がよぎる。

　そこに、樹の言動を説明できる記述があった。

「き、貴様は……まさか……」

　狼ろう狽ばいも露あらわに、問いかける。

「『植物性愛者デンドロフイリア』なのかッ!?」

「貴方あなたはやはりご存じでなのデスね、刀夜サマ」

　知ってて当然という扱あつかいが気になるが、説明を開始する。

「うむ。植物性愛者デンドロフイリアとは『植物に性的興奮をおぼえる奴やつ』だ」

「な、なぜ立て続けに、そういう方と遭遇を……」

　プルが目眩めまいを起こしたようにふらついた。

「つまり樹いつきの圧倒的な土系シンクロ値は、植物への異様なまでの執着によるものだな」

「ええ、私は植物を愛しているの。性的な意味で」

　樹は両手を広げ、己おのれの目指す理想を語りはじめる。

「暗黒狂宴サバトで優勝したら『なんでも願いを叶かなえる権利』で植物のハーレムを作るの」

「ハーレム……？　馬鹿でかい植物園でも作ろうというのか？」

　だがそれでは、さっきの『森林破壊を止める』と繫つながらない。

「そうじゃないの」

　樹は地に膝ひざをつき、タンポポに頰ほおずりしながら、

「地球全体を、私の植物ハーレムにするの。地表を埋め尽くすほどに植物を増やして──人類をはじめとする生物はほとんど殺し、肥料にするの」

「変態のスケールがでかすぎる!?」

　かつて己の性的嗜し好こうのため、地球を作り替えようとする奴がいただろうか。

　学園長をも凌りよう駕がする変人だ。同じ空間にいると、魔界にでも迷い込んだような錯覚にとらわれる。

　その異様な雰囲気を、清せい冽れつな声が斬きり裂いた。

「樹じゆ花かよ、そのくらいにしておけ。彼らが驚いているではないか」

　ビルの陰から現れたのは、新聞をまとう凛り々りしい少女だ。

（《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじさん）

　以前に刀とう夜やが遭遇した、位い階かい５位の異能者。

　風見鶏は樹に歩み寄り、長い緑りよく髪はつをくしゃくしゃと搔かきながら、

「すまんなリベリオンズ。樹花は少し常識に欠けるところがあってな」

「常識って……し、新聞!?　えぇ!?」

　プルが尻しり餅もちをついた。あまりにも突っ込み所が大きいと、何も言えなくなるのだろう。

《失楽園》が鳶とび色いろの目を刀夜に向けてきて、

「やあ灰はい咲ざき。この前は世話になった」

「ふん、何のことか分からんな」

「お、奥ゆかしい奴だな。ますますお前が気になってしまう……」

　頰を染めて後ろ手になり、長い足をモジモジさせながら、

「こ、この間、あまりカルキくさくない水飲み場を見つけたんだ。今度一緒にどうかな」

　斬新なお誘いに困惑していると、今度は野太い声が聞こえてきた。

「僕もいるでござるよ。リベリオンズの諸君」

　廃工場の中から、でっぷり太った少年が現れた。指ぬきグローブをつけ、頭にバンダナを巻いている。

　その背後には、アニメ美少女の等身大フィギュアが浮遊している。どうやら漣気エーテルで浮かせているようだ。

　彼も相当の変態らしいが、巨大建造物性愛者マクロフイリア、植物性愛者デンドロフイリア、新聞をまとう女ときたので、比較的マシに思える。

　太った少年は一ひ二ふ三みを見るや、唾つばを飛ばして叫んだ。

「一二三タ───ン!!」

　どたどたと自称ロボ幼女へ駆け寄り、激しく息を荒げながら、

「初めまして僕、位い階かい９位の油あぶら谷たに琢たく三ぞうでござる！」

（９位!?　全然強そうに見えないが……）

　油谷は、血走った目で一二三の全身を見て、

「じ、自分で考えて動くロボなんて、僕、見たことないでござる!!　まるで人間みたいでござるよ!!」

（そりゃ人間だからな……）

　心中でごちる刀とう夜やをよそに、油谷は喚わめき続ける。

「一二三タン。さっきのインタビュー見たお！　灰はい咲ざきに操られてるなんて可哀かわい想そうすぎるお!!」

「ギギギ……ガガガ……私はモウ……人を殺したくナイ……」

「僕が君を救うお!!　おのれ灰咲」

　油谷が刀夜を睨にらみ付つけ、等身大フィギュアをミサイルのように向けてきた。

　戦闘を覚悟し、アプリで計測してみる。




特殊系（人形遣つかい系）　Ａ級異能者

シンクロ値　95




　系統名、油谷の様子からして、人形を操って戦う異能者なのだろうか。

　一触即発の二人の間に、風かざ見み鶏どりが割って入る。

「油谷、私闘はするな。我らが戦うべき舞台は暗黒狂宴サバトだぞ」

　そして刀夜を見て、誇らしげに微笑した。

「改めて紹介しよう。《仇あだ花ばな》樹いつき樹じゆ花か、《人でなしの恋》油谷琢三、それに私《失楽園ホームレス》風見鶏つむじ……この三人が樹チームだ。一応、君のお姉さんのチームに続く優勝候補と言われている」

「で、その優勝候補様が、俺たちに何の用だ？」

「害意はない。大和やまとチームとの試合を見て感嘆したから、挨あい拶さつを──」

　そう言いかけた風かざ見み鶏どりの新聞を、樹いつきが引っ張った。

「もう飽きたの。私、つむじと遊びに行きたいの」

「し、仕方のない奴やつだなぁ」

　言葉とは裏腹に、風見鶏の口元は緩ゆるんでいる。樹が可愛かわいくてたまらないようだ。

「よし樹じゆ花かよ、何をして遊ぼうか？」

「うん。つむじが高速移動してね、木をバサバサ揺らして、残った花粉を私にぶっかけてほしいの」

「よし、じゃあ山に行こう」

「わーい。私、優勝したら人類はほとんど殺して肥やしにするけど、つむじは生き残らせてあげるの！」

「ははは、それは嬉うれしいな。ではまたな、リベリオンズ」

　風見鶏は樹を肩車して、談笑しながら歩いていく。

「僕も行くでござる!!　マロンたんと撮影会するでござるよ!!　ねー、マロンたん！」

　油あぶら谷たにが等身大フィギュアに話しかけながら、二人を追いかけていった。あのフィギュアはマロンというらしい。












　刀とう夜やの全身から、冷や汗が吹き出てくる。寒気が止まらない。

「なんてチームだ。あんな恐ろしい奴やつらは見たことがない」

「戦ってる姿をまだ見ていませんが、もうすでに恐ろしいです……」

　震え上がっていると、風かざ見み鶏どりが体を反転させて声をかけてきた。

「そうだ灰はい咲ざき！　明日、私たちの試合があるんだ。見に来てくれたら嬉うれしいなっ」

　刀夜は表情を引き締めて頷うなずく。

「よかろう。貴様らの戦いぶり、とくと見せてもらうぞ」

「そうか、待ってるぞ！　ちなみに相手は児こ山やまチームだ！　さっきのリベリオンズの試合ほどじゃないが、ベスト16屈指の好カードと言われてるんだぞ！」

（児山──昨日会った、位い階かい11位の児山小こ太た郎ろうさんか）

　神社で鉄てつ棍こんを振っていた大男。

　刀夜から見ても相当の実力者だった。いくら樹いつきチームが強くても、なにもできず負けることはないはずだ。

　風見鶏が新聞紙がちぎれんばかりの勢いで、手を振ってくる。

「灰咲私がんばるからな」

「……ん？　あ、ああ」

　刀夜が生返事をした後、樹チームの面々は曲がり角にさしかかって見えなくなった。

　その瞬間。

　いきなり頰ほおを摘まれ、ぐいっと引っ張られた。

　見ればプルがジト目になり、唇くちびるをとがらせている。彼女がここまで不機嫌を露あらわにするのは珍しい。

「随分と、風見鶏さんと仲良しなんですね」

「な、なんで怒ってるの」

「えっ？」

「君が好きなのは『夢の人』なんだろ？」

　プルが我に返ったように、目を瞬しばたたいた。

　頰がみるみる赤くなり、うつむいてしまう。

「そ、そうです……けど」

「もう樹チームも行っちゃったし『俺の女』ってギミックを装よそおう必要もないじゃないか」

「……っ」

　プルが紅ぐ蓮れんの髪をひるがえし、背を向けてしまった。華きや奢しやな肩が可哀かわい想そうな程震えている。

　当惑して一ひ二ふ三みを見れば、主あるじへエールを送るように両こぶしを握りしめていた。ますますわからない。

　妙な空気の中、プルが呟つぶやいた。

「……樹いつきさんって凄すごいですね」

「え？　そうだね。確かにあの人の漣気エーテルは尋常じゃなかった」

　プルが首を横に振り、

「そうじゃないです。堂々と、好きなものを好きって言える勇気──尊敬します」

「そ、尊敬するのか……植物を性的に愛する人を」

「尊敬するのは、勇気の部分だけですっ」

　プルが振り返り、刀とう夜やの胸をぽかぽか叩たたいてきた。

　満面の笑顔だが、何ど処こかわざとらしい。何かを誤ご魔ま化かしているのが見え見えだ。

「まったくもう刀夜君は。ではそろそろ帰りましょう」

　プルは手を止め、やたらと早足で歩き始める。

　幼女がその背中を見て、深々と嘆息した。

「……マスター、ヘタレです」

「はうっ！」

　一人おいてけぼりの刀夜は、首をひねりながら黒髪を搔かくのだった。




●




　翌日の午後一時。

　樹チームＶＳ児こ山やまチームという好カードに、煉れん獄ごく学園北側コロシアムは満員。立ち見客すら出ていた。

『さあベスト16最後の試合。優勝候補ＮＯナンバー２、樹チームの登場です。ここまでは《仇あだ花ばな》樹樹じゆ花か選手の固有異能《植物具現化》により、楽勝に次ぐ楽勝！　その強さを遺憾なく発揮しています』

『んだな～。樹の凄さは、その性癖ゆえの土系シンクロ値の高さだぁ。植物を性的に愛することにかけては、他の追つい随ずいを許さねぇからな』

『まあ、誰も追随しないとは思いますが……」

　実況の兔と丸まるが苦笑いしつつ、

『しかも樹チームの残る二人も、位い階かい５位《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どり選手、９位《人でなしの恋》油あぶら谷たに選手と実力者ぞろいです』

『で、対するは児山チーム。位階11位の児山小こ太た郎ろうが率いる強豪だが……まあ、樹チームの圧倒的優位だべなぁ』

　そんな実況と解説が響ひびく中、リベリオンズは客席の最前列に陣取っていた。

　今までの非道な戦いぶりゆえか、周りに空席ができている。これなら刀夜が普通の口調で話しても、聞かれる心配はない。

　左隣に座るプルは、メガネと黒髪、制服姿だ。黒ニーソとスカートの間からのぞく、むちむちの太ふと股ももがまぶしい。

「刀とう夜や君も、樹いつきチームが優位とお思いですか？」

　脳裏に、神社で会った児こ山やまの姿がよみがえる。

　尋常ならざる棍こん術じゆつ、そして弟たちのため戦おうとする、高潔な魂……

「児山さんも強いからわからないよ。あの人は、俺のライバルになるかもしれない──俺の武人としてのカンが、そう告げているんだ」

　右側に座る一ひ二ふ三みが、疑わしげに見上げてきて、

「全く信用できないデス……それ、光こう王おう院いんの試合の時も言ってまシタもん」

「こ、今回は間違いねーよ！　俺の武人のカン、なめんなよ!?」

　幼女へ強がる刀夜だが、心には不安がよぎりはじめていた。

（いや……そうだよな？　光王院のときのような事はないよな？　頼むぞ児山さん!!）

　真剣に祈っていると、実況の兔と丸まるが声をあげた。

『さあ、いよいよ選手入場です。東側、青せい龍りゆうの門にご注目ください──児山チームの登場です！』

　刀夜は期待を込めて、青龍の門を見つめる。

　そこから身長二メートルを超える豪傑、児山がでてきた。

　古いにしえの武人のような精せい悍かんな顔立ち。その筋肉は巌いわおのようで、積み上げてきた鍛錬の過酷さがうかがえる。

　……ただし今は、赤ちゃんの格好をしていた。

　ベビー服を着て、口にはおしゃぶりをくわえ、ガラガラを握っている。

『児山選手は、赤ちゃん系異能者──〝赤ちゃんっぽい振る舞い〟でシンクロ値を上げているのです!!』

「畜生!!」

　刀夜は太股をたたいた。プルと一二三が優しく頭を撫なでてくれるが、それが逆に悔しい。

「でもさぁプル、光王院は絶対俺のライバルになるって！　あいつ邪じや龍りゆう王さえ暴走しなければ、滅め茶ちや苦く茶ちやスゲーんだから！」

「それ本人に伝えたら、喜ぶと思いますよ」

　笑顔で応じるプルだが、すぐにその美び貌ぼうは曇くもった。

「あ、いま連絡がつかないんでしたね……」

　昨日送ったメールには返信がなく、電話をかけても繫つながらない。

　やむなく氷ひよう華かに生徒会長権限で住所を調べてもらい、彼のアパートを訪ねたものの無人だった。

　ドアや窓の前には、無数のエロ本が置かれていた。邪龍王を暴走させようとする心ないイタズラだろう。ネットでの中傷も日に日に酷くなっている。

　光こう王おう院いんは今も、深く傷ついているに違いない。

「大丈夫かな、あいつ……」

「……刀とう夜やが今ここで心配しても、無意味デス。やるべき事をやりまショウ」

　一ひ二ふ三みの言葉は冷たいようだが、その通りだ。観戦に気持ちを切り替えねばならない。

　異能観測アプリで、赤ちゃん姿の児こ山やまを計測してみる。
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　恥ずかしい格好の甲か斐いあってか、児山の全身に漣気エーテルが漲みなぎっている。

　そういえば児山は、神社でこう言っていた。

『弟達には俺が戦う姿を見ないよう強く言っている』

　あんな格好なら、その指示もうなずける。

　ハイハイで入場する児山の後ろを、胸の大きな女生徒が恥ずかしそうについていく。

『児山チームは、児山小こ太た郎ろう選手と、位い階かい17位の田た母も沢ざわ愛あい選手の二人チームです』

『田母沢も強いが、赤ちゃん系異能者と組むのが恥ずかしいらしくチームワークはイマイチだべ』

『そのあたりも勝負の鍵になりそうですね……さあ続いては、樹いつきチームの登場です！』

　西側、白びやつ虎この門から、小柄な樹とモデル体型の風かざ見み鶏どりが入場してきた。

『あれ？　油あぶら谷たに選手がいませんね』

『いなくても勝てるという余裕だべか？　等身大フィギュアを自在に操って攻撃するスタイル、面白くて好きなんだけどなぁ』

　二チームがバトルフィールド中央で向き合うと、コロシアムを揺るがすような大歓声が起きた。

　それを更に煽あおるように、兔と丸まるが叫ぶ。

『さあッ、ベスト16屈指の好カードの開始です!!』

　赤ちゃんの格好をした四よつん這ばいの大男。

　対するは植物性愛者デンドロフイリアと、新聞紙を纏まとう女。

　これが屈指の好カードなのだから、つくづくどうかしている。

　二チームの間に審判の萌もえ先生が入り、ルールの確認と買収の受付をはじめる。

　どうやら買収は失敗したようで、少しやる気なさげに試合開始を宣言した。




「では樹チームＶＳ児山チーム、レディ・ファイト！」




　先制攻撃は児こ山やまだ。

　四し足そく獣じゆうを思わせる高速のハイハイで、樹いつきめがけて突撃する。

「バブー!!」

　高々と跳躍し、ガラガラで樹の側頭部をねらう。

「無駄なの。《浸食する木タプローム》」

　樹は巨大な根を具現化し、児山の一撃を受け止める。

「バブバブ！」

　まだまだ、と言ったのだろう。児山が目にも止まらぬ連撃を放った。

（さすが児山さん……だが！）

　樹の強固な防御を破るのは、難しそうだ。

　しかも樹チームにはまだ、位い階かい５位の《失楽園ホームレス》がいる。

「風かざ見み鶏どりつむじ、参るッ！」

　漣気エーテルで肉体を強化し、田た母も沢ざわへ突撃した。

　疾風のごとき速さ──自販機と自販機の間を高速移動する事により、鍛えたものだろう。

　両手を蟷螂かまきりのように構え、高速の突きを放つ。

　全く反応できない田母沢を、一撃で場外へ吹っとばしてしまった。

『つ、強い！　風見鶏選手、位階17位の田母沢選手を瞬殺してしまいましたッ！　今の技は中国拳法の蟷とう螂ろう拳けんでしょうか!?』

（いや違う）

　風見鶏のあの手の形──そして動きを、刀とう夜やは見たことがある。

　自販機の、釣り銭を取る時の動きだ。

　風見鶏は毎日無数の自販機を駆け回り、あのスピードと突きを身につけたのだろう。

　しかもホームレス的な行為をすることにより、風系シンクロ値もあげられる。

　理にかなった、一石三鳥の鍛錬法……！　刀夜は同じ異能者として畏い怖ふの念すら覚えた。

『強い、強すぎるッ！　早くも樹チームの勝利は決まったといっていいでしょう！』

　刀夜を含め、観客の誰もがそう思った時──

　粘ついた声が、コロシアムに響ひびいた。




「でもねえ、獅し子しはウサギを狩るにも全力を尽くすのでござるよ」




　白びやつ虎この門から、でっぷりした少年が出てきた。

　樹チームの三人目、油あぶら谷たにだ。相変わらず背後に等身大フィギュアのマロンを浮かせている。

　いや、それだけでない。

　小学校低学年くらいの、二人の男の子を連れていた。

　彼らはバトルフィールドの児こ山やまを見上げ、啞あ然ぜんとしている。

「こ、小こ太た郎ろう兄ちゃん！」「なんで赤ちゃんの格好……」

「!?」

　児山の顔色が、遠目にも蒼そう白はくになった。多分あの子たちは児山の弟なのだろう。

　言いつけを守り、今までは兄の試合を見なかったようだが……真実を知ってしまったのだ。

（ほぼ勝負が決まった試合なのに、油あぶら谷たにの野郎！）

　児山を嬲なぶるためだけに、弟たちをつれてきたらしい。

　油谷は、これ以上ない程の嘲ちよう笑しようを浮かべて、

「児山くぅん。なぜ君はこんな大舞台で、赤ちゃんの格好してるでござる？」

「バ……バブゥゥ……」

「弟たちの前で、恥ずかしくないのでござるか？」

「!!」

　児山は四よつん這ばいをやめ、立ち上がった。

　両手で顔を押さえ、苦悩に満ちた声で叫ぶ。

「小こ次じ郎ろう、小こ三さぶ郎ろうっ!!　こんなみっともない兄ちゃんを見ないでくれ！」

　刀とう夜やがアプリで観測すると、彼の赤ちゃん系シンクロ値が１００から20にまで急落している。

　風かざ見み鶏どりが、苦々しい顔で油谷をにらみつけた。

「……悪趣味なことをしおって」

「ははは　楽しい、楽しいでござるよぉ!!」

　コロシアムに油谷の馬鹿笑いが響ひびきわたる。彼が操るマロンも、追つい従しよう笑いをするかのようにカタカタと揺れた。

　──だがそれは、清せい冽れつな叫びによりかき消される。

「そんなことない!!」

　児山の弟の大きい方……小次郎のものだ。

「カッコわるいなんて、ちっとも思わないよ!!」

　頭を抱えて悶もだえていた児山が、動きを止めた。

　もう一人の弟、小三郎も続く。

「そうだよ！　僕たちを養うため、そんな格好で戦ってくれてるんでしょ!?」

「兄ちゃんは、世界一かっこいい兄ちゃんだよ!!」

　その健けな気げな姿に、プルが目め頭がしらを押さえている。

　しかも──児こ山やまを応援するのは、弟たちだけではない。

「そう、あなたは気け高だかい男だわ！　恥ずかしがっていた私が間違っていた！」

　そう叫ぶのは、場外アウトになった田た母も沢ざわだ。

　バトルフィールドの縁ふちまで駈かけてきて、両手を広げる。

「小こ太た郎ろうっ、お母さんよ!!　おいで!!」

（あ、あれは──!!）

　田母沢は母親のように振る舞い、児山に甘えさせ、赤ちゃん系シンクロ値を上げさせようというのだろう。

　児山が呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、

「た、田母沢、お前……」

「どうしたの、お母さんよ!!」

「バ、バブー」

　児山が再び四よつん這ばいになり、ハイハイで田母沢に飛びついた。

　大きな胸に顔をうずめた瞬間……児山から爆発的な漣気エーテルがほとばしる。

『あ、甘えた事により、児山選手の赤ちゃん系シンクロ値が急上昇しています！　元通り１００に……いや、１２０……１５０にまで上がりました!!』

　田母沢は既に場外で失格になっているが、実況も審判も何も言わないので反則ではないようだ。

　高まる漣気に比例し、児山の筋肉がふくれあがる。

　ベビー服を突き破り、おむつ一枚となった。見えないところでも赤ちゃんっぽさを追求していたらしい。

「バブゥゥ……」

　もはや迷いは微み塵じんもないようだ。

　四つん這いになったその姿は、猛牛のごとし。

　鬼気迫る咆ほう哮こうをあげながら、樹いつきへ突進した。

「バブゥウウウ!!」

　衝撃波が発するほどの勢いで、ガラガラを振り降ろす。

　そのすさまじい一撃を……

「《浸食する木タプローム》」

　樹が再び木の根を具現化して受け止めた。所々ヒビは入っているが、破るには至らない。

「見事な一撃。弟たちとの絆きずな、素晴らしいの」

　小柄な《仇あだ花ばな》は、無邪気な笑顔で大男を見上げる。

「だから──世界を変革したら、お前は弟二人とグチャグチャに混ぜて肥料にしてあげる。きっと美しい木が生えるの……！」

「バ……バブババベブバ!!」

『そうはさせるか』と言ったのだろう。児こ山やまは今一度ガラガラを振りあげた。

「いつまでも、受けてるだけではないの」

　樹いつきが杖つえをかざす。

　するとそれが、みるみるうちに巨大な樹木に姿を変え……

「《古代の巨神木オルビドス・トロール》」

　無造作に、児山へたたきつけた。

　轟ごう音おんとともにバトルフィールドが陥没し、コロシアム全体が大きく揺れる。

　場内が水を打ったように静まり返る中、樹が杖を元の形に戻した。

　児山は倒れ伏したまま、全く動かない。

　カウントを数えるまでもないだろう。萌もえ先生が両手を大きく振り、試合終了を宣言する。

『強─────い!!　《仇あだ花ばな》樹樹じゆ花か選手、シンクロ値を爆ばく上あげした児山選手でも通用しない!!　樹チームの完勝ですッ！』

　観客が両チームの健闘をたたえる中、刀とう夜やは強い戦せん慄りつを覚えていた。

（まさか、ここまでとは……！）

　児山による最後の攻撃は、途と轍てつもない威力だった。

　だがそれを樹は正面から受け止め、ねじ伏せてしまったのだ。

（樹さんの土系シンクロ値を下げなきゃ、勝ち目はない）

　しかも風かざ見み鶏どりは底を見せていないし、油あぶら谷たににいたっては戦ってすらいない。

　樹チーム……優勝候補ＮＯナンバー２にふさわしい強豪だ。できれば最後まで当たりたくないものだが。

　刀夜はバトルフィールドを改めて見下ろす。児山が担たん架かに乗せられ、田た母も沢ざわが付き添っていた。弟二人は場外でうずくまり、むせび泣いている。

　児山が運ばれ始めると、健闘をたたえて観客から拍手が贈られた。彼がおむつ姿でなければ、素晴らしい感動シーンだっただろう。

　児山は刀夜と目が合うと、自虐的に笑い、

「……灰はい咲ざきよ。『お前と戦う』という約束を破ってしまった。情けない先輩ですまない」

（そんな事はありません）

　油谷の奸かん計けいで挫くじけても立ち直り、見事な攻撃を放った。素晴らしい闘いぶりだ。

　だがそれを称たたえることはできない。刀夜は『悪役ヒール』として振る舞わねばならないのだ。

　その縛りの中で、児山たちを元気づけるには……

「フハハハハ、惨めだな児山！　そんな格好までしたのに結局惨敗ではないか」

　うずくまっていた弟たちが、涙目で睨にらみつけてくる。

　だがなにも言わず、悔しそうに唇くちびるをかみしめるだけだ。

「どうした？　貴様らは兄を侮辱されても言い返さず、泣きべそをかくだけか？　兄に似て、とんだ腑ふ抜ぬけどもだな!!」

「な、なんだと……!?」

　弟たちの目に、闘志が宿りはじめた。

「僕たち兄弟は腑抜けなんかじゃない！」

「そ、そうだ！　いつかお前をぶっ倒してやる！」

　その勇敢な宣言を、刀とう夜やは鼻で笑う。

「ほぉ、ならば強くなれ。その上でこの《虚こ空くう剣けん帝てい》がひねり潰つぶしてくれよう！」

「く、くそっ。馬鹿にして」

　弟たちは立ち上がり、担たん架かに横たわる児こ山やまへ駆け寄った。

「ねえ兄ちゃん、今度は僕たちに武術を教えてよ！」

「……わかった。そのためにも早く、元気にならないと……な……」

　児山が震える両手を伸ばし、弟たちの頭を撫なでる。

　それを刀夜はつまらなそうに一いち瞥べつし、プルと一ひ二ふ三みへ告げた。

「時間の無駄だ。いくぞ」

　立ち上がって歩き始めると、観客たちが嫌悪の視線を向けてくる。

「頑張った児山に、なんて非道な物言いだ」

「この鬼畜！」

　容赦ない罵ば声せいを浴びながら、《虚空剣帝》は堂々と胸を張って進む。

　そして廊下へ出た直後、プルに腕を摑つかまれた。

「え、プル？」

　彼女は無言のまま、力強く刀夜を引っ張っていく。

　そして階段の陰にある、人ひと気けのない場所まで来ると……後頭部を摑まれ、胸に抱き寄せられた。

　顔全体が、柔らかくあたたかな感触で包まれる。

「刀夜君、立派でしたよ」

　愛いとおしげな声とともに、優しく髪を梳すいてくれながら、

「憎まれ役になることで、児山さんの弟さんたちを奮い立たせようとしたのですね」

　自己満足かもしれないが──刀夜と氷ひよう華かを心配してくれた、児山への礼のつもりだった。

　……それはともかく。

（こ、この行動、いくらなんでも大胆すぎないか!?）

　普通、ただの男友達にこんな事はしないだろう。

　大人しいプルなら、なおさらだ。

（もしかしてプル、俺のこと……）

　そういえば昨日は『刀とう夜やの女』を演じる必要もない時に嫉しつ妬とされた。

　だがこの子が好きなのは『夢の人』だという。

（ああ、わかんねえ！）

　世界一幸せな空間で、しばらく苦悩していると……プルが悩ましい声をあげた。

「んっ、あ、あの、そろそろ」

　刀夜は我に返り、二メートルほども飛びすさった。

　プルを見れば、胸を強く抱いて瞳ひとみを潤ませている。呼吸が激しく乱れていて、ぞくぞくするほど色っぽい。

　言葉を出すのも躊躇ためらうような、妙な空気──

　いつもならここで、一ひ二ふ三みが茶々を入れてくれるのだが。

「……あ、あれ？　一二三がいないぞ」

　あたりを見回す。

　すると廊下の奥で、一二三が見覚えのない少女と話しているのが見えた。座ざ敷しき童わらしを思わせる、小柄なおかっぱ頭の子だ。

　一二三が何かを受け取り。大切そうにスク水の中に入れる。

　そして、こちらへパタパタと駆けてきた。

「一二三、いまの子は友達か？」

「そうではないのデスが……詳しくは後でお話ししマス」

　言葉を濁にごしたあと、誤ご魔ま化かすように笑顔を浮かべ、

「ところで樹いつきチーム、強かったデスねっ」

「そうだな。奴やつらと当たるのは決勝か、負けても三位決定戦がある準決勝が望ましいな」

　二人の少女が頷うなずくと同時に、天井のスピーカーから兔と丸まるの声が聞こえてきた。

『解説の亀かめ山やまさん、大会本部から連絡がありました。ベスト８の組み合わせが決まったそうです』

『ほぉ。オラとしては大和やまとチームを破ったリベリオンズの相手が気になるべ』

『はい。えぇとリベリオンズの相手は──」

　兔丸の、息をのむ気配がしたあと、

『樹チームですッ！　快進撃を続けたリベリオンズも、とうとう年貢の納め時かもしれませんッ！』

　バトルフィールドの方から大歓声が聞こえてくる。リベリオンズの惨めな敗北を期待しているのだろう。

　プルと一二三は肩を落としているが、刀夜の胸には疑念が渦巻いていた。

（ベスト16では大和チームと強引にぶつけられたし、この組み合わせも、もしかして……）

　腕時計型端末の着信履歴をたどり、学園長に電話をかけた。

　数度の呼び出し音ののち、憎たらしい声が聞こえてくる。

『私だ』

（普段は〝妾わらわ〟のくせに……）

　映画などでよくある、電話に『私だ』で出るのをやってみたかったのだろう。

　刀とう夜やは、わざと弱りきった声を出した。

「よぉ学園長。ベスト８の対戦チームを聞いたんだが、あまりに強敵で途方にくれているところだよ……」

　組み合わせが学園長の筋書きならば、その性格からして自慢してくるだろう。

　読みは的中し、得意げな笑しよう声せいが聞こえてくる。

『フフフ……悔しいか。実は妾の仕業よ!!』

　プルが端末に唇くちびるを近づけて、

「お母様どういうことですか。抽選はコンピュータで行われていると聞きましたが」

『その通り。暗黒狂宴サバトのため作った抽選用ソフトで厳密に行っている。ただそれは……』

　わざとらしく溜ためてから、高らかに言い放った。

『妾が作ったソフトだがなッ!!　だからどんな組み合わせも、やり放題!!』

　学園長は異能観測アプリの開発者だ。そんなソフトの制作など朝飯前だろう。

『フハハハハハハ、汝なんじらはこの《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》の掌てのひらの上なのだよ!!　どうだ悔し──』

　刀夜はブチッと電話を切った。

　だが五秒もおかず、学園長からの着信がくる。自慢し足りないのだろう。

（よし、仕返ししてやる）

　刀夜はジェスチャーで、プルと一ひ二ふ三みを自分から離れさせる。

　続いて『通話』にすると、学園長の拗すねた声が聞こえてきた。

『なんじゃもう電話を切りおって。悔しかろう、ホレホレなんとか言ってみよ』

　要望に応こたえ、あえて悔しげな声を出す。

「く、くそっ！　なんて恐ろしい奴やつだ《開闢の女帝》！　さすがこの都市の支配者……！」

『おぉ！　いい悲鳴じゃ。もっと聞かせるがいい』

　学園長が食いついたのを確認し、刀夜は端末を近くの窓に近づける。

　そして肩で己おのれの耳をふさぎ……ガラスを爪つめで思い切りひっかいた。

『ぎゃあぁああああこの音は何か!?　〝機関〟の攻撃か!?』

　いくらＳＳダブルエス級異能者でも、生理的嫌悪にはどうしようもない。逃げるように通話を切ってしまった。

　駆け寄ってきた二人の少女に、刀夜は親指を立てる。

「一いつ矢し報いてやったぞ。しょうもない一矢だけどな」

　プルが口元に手を当て、くすくす笑いながら、

「いえ充分です。実にスカッとしちゃいました！」

「そうか。じゃあ次は樹いつきチームをブッ倒し、学園長どころか皆の鼻をあかしてやろうぜ」

　もう組み合わせは発表されているのだ。覚悟を決めて挑むしかない。

　一ひ二ふ三みが尊敬のまなざしで見上げてきて、

「見事な手際でシタ。刀とう夜やについていけば安心デス」

「任せておけ。では樹チーム戦に備えて作戦会議をするぞ。あいつらの動画が入ったタブレット端末も持ってきたからな」

「おぉ、さすがデス。では冷房きいてるマッグに行くデス。私、甘ーいシェイク飲みたいデス」

「よかろう。この《虚こ空くう剣けん帝てい》についてこい、フハハハハハハ!!」

　刀夜は二人を引き連れ、堂々とした足取りでコロシアムを後にした。

　そして帰りにマッグへ寄ったものの──昨日の勝利者インタビューのため入店拒否され、すごすごと屋敷へ帰ったのだった。






†五章　戦いくさ支じ度たく









　リベリオンズの三人は、マッグを断念して屋敷へ戻った。

　居間のちゃぶ台を囲み、タブレット端末で樹チームの一回戦と二回戦の模様を見る。

　驚異的なスピードの風かざ見み鶏どり、フィギュアをミサイルのように操る油あぶら谷たに、そして攻防のレベルが極めて高い樹。

　三人の戦いぶりに、プルと一二三は言葉を失っている。

（さて、どうやって勝つか……）

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの若き当主は、思案をめぐらせた。

　樹チームの試合だけではなく、彼女たちの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そく、会話からも手がかりを探す。

　どれ程そうしていたのか。

　ようやく微かすかな突破口を見つけた時……穏おだやかな寝息が聞こえてきた。

　見れば一二三がちゃぶ台に突っ伏し、すやすや眠っている。昨日の大和やまとチーム戦で、奮闘した疲れが出たのかもしれない。

「プル、対策会議の続きは一二三が目覚めてからにして、君が異能者として強くなるための特訓をしよう」

「はいっ。ではわたくし炎系っぽい服に着替えてきますね」

　プルが居間を出ていくのを見送り、刀とう夜やは一ひ二ふ三みを横にしてタオルケットをかけてやる。

　少しして……プルが紅ぐ蓮れんの髪、赤いカラコン、ドレス姿になって戻ってきた。

「プル、敵の最大戦力は樹いつきさんだ。かなり強いが、彼女が具現化するのは植物。君の炎なら有効な攻撃ができるはず」

　プルは頷うなずき、赤い瞳ひとみにやる気をみなぎらせて、

「では強くなるために何をすれば？　ランニングですか？　筋トレでしょうか？」

「基礎体力も大事だけど、効果が出るまで時間がかかる。今は炎系シンクロ値の上昇に的を絞ろう」

　プルがドレスの胸元に手を当て、

「でも既に『炎系っぽい』格好はしていますし、これ以上どうすれば」

「俺に秘策がある。ちょっと恥ずかしい手段だけど」

「恥ずかしい手段……」

　少女は頰ほおを染め、桜色の唇くちびるを人差し指でなぞる。

「も、もしかしてキスによる『羞しゆう恥ち』とか……もしくはそれ以上に大胆な事を……」

　妄想を炸さく裂れつさせるお嬢様をよそに、刀夜は特訓の流れを考えた。

（プルには『炎系っぽい詠唱』をしてもらう）

　これなら炎系シンクロ値を、比較的簡単に上げることができるだろう。

　だがプルは、厨ちゆう二に的な行動を恥ずかしがっている。

　だから最初は人に聞かれる心配のない場所で練習した方がいいはずだ。

「俺についてきて」

　プルを促うながして廊下へ出る。しばらく家の奥へ進むと、突き当たりに木製の扉があった。

「ここはなんですか？」

「地下室だよ。ここなら君がいくら声をあげても、誰にも聞こえないからね」

「!?」

　扉をあけて、壁のスイッチを押す。すると裸電球が点灯し、下へ続く石段が不気味に照らされた。

　足を滑らせると危ないので、プルの手を握って降りていく。

　やがて地下室に出た。広さは教室ほどで、コンクリートがむき出し。氷ひよう華かが時折掃除しているため汚くはない。

「では早速やろうか……あれ？」

　振り返ってプルをみれば、もじもじと俯うつむいている。

　刀夜が屈かがんで目を合わせると、プルは手を振り払って飛びすさった。

　その瞬間ズルっと足を滑らせて、背中から倒れ込む。

　だが幸い、怪け我がはなかった。

　そこは、簡易ベッドの上だったからだ。

「え、どうして、地下にベッドっ……!?」

　地下室は夏涼しく、冬暖かいため仮眠用に置いてあるのだ。

　刀とう夜やはホっとしつつ、コートのポケットからビデオカメラをとりだす。

「ビデオ!?　なぜ!?」

「君を撮るのさ。恥ずかしいだろうけど、我慢して」

　詠唱する自分を見るのは、照れくさいだろう。だが客観的に改善点がわかるはずだ。

　プルは己おのれの体を抱きしめ、蒼そう白はくになって震えている。よほど厨ちゆう二にっぽい特訓をしたくないようだ。

「プル、嫌なのはわかるけど、やるよ」

「そ、そんな……！　こんな形で……！」

「悪いけど姉さんのため、耐えてもらう」

「!!」

　プルの美び貌ぼうが、絶望に染まった。

　紅ぐ蓮れんの髪を振り乱し、涙声で絶叫する。

「と、刀夜君はやはり、氷ひよう華かさんが誰よりも大事──」

「まあそうだけど……詠唱の練習、そこまで嫌なの？」

　プルが潤んだ瞳ひとみを、ぱちくりさせた。

「詠唱……？」

　会話を想そう起きするように、ぼんやり虚こ空くうを見上げている。

　そして肌が、これ以上ないほど赤く染まり──

　勢いよくうつぶせになって、顔を強くベッドに押しつける。そして長い足をパタパタさせた。




●




　十分ほど経たって、ようやくプルは落ち着いた。

　死地からの生還を果たしたかのように、やたらとテンションが高い。

「よぉし！　詠唱の練習開始ですね！」

「さっきのはなんだったの？」

「詠唱が恥ずかしくて！　でももう大丈夫です！　そう、大丈夫なんですよ！」

　ベッドの上で飛び跳ね『大丈夫』をアピールする。巨乳が激しく揺れ、薄暗い地下室で二人きりだとどうにかなってしまいそうだ。

「それで刀とう夜や君、どのような詠唱をすれば」

「あ、ああ。昨日の夜考えておいた。今まで煉れん獄ごく学園で受けた授業も参考にしてみたんだ」

　刀夜はポケットから紙をとりだし、ベッドから降りたプルに差し出した。




（第一詠唱）『我は一切有う情じようを灼やき尽くす火か焰えんの殲せん姫き　叫び　戦慄おののき　互いの訃ふ音いんを紡つむげ』

※ここでプルが、炎で床に魔法陣を描く。漣気エーテルで髪を炎っぽく靡なびかせると更によし

（第二詠唱）『煮にえ滾たぎる血けつ河がの波は濤とう　爆ばく炎えんの抱ほう擁よう　寂じやく滅めつの救済も能あたわず　中ちゆう劫ごうの時を灼かれ続けよッ！』




「ど、どうかな……俺の異名は《虚こ空くう剣けん帝てい》。虚空ってのは仏教用語だから、プルの詠唱にも仏教用語を取り入れたんだけど」

　プルは反応に困ったような顔で、文章の一部を指さす。

「仏教用語って、この『中劫』という単語ですか？　どういう意味なのでしょう」

「仏教での時間の単位だよ。地獄に落ちた人は一いち中ちゆう劫ごうの間苦しむといわれてる」

　プルが首を傾かしげ、紅ぐ蓮れんの髪を揺らした。

「どれくらいの長さです？　一万年くらい？」

「いや確か……３３９京けい７３８６兆２０００億年だね」

「長すぎないですか!?」

　仏教の設定インフレは半端ではないのだ。

「ちょっと話がズレるけど、仏教の設定って凄すごく作り込まれてるんだ。地獄の種類が沢山あって、生前に犯した罪に応じて、どこに墜おちるか振り分けられるんだよ」

「へえ。例たとえばどんな地獄が？」

「苦く髻かい処しよという地獄には〝『私とえっちな事ことしないと、王に告げ口して罪をかぶせます』と僧を脅迫した女性〟が入るんだ」

「誰が入るのですか!?」

　この設定を考えた人は、個人的な怨えん恨こんがあっただけのような気がする。

「まあそれは余よ談だんとして、特訓開始だ。床に魔法陣を描くのはまだいいから、詠唱だけやってみて」

　プルは紙をジッと見つめ、か細い声で、

「わ、われは、いっさいうじょうを……やきつくす……」

　刀夜はビデオカメラを設置しながら、叱しつ咤たした。

「もっと腹から声を出す！」

「わ──我はっ！　一切有情をっ！」

「ちなみに詠唱が終わった後は『涅ね槃はん業ごう炎えん殺さつ』と叫ぶこと。これ必殺技の名前ね！」

「はぅう……わかりましたっ、頑張りますっ！」

「その意気だ。まずは詠唱二百回！　俺も庭で剣の稽古してくるから、終わったらカメラを持ってきて。一緒にチェックしよう」

　うなずくプルに手を振って、刀とう夜やは石段を登りはじめた。

　後ろからたどたどしくも、一生懸命な詠唱が聞こえてくる。

　廊下へ続く扉をあけると、そこに一ひ二ふ三みが体育座りしていた。

「お、起きたんだな」

　ハイ、と自称ロボ幼女は頷うなずき、目を閉じる。詠唱に耳をすませているようだ。

「マスターは詠唱の特訓をしておられるのデスね。あれほど厨ちゆう二にを嫌っていたのに」

「そうだな。がんばってるよ」

　一二三は唇くちびるをかみ、何かを考えてから……

　勢いよく立ち上がって、刀夜の手を強く引っ張ってきた。

「大事なお願いがあるのデス。刀夜の部屋に行きまショウ」

　怪け訝げんに思いつつも、手を引かれるまま廊下を進む。

　自室に入ると、何な故ぜか一二三はカーテンを閉めて暗くする。

　そしてベッドに座り、ほのかに膨らんだ胸に手を当てて、

「私の体を、いじって欲しいのデス」

「は!?」

　刀夜は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「え、えっちなことをしろって事か？　それはダメだろ……」

　一二三が一瞬で真っ赤になり、残像が見えそうな早さで首を振る。

「刀夜のバカバカ！　そんな変なこと、私言わないのデス！」

「わ、悪い！　じゃあ『体をいじる』ってどういう意味だ？」

「私を、改造して欲しいのデス」

　一段と変なことを言い出した。

　一二三はただの幼女なのだ。改造などできるはずがない。

「そんなの無理だよ」

「刀夜はロボット工学には素人しろうとデスから、尻しり込ごみするのはわかりマス」

　何一つわかってないことを言いつつ、うつむいて、

「私は力不足デス」

「そんな事ない。お前がいなければ、ここまで勝ち進めなかったぞ」

「……その言葉は嬉うれしいデスが、これから敵はますます強くなる。マスターを守るためにも、私には更なる力が必要なのデス」

　気持ちはわかったが、改造などどうすればいいのか分からない。

　困惑する刀とう夜やに、一ひ二ふ三みが小さな掌てのひらを差し出してきた。

　そこにはマイクロチップが乗っている。

「これは昨日の対戦相手・大和やまとめぐるサンから頂いた、私の改造ツールです」

「え!?」

　どこからどう見ても、何の変哲もないチップである。

「樹いつきチームＶＳ児こ山やまチームの試合が終わったアト、私は大和サンに声をかけられまシタ。そして『浮気者の天てん堂どうと別れさせてくれたお礼』にと、このチップを頂いたのデス」

　そういえば一二三が見知らぬ女子と話していた。人間状態でいるのを初めて見たが、あれが大和めぐるだったらしい。

　一二三が掌のチップを見つめ、

「これを私の体に置くだけで、改造プログラムをインストールできるそうデス。だから刀夜にもできマス」

（一体どういう…………あっ、そうか！）

　本当に改造する必要はない。

　一二三が『自分は改造された』と思いこめばいいのだ。そうすれば、いつもは『１００』のロボ系シンクロ値が上がり、さらに強くなれるだろう。

　大和は一二三と同じ特殊系なので、シンクロ値を上げる秘ひ訣けつがわかっているのかもしれない。

「改造が成功すれバ、私は──『一二三改かい』になれるはずデス」

「一二三改!?」

　ロボットアニメの味方機パワーアップのようだ。少しワクワクしてしまう。

「もしくは『一二三２ツー』にしまショウか？」

「いや、数字ばっかりになるから『改』でいいと思う……」

　刀夜はそう応じつつ、マイクロチップを見つめた。

『改造』すれば一二三のシンクロ値は高まる。

　だがそれは……この子の『ロボだという思いこみ』を更に悪化させてしまうということだ。暗黒狂宴サバトを勝ち抜く為ためとはいえ、そんな事をしていいものか。

　迷っていると、一二三が懇こん願がんするように刀夜の胸元をつかんできた。

「私はマスターだけでなく、刀夜や、氷ひよう華かサマと暮らす今が好きデス」

　いつもは無機質な瞳ひとみに熱がこもり、想おもいをほとばしらせる。

「それを守るため、もっと力が必要なのデスッ!!」

　刀夜は強く感じ入り……頷うなずいた。

「わかった。やろう！」

「ありがとうデス、刀夜」

　一ひ二ふ三みはそう言うや、スク水の肩かた紐ひもに手をかけて脱ぎ始める。

「えぇ!?　何でだ！」

「何でって……改造するのデスから、これを着ていたら邪魔デス」

　そしてスク水を脱ぎすて、ニーソのみの姿でベッドに仰あお向むけになった。

　目をぎゅっと閉じ、肌が朱しゆに染まっている。手を微かすかに上下させているのは、胸や局部を隠さないように我慢しているのだろう。

　ものすごい犯罪行為をしている気分だ。

「一二三、震えてるじゃないか」

「私は心なきロボです。恥ずかしい訳がナイ──ただ、改造が怖いだけデス」

「怖いってのも、心だよ!?」

　ゆるゆるの設定につっこみつつ、刀とう夜やはマイクロチップを受け取った。

「刀夜、改造プログラムをインストールするには、チップを胸の間に置けばイイそうデス」

「あ、ああ。でも……よく考えてみると、一二三が自分でやればいいんじゃないか？」

「それではダメだそうデス。『灰はい咲ざき君にやってもらいなさい』と大和やまとサンが仰おつしやってマシタ」

（あ、あいつ……！）

　負けたことへの、軽い仕返しかもしれない。












　刀とう夜やは裸ら身しんを見ないよう薄目になり、恐る恐るチップを置いた。

「ひゃぁんっ！　刀夜そこ、おっぱいデス。もっと右デス」

「わっ、ごめん！」

　慌ててチップをつまみ直し、それらしい位置に置き直す。

　すると一ひ二ふ三みがいきなり、ビクンッ！　と激しく痙けい攣れんした。両目を見開き、苦しそうにうめく。

「ど、どうした？」

「このプログラムはかなりの大容量。私の旧式ボディにインストールするのは無理がありマス！　ですが私ハ、負けまセン!!」

「頑張れ、俺がついてるぞ！」

「ハイ！　インストール率61％……１００％！　やりまシタ、インストール成功デス!!」

　案外あっさり上う手まくいった。一二三の匙さじ加か減げん一つだから当たり前かもしれないが。

「全システムスキャン開始……オールグリーン！　縮しゆく重じゆう炉ろエンジン点火完了！」

　ロボットアニメの発進シーンのようなことを叫ぶ、裸ニーソの幼女。

「いきマス──一二三改かい、リフトオフッ!!」

　ふわっと舞い上がり、空中で直立する。

　そして……今までとは違う形状のパワードスーツをまとい始めた。

　美しい意匠がほどこされた軽けい鎧がいと、白銀の兜かぶと。

　背中の羽は、烏からすを思わせる黒く大きなものに変わっている。

　禍まが禍まがしくも神こう々ごうしい、堕天使のような姿だ。

　一二三──いや、一二三改は微笑ほほえんで、刀夜を見下ろしてくる。

「ありがとう刀夜。改造は成功しまシタ。その力は一二三ノーマルに比べ、１・５倍ッ！」

　刀夜は右目を三度瞬まばたかせ、アプリを起動する。
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　幼女に普通のチップを乗せただけなのに、恐ろしいほどの強化だ。

「これで私は一段とマスター……そして、貴方あなたがた姉弟きようだいのために戦うことができマス」

　刀夜の胸が、ぐっと熱くなった。

　この子は相当にアレだが、とても気け高だかい魂を持っているのだ。

「ありがとう、一二三」

「えへへ。刀夜、刀夜っ」

　一二三が破は顔がんし、刀夜の胸に飛び込んできた。

　背中に両足をからめてきて、頰ほおずりする。

　とても愛らしい仕草なのだが……パワードスーツがゴリゴリ当たり、地味に痛い。

　顔をしかめていると、一ひ二ふ三みが慌ててパワードスーツを消してくれる。

「痛かったデスよね、ごめんなサイ刀とう夜や」

「気にするな──ってオイ、お前!?」

　いま一二三が身につけているのは、ニーソのみだ。

　ほのかな胸のふくらみ、その先端にある桜色の突起すら完全に見えている。

　しかも一二三は自分の格好を忘れているようだ。さっきの続きとばかりにしがみつき、甘えてくる。

（か、可愛かわいい……じゃない！　こんな所を見られたらまずいぞ。例たとえばプルが、練習メニューである詠唱二百回を終えて報告しにくるとか──）

「刀夜君、ここにいるんですか？　詠唱二百回おわりました！」

（ほら来たぁ！）

　ふすまが開き、プルが顔を出した。庭に刀夜がいなかったのでここに来たのかもしれない。

「ビデオの確認……を………………」

　刀夜と幼女の痴ち態たいを目まの当たりにし、プルの声が小さくなっていく。

「あ、マスター！」

　一二三が刀夜から離れ、裸ニーソのまま駆けていき、

「刀夜に、体をいじくり回してもらったデス！」

「語ご弊へいしかない!?」

「苦しくてビクンッてなりましたケド、頑張って耐えまシタ！」

　見事なほどに、火に油を注いでいる。

　刀夜が慌てて弁解しようとした時──黄よ泉みの底から響ひびくような声がした。

「〝我は一切有う情じようを灼やき尽くす火か焰えんの殲せん姫き　叫び　戦慄おののき　互いの訃ふ音いんを紡つむげ〟」

　プルの紅ぐ蓮れんの髪が炎のようにうねる。シンクロ値が上昇し、多量の漣気エーテルを放出しているのだ。

「う、うわぁ！　なんて見事な詠唱だ、すごい！」

　必死にヨイショするも、プルは凄せい絶ぜつな笑顔で応じる。

「ありがとうございます。是ぜ非ひその身で、練習の成果を味わってくださいね」

「ひぃい!?　一二三も何とか言ってくれ！」

　一二三を見れば、部屋の隅のカーテンにくるまっていた。ようやく己おのれの姿に気づいたらしく、耳まで真っ赤だ。

「な、なんだか変デス。まともに立っていられまセン。やはり私のボディに、あの大容量は無理があったのでショウか」

「一ひ二ふ三みのボディに大容量のものを!?　ととと刀とう夜や君の大容量が、一二三の幼いボディに！　そしてビクンビクンッて!!」

「プル、何を想像してるんだよ!?」

　刀夜は必死に『一二三の改造をした』という真実を伝えた。真実の方がイカれているのは悩ましいが、怒りを鎮しずめるためには仕方ない。

　一二三が新しいパワードスーツを具現化すると、プルの錯さく乱らんもおさまった。

「か、勘違いしてごめんなさい。でもこの子を改造ですか……」

　プルが柳りゆう眉びをひそめる。彼女にとって一二三の『ロボという思いこみ』が加速するのは望ましくないのだろう。

「私がどうしてもとお願いしたのデス！　私はもっとみんなの力になりたいのデス！」

「一二三……」

　プルはその気き魄はくに圧倒されたようだ。

　一二三の前へかがみ、両の二の腕をつかむ。

「わかった。私も、あなたに負けないよう頑張るわ」

「ハイ！　マスター！」

　仲むつまじい二人に、刀夜は目を細める。

「よし、リベリオンズ全員揃そろったし、樹いつきチームへの対策会議をするか」

「はいっ」「ＹＥＳイエス！」

　三人は再び居間へ向かい、ちゃぶ台で向き合った。

　刀夜は、プルが用意した氷入りの麦茶を飲みながら、

「さて、まずは等身大フィギュアを操る異能者、油あぶら谷たに琢たく三ぞうについてだが……」

「位い階かい９位。かなり手て強ごわいですよね」

「いや、油谷攻略法はもう思いついた」

　二人は訝いぶかしげな顔をしたが、内容を説明すると大いに感心してくれた。

　一二三が小さな手で拍手して、

「なるホド！　では風かざ見み鶏どりは？　ホームレス暮らしをするコトで風系シンクロ値を高めているらしいデスが」

「風見鶏さんには、こう当たろうと思う」

　刀夜の説明に、二人はさっきと違って啞あ然ぜんとする。

　プルが心を落ち着けるように麦茶を飲んだあと、甲かん高だかい声で、

「そ、そんな策、聞いたこともないです！　間違いなく人類史上初でしょうね」

「うん。ただこれにはある程度人ひと手でが必要だ。姉さんに手伝ってもらうわけにはいかないし、明後日あさつてまでに何とかしないと」

「光こう王おう院いんくんの手を借りるのは……あ、今連絡つかないんでしたね……」

　プルが憂いを滲にじませて呟つぶやく。

「うん。ただ光こう王おう院いんは誇り高い武人だし、こういう絡からめ手は好まないだろう。仮に連絡がついてもやらせたくない」

　そう応じた刀とう夜やに、一ひ二ふ三みが尋ねてくる。

「では風かざ見み鶏どりは一いつ端たん置いておいて、樹いつきの対策はあるのデスか？」

「うーん……正直まだだな。プルの新技『涅ね槃はん業ごう炎えん殺さつ』は強力だが、樹さんのシンクロ値をかなり下げないと通用しないだろう」

「問題はその方法デスね」

　皆で頭をひねったが、名案は浮かばず……

　停滞した空気を察したのか、一二三が立ち上がった。

「こうして唸うなってても、なかなか案は浮かばないと思いマス。確実に出来ることから着手すべきカト」

「ああ、そうだな……」

　油あぶら谷たにを倒す手段は固まったが、その実現には準備が必要だ。

　それに刀夜自身のパワーアップもしておきたい。一二三の『改造』からヒントを得て、あることを思いついたのだ。

「じゃあちょっと出かけよう。一二三は改造したのがバレないように、以前のパワードスーツでな」




●




　三人は、三千世界中央にあるショッピングモールにやってきた。以前に刀夜の闇っぽい服や、プルのドレスを買った場所である。

　すでに夕方にさしかかっており、暑さが和らいできたのがありがたい。

　駐車場の隅には『伝説の木』と呼ばれる神木がある。『木の下で告白が成じよう就じゆしたカップルは、永遠の愛が約束される』という伝説がある……のだが。

（あの木、本性は下げ劣れつだからな）

　以前刀夜が天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリで『神産み』を行った時、神木のこんな本音を聞くことができた。

『雷よ　神木に落ちよ　恋人どもを焼き殺し　道連れにしたし』

『我は　人間の如ごとく　交尾やりたし　只管ひたすら　それを　希こいねがう』

（あいつ今でも、交尾を希っているのかな……）

　しみじみする刀夜の隣で、プルが嫋たおやかに首をかしげた。

「ところで刀夜君。貴方あなたもわたくしも、異能の系統にふさわしい格好は既にしています。ここで買うべきものがあるのですか？」

「『買う』わけじゃないんだよ。ただ、俺の要望に応こたえてくれる店があればいいんだけど」

　プルと一ひ二ふ三みが、戸惑った顔を向けあう。

　二人を連れて建物内に入り、めぼしい店がないか探していると……。

「あれ？」

　刀とう夜やが服一式を買った『異能ファッションショップＯＢＯＲＯオボロ』が営業している。たしかこの前、閉店セールをやっていたはずだ。

　刀夜が店に入ると、シャツを畳たたんでいた店員が笑顔を向けてきた。以前も応対してくれた、二十代半ばほどの女性である。

「あ《虚こ空くう剣けん帝てい》様、いらっしゃいませ！」

「久しいな、店員よ」

「……この前とキャラが違いませんか？　もっと丁寧な口調でしたよね？」

　キャラを装よそおう前の知人と会うのは、結構恥ずかしいものがある。

　刀夜は赤面を隠すため、コートの襟えりを立てながら、

「お、俺様は過去を振り返らぬ男よ。ところでここ閉店したのではないのか？」

　店員は揉もみ手でしつつ頭を下げて、

「リベリオンズの快進撃で《虚空剣帝》様がお買いになられたものが注目されてるんです！　問い合わせが殺到したので店を再開したところ、売れ行き好調！　おかげ様でなんとかやっていけそうです～」

　確かに刀夜と同じダメージコートやペンダントが目立つ場所に飾られている。『虚空剣帝モデル』という但ただし書きもついていた。

　小型テレビも設置されており、リベリオンズの試合の映像が繰り返し流れている。

　悪役に憧れる人はいつの時代も一定いる。ＯＢＯＲＯは上う手まくそれを取り込んでいるようだ。

「これからも勝ち進んでくださいね～……あれ？　チームメイトの羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんに一二三ちゃんもいる！」

　会え釈しやくする二人へ、店員が高速で詰め寄った。

「貴方あなたたちくらい可愛かわいい子なら、宣伝効果抜群よ！　ウチの商品タダで提供するから、使ってくれない？」

「そ、そんな申し訳ないです」

「遠慮しなくていいのよ～」

　店員がとつぜん無表情になって、

「どうせ在庫は……いくらでもあるのだから……」

　経営状況は上向きつつあるようだが、まだピンチは脱していないようだ。

　プルが表情をひきつらせながらも、一二三の両肩を後ろから摑つかんで、

「ではこの子の服だけ頂きます。プレゼントなので、お金はちゃんと払わせてください」

「マスター!?　ロボの私にはおしゃれナド不要……」

　店員が快かい諾だくすると、プルは珍しく強引に一ひ二ふ三みをつれていった。

「うふふ、両手に花ですね～」

　刀とう夜やの腹を、店員が肘ひじでつついてくる。

「そんな事はどうでもいい。俺様は明後日あさつてまでこれを改造できる店を探しているのだ」

　腰から、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを黒くろ鞘さやごと抜いて差し出した。

　店員は丁重に受け取り、観察し始める。次第に難しい顔になり、額に汗が浮かびだした。

「以前に拝見した時から気になってましたが、これ伝説クラスの武器ですよね……」

「うむ。日本神話で登場する『天之尾羽張』だ」

「あの神産みの剣!?　そんな物どう改造しろと!?　切れ味を高めたりするのは無理……」

「誰もそんな事は言ってない。俺様がやってほしいのは──」

　刀夜が耳打ちすると、店員は何度もうなずき、

「それなら出来そうです。でもそんなバチ当たりなことは……」

「俺様が勝ち進むほど、この店の宣伝になるんだ。まだ経営苦しいんだろう？　店が潰つぶれて無職になるのと、有るか無いかも分からんバチ。どっちを恐れる？」

　うっ、と店員は呻うめいた。

　そして覚悟を決めたように表情を引き締め、

「……わ、わかりました。ウチの店は《虚こ空くう剣けん帝てい》様と一いち蓮れん托たく生しようでいきます」

　刀夜はうなずき、改造について細かい指定をする。

　それが終わると、一段と大事な用事を切り出した。

「あと貴様、数人ほど人を使えないか？　やってほしいことがあるのだ」

「会社の人を使えば大丈夫ですけど……違法な事はダメですよ」

「心配するな。むしろ善ぜん行こうというべきものだ」

　店員に再び耳打ちする。

　あまりに異様な指示に絶句されたが、店の存続のために了承してくれた。

　作業の流れを話し合い、電話番号とアドレスを交換する。

　刀夜が満足していると、プルが一二三の手を引いて駆けてきた。

「見てください刀夜君！　一二三、すっごく可愛かわいいですよね！」

「……ん？　おぉ、見違えたな」

　一二三が着ているのは、首や袖口にレースをあしらった白いワンピース。ニーソは脱いでおり、リボンつきのサンダルを履いている。

　避暑に来たお嬢様のような装よそおいだ。一二三はなにげに透明感のある美少女なので、よく似合っている。

　だが彼女は、困ったように眉まゆ根ねを寄せて、

「私に、コノような服……」

「似合ってるぞ。気後れすることはない」

「いえ、マスターが私に服を着せる──それは着せかえ人形で遊ぶのと同じデス。ますますボッチを拗こじらせてしまうのではないかト」

　この子の拗らせぶりは、天井知らずのようだ。

「だ、だけど私、凄すごく嬉うれしいんデス。マスターを幸福にするのがロボの役目なのに……私が幸福にされちゃ、あべこべデス……」

　一ひ二ふ三みは膝ひざをつき、拳こぶしで床をたたいた。

「これでは私は──ロボ失格デス!!」

（だから人間なんだよ!!）

　人類至上、ここまで無駄な苦悩があっただろうか。

　おいおい泣く一二三をプルが抱きしめ、母親のように背中を撫なでる。

　落ち着くまでの間、刀とう夜やはＯＢＯＲＯオボロの店内を見ることにした。何か役立つ物があれば購入したい。

（おっ）

　店の隅に、錫しやく杖じようが立てかけられていた。精せい緻ちな真しん鍮ちゆうの細工がほどこされ、炎のように赤い宝玉がついた逸品だ。












　揺らすと先端についた数個の鐶かん（金属製の輪）が、しゃらしゃらと澄んだ音を奏でる。

（これならプルの炎系シンクロ値を上げられるだろうし……なにより、似合うだろうな）

　錫しやく杖じようをジッと見つめていると、店員が声をかけてきた。

「あ、それ売れ残りなのでサービスで差し上げますよ」

「いや、これはプル──俺様の女への贈り物だから、自分で買いたいのだ」

「刀とう夜や君が、わたくしにプレゼント……」

　プルが、ポーッと頰ほおを紅潮させて見つめてくる。

　そんな二人を交互に見て、店員が苦笑した。

「ラブコメってるところ申し訳ないですが、これ結構高いですよ？」

「何……げっ!?」

　値札を見て目をむいた。

　なんと刀夜の小遣づかい三ヶ月分ほど。だが今さら後には引けない。

「……ぶ、分割払いで頼む」

「ダメです。この店は半月後あるかどうかも分からないんですから」

　店員が切ない理由で断ったあと、輝くような営業スマイルで、

「八割引きにしますから、一括でお願いしますね～」

《虚こ空くう剣けん帝てい》は泣きそうになりながら、財布をはたいて精算した。

　錫杖から値札を外し、プルに差し出す。

「あ、ありがとうございますっ！」

　声をはずませて受け取り、あらゆる角度からしげしげと観察。

　そして錫杖を抱きしめ、踊るようにステップを踏む。

（……喜んでくれたし、まあいいか。樹いつきチーム戦でも役に立つだろうし）

「傷をつけないよう、ずっと大切にしまっておきますね」

「試合で使え!?」




　プルも一ひ二ふ三みの服の精算をすませた後、三人は店員に見送られて『ＯＢＯＲＯオボロ』を出た。

　刀夜は軽くなった財布を情けない顔で見つめ、

「俺ＡＴＭで金下ろすよ。このあとホームセンターにも行きたいし」

「はい」

「あと、萌もえ先生に賄わい賂ろも贈りたいし」

「もはや当然のごとく、裏工作を……」

　プルが頰に手を当て、ため息をついた。

　キャッシングコーナーで金を引き出してから、建物を出る。

　すると何な故ぜか、駐車場の人々の視線が一方向に集中していた。

　つられてそちらを見ると、神木の下で少年少女が向き合っている。どうやら告白が始まるらしい。

　少年が必死な声で思いを告げる。

「あなたが好きです!!」

　少女はうなずき、あっさり了承した。

　そして二人は手を繫つないで神木を見上げ、

「神木さんありがとう！」「私たち、最高に幸せです！」

　このリア充たちに、いまごろ神木は殺意を抱いだいているだろう。

（神木の本性とは裏腹に、いいイメージが一人歩きしてるからな……ままならんものだ）

　しみじみ思う刀とう夜やのズボンを、一ひ二ふ三みが引っ張ってくる。

「あそこを見てくだサイ」

　指さす方向に視線を移すと……

　ショッピングモールの外がい壁へき沿いに、樹いつき樹じゆ花かがいた。どうやら刀夜たちには気づいていないようだ。

　遠目にも頰ほおが紅潮し、切なげにローブの胸元を押さえている。そして爛らん々らんと輝く瞳ひとみで、カップルになった男女の方を凝視していた。

「熱い視線を送ってマスね。樹もあんな風に告白されたいのでショウか？」

「……いや、おかしいぞ。あの人が愛してるのは植物のはずだ」

「あれ？　言われてみればそうデスね」

　刀夜は一二三と顔を見合わせる。

　プルにも意見を聞こうと、見てみれば……恐ろしく真剣な顔で考え込んでいた。

「樹さんは……仮にそうだとしたら……」

　早口で何かをつぶやき、うろうろ歩く。

　そしていきなり、弾はじかれたように神木を見上げた。桜色の唇くちびるを開き、大きく身み震ぶるいする。

　そしてプルは刀夜のもとへ駆けてきて、吐息のかかりそうな距離で言った。

「閃ひらめきました！　閃いたんです！」

「え、ええ？　何を？」

「樹さんを倒す方法ですよ！　いいですか──」

　プルが所々つっかえながらも、段取りを説明する。

　その内容は実に突とつ飛ぴだった。だが樹の今の様子をみると十分説得力があるし、簡単に実現可能だ。

　刀夜はプルの両手を握り、飛びはねた。

「見事だよ、これで最後のピースが埋まった！」

　そんな二人のそばで、幼女が弱々しく笑う。

「しかしマスターが、そんなイカれた戦法を思いつくトハ。『朱しゆに交まじわれば赤くなる』とはこのコトです。見事に刀とう夜やの色に染められていマスね」

「し、仕方ないでしょう！　私はその……ギミックとはいえ刀夜君の女なのだから」

（ギミック……か）

　その言葉に、どこか寂しさを覚えるのは何な故ぜだろうか。

　プルが好きなのは『夢の人』。それは重々わかっているのだが……。

　ぼんやり立ち尽す刀夜を、紅ぐ蓮れんの髪の少女が見つめてきて、

「刀夜君？」

「い、いやごめん。では今日と明日しっかり準備するぞ！　次はホームセンターに行こう！」

「ええ！」「ＹＥＳイエス！」

　リベリオンズの三人は、拳こぶしを軽くぶつけあった。
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　──翌日の日中。

　風かざ見み鶏どりつむじは正座し、チームメイト二人を見回した。

「今日集まってもらったのは他でもない。明日の準々決勝──リベリオンズ戦について話し合いたいのだ」

「どうせ楽勝でござるよ～……」

　油あぶら谷たにが魚市場のマグロのように横たわっている。その隣には、等身大フィギュアのマロンが同じ姿勢でいた。

「暑い……ここ暑すぎでござる……」

　確かに今日の気温は非常に高い。風見鶏はすでに三回も新聞紙を着替えたほどである。

　油谷がひぃひぃ息を吐きながら、

「風見鶏氏。作戦会議ならメイド喫茶でするでござるよ」

「馬鹿者！　どこにメイド喫茶で作戦会議をする奴やつがいるのだ」

「段ボールハウスでやる奴も、多分いないでござるよ!!」

　ここは風見鶏の邸宅──三千世界中央の公園にある、段ボールハウスだ。

　広さ約六畳。高さは１・５メートルほど。

　床にも段ボールが敷かれ、中央にちゃぶ台代わりの木箱が置かれている。

　むろん断熱材などないため、太陽が容赦なくハウス内を熱していく。おそらく室内温度は40℃くらいあるだろう。

　だが樹いつきは暑さを物ともせず、汗一つかかずに風かざ見み鶏どりへ寄り添ってくる。

「ねえねえ、つむじ。聞いて聞いて」

「おぉ、なんだ樹じゆ花かよ」

「昨日の試合が終わったあと、神木さんに会ってきたの。相変わらずカップル達を優しく見守っておられたの」

　樹は、地球すべての植物でハーレムを作るのが願いだ。

　だが『本命』もちゃんといる。それがショッピングモールの神木なのである。

「私ね、人類は大体殺して肥やしにするけど、科学者は生かすことにしたの。そして植物とお話できる機械を作ってもらうの」

「ほう？」

「そしたら私、神木さんといっぱいお喋しやべりするの。きっとステキな方に違いないの」

「そうかぁ」

　この不器用な友人の恋が報われるよう、願わずにはいられない──不器用という言葉では済ませられない気もするが。

　仲なか睦むつまじい二人を、油あぶら谷たにが舌なめずりしながら見つめてくる。

「デュフフ、麗うるわしい友情でござるな。僕は百ゆ合りも大好物でござるよ」

「貴様は二次元だけを愛していればいい」

「僕が愛するのは二次元じゃない、三次元!!　マロンたんも可愛かわいいけど、あの一ひ二ふ三みたんこそ理想だお!!」

「いや……あの子、人間にしか見えないのだが……」

「それくらい精巧なロボってことだお!!　灰はい咲ざきに操られて可哀かわい想そうだお、僕が今度の試合で勝って、解放してあげるんだお!!」

　油谷と話すと頭痛がしてくる。少しは常識をわきまえて欲しいものだ。

　風見鶏は木箱に肘ひじをついて、いたずらっぽく笑い、

「だが油谷よ、それではマロンが嫉しつ妬とするのではないか？」

「ごめんだおマロンたん……僕は一二三タンと新たな恋に進むけど、許して欲しいだお」

　ひし、と油谷がマロンに抱きついた。

　何度か頰ほおずりしてから、愕がく然ぜんとした様子で、

「あ、あれ!?　マロンたんから離れられないでござる！」

　わなわなと震えながら、

「も、もしや一二三たんへの愛に、マロンたんが嫉妬している!?　ごめんよマロンたーん!!」

　単に、あまりの暑さでフィギュアの塗と料りようが溶け、くっついただけだと思われる。

　油谷の号泣がハウスに響ひびきわたるが、樹は涼しい顔だ。

　いつもの無表情で、風見鶏が着る新聞の四コマまんがを読みながら、

「ところで、つむじ。リベリオンズへの策はあるの？」

「うん。実は私の風系シンクロ値をさらに高める方法を考えたんだ」

「それは楽しみなの……でもその割には嬉うれしそうじゃないの」

　風かざ見み鶏どりは、樹いつきの長い緑りよく髪はつを梳すきながら、

「少し辛つらい方法だからな。だがリベリオンズは、それくらいしなければ勝てない相手だと思っている」

「そうなの……でもつむじが辛いと、私も悲しいの。元気を出してほしいの」

　樹が表情を曇くもらせ、床に敷かれた段ボールで転がる。小柄さに見合わぬ大きな胸が、たゆんと波打つ。

　そして何かひらめいたらしく、笑顔を向けてきた。

「そうだ！　私、つむじに英字新聞プレゼントするの！　きっと似合うの」

「そ、そんな……私は今まで、日本の新聞しか着たことがないんだ」

「大丈夫！　つむじは凄すごく綺き麗れいなんだから、たまにはお洒落しやれすべきなの」

「ありがとう、樹じゆ花かっ」

　風見鶏は親友の優しさに、目をうるませた。

　着なれない新聞をまとうのは勇気がいるが、『灰はい咲ざき刀とう夜やに誉ほめられるかも』と想像するだけで心が弾む。これが乙女心というものか。

「ねえ風見鶏氏。僕『最も頭がおかしい人とは、自分の頭がおかしいって気づかない人だ』って聞いた事があるでござる」

　油あぶら谷たにがよくわからない事を言っているが、風見鶏は聞き流した。

（大切な親友の夢を叶かなえるため、私は全力を尽くす）

《失楽園ホームレス》は、ぎゅっと樹を抱きしめた。

（灰咲よ──リベリオンズよ。私の志こころざし、砕けるものなら砕いてみよ！）
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　──同日の夜。

　プルは灰咲家の庭で、樹チーム戦に備えた特訓をしていた。

「〝煮にえ滾たぎる血けつ河がの波は濤とう　爆ばく炎えんの抱ほう擁よう……〟」

　錫しやく杖じようをくるりと回し、軽く放出した漣気エーテルで紅ぐ蓮れんの髪をなびかせる。同時に地面へ炎の魔法陣を描いてゆく。

　炎系シンクロ値がどんどん高まり、体内に大量の漣気が湧き上がってきた。

「そこまで！」

　縁えん側がわに座る氷ひよう華かが、鋭するどい声で止めた。

　手をかざして冷気を発生させ、炎の魔法陣を消しながら、

「いい感じだよプルちゃん。座って休んで」

　はい、とうなずき、氷ひよう華かの隣へ腰を下ろした。

　プルは昨日買い物から戻ってから、食事と睡眠以外ほとんどの時間を練習に当てていた。

　氷華も明日試合があるのに、つきっきりでコーチしてくれている。

　少し離れた場所では、刀とう夜やと一ひ二ふ三みも試合の準備中だ。

　といっても、あちらは特訓ではなく──工作である。

「いきマスよ。刀夜」

　一二三はホームセンターで買った大きなアルミ板を、空中へ放り投げた。

　刀夜が漣気エーテルをまとって跳び、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを何度も振る。

「はっ！」

　アルミ板が地に落ちた時には、二枚の正方形、四枚の長方形に切断されていた。惚ほれ惚ぼれするような腕だ。

　刀夜はそれらに蝶ちよう番つがいをつけ、板同士を接続していく。

　やがて高さ百三十センチ、幅五十センチほどの直方体の箱ができあがった。

　さらに一二三が艶つや消しのスプレーをかけ、『ＤＡＮＧＥＲデンジヤー』と書かれた紙を沢山貼る。

　どうやらあれで完成らしい。刀夜は身をかがめ、一二三とハイタッチした。

　出来上がった不気味な箱を見て、氷華が感嘆と呆あきれが入り交まじる声で、

「お疲れさま。でもこれが樹いつきチーム戦の秘密兵器とは……トー君の戦い方は不思議だね」

「俺は『最弱』だからね。絡からめ手と小細工で勝つしか──」

　言葉の途中で、刀夜の腕時計型端末が振動した。電話がきたらしい。

　彼は画面を見て、一瞬だけガッカリしたようだ。光こう王おう院いんからのものではないのだろう。

　気持ちを切り替えるように咳せき払ばらいし、通話に切り替える。

「俺だ──なに『奴やつ』が動いただと!?　フン、それほど我らリベリオンズを恐れているということだな」

　クククク、と含み笑いする。電話なのに、顔を掌てのひらで隠しているのが可愛かわいい。

「案ずるな。想定の範囲内だ。明日はこれまで収しゆう拾しゆうしたデータで対処せよ……例のブツも、試合までに届けるのだ。ではな」

　通話を切った刀夜に、氷華が銀髪をかきあげながら、

「誰からの電話だったの？」

「樹チーム戦の協力を頼んでる、ＯＢＯＲＯオボロって店の人だよ。ちょっとトラブルが起きたけど、十分対処できる」

「……もう私、どんな試合になるか想像もつかないよ」

「まあ楽しみにしてて」

　刀とう夜やは、普段の『悪役ヒール』ギミックから想像もつかない笑顔で、

「絶対、姉さんのために勝つからね」

「……!!」

　きゅーん、という音が氷ひよう華かの胸から聞こえた気がした。藍玉アクアマリンの瞳ひとみが甘くとろけ、口元は緩ゆるんでいる。

《絶ぜつ対たい零れい姫き》をめろめろにした少年の背に、一ひ二ふ三みがしがみついた。

「刀夜、試合までもう少し《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザーｍｋ-２マークツー》を撃っておきたいデス。見てくれませんカ」

　一二三は『改造』の結果《虐殺破壊銃砲》もパワーアップしたらしい。更に拗こじらせただけなのに、本当に強くなるのが不思議だ。

「いいぞ。じゃあ建物から離れてやるか」

　刀夜は一二三を背中にぶらさげたまま、歩いていった。

　その後ろ姿を氷華が見つめ、激しく足をパタパタさせる。心が高ぶって、ジッとしていられないようだ。

「ああぁ～……トー君トーくん……」

　コテンと横に倒れ、プルの太ふと股ももに頭を乗せてくる。

　突然の事に驚いていると、氷華が熱に浮かされたような声で、

「あのねプルちゃん」

　そして銀髪の少女は、あまりにもあっさりと告げた。

「私ね──トー君が男性として好きなの」

「……！」

　氷華が仰あお向むけになり、プルを見上げてくる。銀ぎん糸しのような髪が太股に擦こすれてくすぐったい。

「弟にそんな気持ちを抱いだくなんて、変かなぁ？」

「い、いえ別に。わたくし巨大建造物や、植物を愛する方と出会ってきましたので」

「あぁ、それと比べれば何てことないよね……」

　氷華が苦笑した。

　そして藍玉の瞳に、真剣な光を宿して尋ねてくる。

「じゃあ貴方あなたはトー君を、どう思うの？」

「わたくしは──そ、その……」

『ギミックとして愛している』と言おうとして、思いとどまる。

　本音をさらした氷華に、そんな言葉でお茶を濁にごすのはあまりにも卑ひ怯きようだ。

　すうっと息をすい、かすかに震える声で、

「同じです……お慕いしています」

　そうかぁ、と氷ひよう華かはうなずく。

　そして、仰あお向むけのまま軽くシャドーボクシングしながら、

「私、手加減しないよ。どんな悪あくどい手を使っても、あなたを脱落させるから」

　冷たい事を言っても、氷華はいつも優しい。

　プルと一ひ二ふ三みをこの家に受け入れ、料理も丁寧に教えてくれた。

　刀とう夜やの介護を四年も続けた、強くあたたかな女性……

　こんな人に、自分が対抗できるのだろうか。

「でもねー、プルちゃんは私にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの恋敵だけど」

「……」

「貴方あなたたちがこの家に来てくれて良かった。家が明るくなったし、何よりも……」

　刀夜が歩いていった方向を見つめ、寂しげにつぶやく。

「私が借金のカタにとられても、トー君が一人にならずに済むもの」

「そ、そこまで考えて……」

　あまりにも深い愛情に、胸がつまった。

　氷華が手を伸ばし、頰ほおにそっと当ててくる。そして、この上なく真しん摯しな眼まな差ざしで懇こん願がんしてきた。

「だからね。その時が来たら一二三ちゃんと一緒に、トー君を支えてほしいの」












　プルは唇くちびるを、強くかみしめた。

　きっとこの人には一生かなわない。自分とは比べ物にならないほど強く、優しい女性だ。

　きっと刀とう夜やも彼女を選ぶに違いない。

　氷ひよう華かがカタにとられれば、刀夜の孤独につけこめるかもしれないが……

（……そんな事は、ごめんです）

　頰ほおに添えられた氷華の手に、さらに自分の手を重ねた。

　藍玉アクアマリンの瞳ひとみを見下ろし、決然と告げる。

「貴方あなたはカタにはとられません。私が──私たちリベリオンズが、最後まで勝ち抜きますから」

「……でもプルちゃん、単位をとって煉れん獄ごく学園を出るのが目的なんでしょう？　予選突破すれば充分単位が貰もらえるから、本戦まで戦う必要は……」

「学園を出る事なんか、今はどうでもいいんです。私は貴方を守りたい。それに……」

「それに？」

　プルは、にっこりと微笑ほほえみかけた。

「貴方がいなくなったら、私の好きな人が悲しみますから」






†六章　裏天王山









『私と同様、皆さんも今日この時を待ちわびていたのではないでしょうか！』

　兔と丸まるの声に、煉獄学園北側コロシアムを埋め尽くす客が大歓声と足踏みで応じる。

『いよいよ暗黒狂宴サバト学内予選も準々決勝。いずれも好カードですが、中でも最注目はこれからの試合でしょう──リベリオンズＶＳ樹いつきチームです！』

　刀夜たちは既に入場を終え、バトルフィールド中央で樹チームと向き合っていた。

《仇あだ花ばな》樹樹じゆ花か、《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじ、《人でなしの恋》油あぶら谷たに琢たく三ぞう──三人の強烈な漣気エーテルがビリビリと伝わってくる。

（だが、この人から感じる漣気は……）

　刀夜は風見鶏を見て、右目でまばたきを三回した。




風系　Ｓ級異能者

シンクロ値　１０８




　以前の『75』よりかなり高くなっている。特に見た目に変化はないが……。

「気づいたようだな、灰はい咲ざき」

　風かざ見み鶏どりはニヤリと笑い、得意げに一回転する。

「今日の装よそおいは、英字新聞にしてみたんだ」

「そこではない」

「!?」

　何な故ぜか愕がく然ぜんとし、よろめく風見鶏。

　その頭を、樹いつきが背伸びしてナデナデした。そして刀とう夜やを咎とがめるように睨にらんでくる。

「……よくわからんが、俺様が気づいたのは風見鶏の風系シンクロ値についてだ」

「そ、そっちか。では上昇した理由を教えてやろう……」

　風見鶏は、気を取り直すように何度か深呼吸。

　そして胸元に手を当て、高らかに叫んだ。

「それは──長らく住んでいた段ボールハウスを、撤てつ去きよしたからだッ！」

「えっ」「そうだったのでござるか!?」

　樹と油あぶら谷たにが驚いている。チームメイトも知らなかったようだ。

「私は矛盾に気づいたのだ。強くなるためにホームレスになったのに、いつしかあの段ボールハウスに安あん住じゆうしていたことに」

　風見鶏は目め頭がしらを押さえ、天を仰いで慟どう哭こくする。

「だがこれで私に帰る場所はない。混じりっけなしの《失楽園ホームレス》ッ！」

　兔と丸まるが感動したように、声をふるわせた。

『な、なんという覚悟ッ！　風見鶏選手は帰る場所を自ら無くし、この決戦に挑むのです。まさに背水の陣！』

『まあ段ボールだし、簡単に再建できそうな気はするけどもな』

　亀かめ山やまが身も蓋ふたもないことを言う。

　刀夜はゾクゾクした。風見鶏ほどの異能者が、自分たちと戦うためにそれほどの準備をしてくれたのだ。

「面白い。俺様もこれを用意してきた甲か斐いがあったというもの」

　刀夜はコートをはためかせ、腰に佩はいた天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを露あらわにした。

　コロシアムにどよめきが広がる。

　今までの鞘さやの形状とは、まるで違っていたからだ。黒い翼状の形をしていて、所々に血のような色の石が埋め込まれている。

『灰咲選手の鞘の形が変わっています！　これはどういう事なのか!?』

　刀夜は腕時計型端末を操作し、メールを作成しはじめる。

　送り先は実況の兔丸。アドレスは以前貰もらった名刺に記載されていたものだ。

『あっ！　灰咲選手から、私宛あてにメールが来ました。彼いわくあの剣は、古いにしえより伝わる伝説の剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリ……えっ!?　あの古事記の、神産みの剣!?』

　観客のざわめきが、さらに大きくなる。

『な、なんとその鞘さやを〝俺様にふさわしい形に変えてやった〟だそうです!!』

『おおぅ、文化への冒ぼう瀆とくだべなぁ。だげども、禍まが禍まがしい形にしたことで闇系シンクロ値が以前より上がってるべ』

　刀とう夜やは立て続けにメールを送る。

『あっ、追加情報です……こ、これはすごい」

『なんだべ？』

『あの剣には神話と同じ特殊能力がありまして〝多くの人の想おもいがこもったもの〟を切れば、神を生み出せるそうです！』

『そ、それは凄すごいべが……なぜそれを今、バラしちまうんだべ？』

　亀かめ山やまの疑問は当然だろう。能力を自分から明かすなど、普通なら悪あく手しゆでしかない。

（だがこれは、のちの布石になる）

　戦力で上回る樹いつきチームに勝つため、不可欠なことなのだ。

　試合前のやりとりが交わされる中、油あぶら谷たにが苛いらだたしげに足を踏みならした。彼の後ろには、相変わらず等身大美少女フィギュアのマロンが浮遊している。

「そんなのどうでもいいでござる！　灰はい咲ざき、一ひ二ふ三みタンはどうしたでござる!?」

　油谷の質問は、コロシアムにいる皆の気持ちを代弁したものだろう。一二三の姿はバトルフィールド上にないのだ。

　代わりにあるのは……刀夜が持ってきた、鈍く輝く直方体の箱だ。

『ＤＡＮＧＥＲデンジヤー』と書かれたテープが沢山貼られ、実に不気味な雰囲気を醸かもし出している。

「一二三……？　あのガラクタなら、ここにあるぞ」

　刀夜が箱を乱暴に蹴ると、勢いよく白い煙が噴き出した。

　そして箱は花びらのように開いていき……

　目を閉じて直立する、一二三が姿を現した。

　兜かぶとと軽けい鎧がいをつけ、悪魔のような翼を持つ、新しいパワードスーツ姿である。

『ひ、一二三選手の姿も変わっています！　あ、また灰咲選手からのメールが来ました。ええと……〝俺様が自ら裸に剝むき、さらに上等な殺さつ戮りく人形に改造してやった〟とのことです！』

　一二三がカッと目を見開き、漆黒の翼を大きく羽ばたかせた。

　そして両手を広げて体を反らし、咆ほう哮こうする。

「ｇｒｙｙｙｙグリイイイイィイイイイイイイッ　コロスコロスコロスッ！　全すべてを壊すデスッ!!」

　狂乱した姿に、油谷が顔色を失った。

「な、なんてことを!!　灰咲、許さないでござる！」

「なにがだ？」

「一ひ二ふ三みたんはロボ！　だけど僕たちと生きる仲間でござる!!　それを貴様は……」

　刀とう夜やは一二三の兜かぶとを叩たたきながら、油あぶら谷たにへ中指を立てた。

「何を寝言ほざいてやがる。こいつは道具なんだよ、兵器なんだよォ」

「く、くそぉっ、一二三タン、一二三ターン!!」

　油谷が涙をこぼし、喉のども裂けよとばかりに叫んだ。

　すると……一二三のガラス玉のような瞳ひとみに、微かすかな光が宿る。

「この声ハ……とても暖カイ……」

「ひ、一二三タン、僕の声が聞こえるのでござるね!!」

「助けテ、くだ、サイ……油谷サマ……もう人を、傷つけたくナイ……私の理性が、僅わずかデモ残っているうちニ……」

「ああ。灰はい咲ざきをブッ倒して、君を解放するでござるよ！」

　いきりたった油谷を、風かざ見み鶏どりが慌てて止める。

「ま、待て油谷！　これは明らかに挑発──」

（もう遅い）

　刀夜は萌もえ先生に合図を送った。このために昨日賄わい賂ろを送っておいたのだ。




「それではリベリオンズＶＳ樹いつきチーム」




『えっ!?　まだ試合開始時刻まで少しありますよ、萌先生、萌先生っ！』

　制止する兔と丸まるを無視し、萌先生は早口で叫んだ。




「レディ──ファイトッ！」




　多少強引に、試合は開始された。

「内臓ブチまけるでござる、灰咲ィィィ!!」

　油谷が両手を突き出すと、刀夜へ向かってマロンが飛んできた。

　美少女フィギュアとはいえ、位い階かい９位の漣気エーテルで強化すればミサイルに匹敵する武器となるのだ。弱い異能者がまともに食らえば肉体が四し散さんするだろう。

「ぐっ……！」

　紙一重でかわした刀夜を、油谷があざ笑う。

「ふふふ、いつまで持つでござるかな。一二三タンを弄もてあそんだ罪、その命で償うのでござるよ！」

　マロンは獲物を狙う猛もう禽きんのごとく、空中で旋回していたが……

　突如飛来した無数の銃弾により、粉砕された。

「ま、マロンた────ん!!」

　油あぶら谷たにが絶叫し、発砲された方向を睨にらみつける。

　そこでは……一ひ二ふ三みが《二挺の殲帝カリギユラ＆ネロ》を構えていた。

『一二三選手がマロンを撃ち砕きました！　ですが、どういうことでしょう。それほど威力がある攻撃には見えませんでしたが……」

『改造された一二三は、それほど強力ということだべか？』

　無論それだけではない。

　刀とう夜やはマロンをよけた際に手で触り、『破は獄ごく』をかけて硬度を下げたのだ。

　油谷は強力な異能者だ。だが操れるのが物質である以上『破獄』の餌え食じきでしかない。

「な、なぜでござる!?　一二三タン！」

「ごめんなサイ油谷サマ。私、独占欲が強いモノで『他の女』を許せなかったんデス」

「か、可愛かわいいでござるよ一二三タン!!」

　油谷が破は顔がんしたが、すぐにその表情は大きくひきつる。

　冷や汗を浮かべて後ずさり、

「……で、でも何な故ぜいま、僕に武器を向けてるでござる？」

　一二三は《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザーｍｋ-２マークツー》を具現化し、油谷へ狙いを定めていた。

「あっ、いま完全に理性なくなりまシタ。《虚こ空くう剣けん帝てい》に操られて辛つらいデスー。油谷サマ、貴方あなたに会えて幸せだったデスー」

　白々しい棒読みとともに、凶悪な威力のビームを放つ。

「ぼごぁあべぇごえええあああああ!?」

　油谷はゴム鞠まりのごとく吹っ飛び、空中を舞い……観客席へ頭から突き刺さった。

『一二三選手、《人でなしの恋》油谷選手を倒しました！　試合は早くも大きく動いています！』

（よし、ここまでは筋書き通り）

　刀夜は心中ほくそ笑む。一二三の演技のおかげで、油谷の初撃を刀夜に向けることができた。

「何をしているの油谷。やはりあなたは肥料にするの」

　ため息混じりに呟つぶやいたのは、樹いつきだ。

　木の杖つえを掲げ、クルリと回す。すると彼女の背後の床が爆ばく砕さいし、数百本の木々が飛び出してきた。

　桧ひのきや杉、バオバブ、セコイアなど種類は様々で、一本一本が天井に届くほど高い。

　それらの幹が触手のようにうねり──プルめがけて殺到する。

　プルは錫しやく杖じようから炎を放つものの、とても全すべてを焼きつくせるものではない。その華きや奢しやな体が、大波のような植物に飲み込まれようとした時……

「《絶対防衛壁マジノライン》！」

　一ひ二ふ三みがコンクリート状の壁を具現化させ、植物を阻止した。

　間髪いれず黒い翼を羽ばたかせ、頭上へ飛ひ翔しよう。

《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザーｍｋ-２マークツー》を両手で構え、裂れつ帛ぱくの気合いを込めて叫ぶ。

「マスターに──手を出すなアッ!!」

　銃口から放たれた光の奔ほん流りゆうが、木々をなぎ払っていく。

　プルも炎を広範囲に放ち、大量の植物を焼き払った。

『こ、これは凄すごい！　位い階かい２位の《仇あだ花ばな》を相手に、二人とも一歩も引きません！』

（いや、それほど長くはもたない）

　樹いつきは顔色一つ変えず、底無しと思えるほどの漣気エーテルで植物を具現化しつづけている。その物量にいずれ押し切られるだろう。

（そうなる前に、早くこの人を倒さなければ）

　刀とう夜やは目の前に立つ、新聞紙を着た少女を見つめた。

　位階５位《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじ。全身にまとう竜巻のごとき漣気で、茶色の髪が激しく躍おどっている。

「ふふふ、私は嬉うれしいぞ。こうして君と戦えるのだからなッ！」

　双そう手しゆを蟷螂かまきりのように構え──

「《双そう漣れん坑こう孔こう拳けん》！」

　突きを放ってくる。名前はかっこいいが、自販機の釣り銭取出口を漁あさることで鍛えた技だ。

　その威力はまさに必殺で、食らえば肉をごっそりと抉えぐられるだろう。

　突きに慣れてきたと思えば、手刀による足払いがくる。

「《暗あん低てい渫せつ々せつ掌しよう》！」

（これは、自販機の下の小銭を拾う動き！）

　刀夜はバックステップでかわしつつ、風見鶏の強さに感嘆した。

（恐ろしい人だ）

　一体どれほどの自販機を漁れば、こんな力を得られるというのか。

《失楽園》は子供のように唇くちびるを尖とがらせながら、

「たったそれだけの漣気で、よく凌しのぐものだが──レイズを使わぬとは、私も舐なめられたものだな」

（使う、使うが……まだだ）

　レイズは『刹せつ那なより短い時間』しか全力で戦えない。それでは今の風見鶏を倒せないだろう。

　彼女のシンクロ値を下げねば、勝ち目はない。

　そのための手は打ったが、もう少し時間がかかるようだ。

（プルと一ひ二ふ三みは、大丈夫か……？）

　バトルフィールドの一角を見ると、ドーム状になった《絶対防衛壁マジノライン》があった。

　一二三は防御に徹し、プルとともにあの中にいるようだ。

　対して樹いつきは、何本もの巨大な木を破は城じよう槌ついのように叩たたきつけている。

　その一撃一撃が、コロシアム全体が軽く揺れるほど。中にいる二人は殺人的な轟ごう音おんに耐えていることだろう。

《絶対防衛壁》に小さな亀裂が走り、樹はそこから蔦つたを侵入させはじめた。

『樹選手の植物が、《絶対防衛壁》の中の二人を捕まえ──いや、まだです！』

　蔦が突然、激しく燃え上がった。

　プルによるものだろう……二人のチームメイトは協力しあって、位い階かい２位の《仇あだ花ばな》をくい止めている。

（俺が風かざ見み鶏どりさんを倒すまで、持ちこたえてくれ）

　刀とう夜やはそう願いつつ、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを構え直す。

　風見鶏が軽やかにステップを踏みながら、

「《虚こ空くう剣けん帝てい》よ、そろそろ決着をつけるぞッ！　漣気エーテルを最大限に使った、私の最強の攻撃で！」

　そして再び蟷螂かまきりのような構えをとった瞬間に……異変は起こった。

「う……な、何っ!?」

《失楽園ホームレス》が驚きよう愕がくし、焦あせった様子で己おのれの体を見つめる。

　竜巻のようだった漣気が弱まり、激しく躍おどっていた髪も落ち着いている。

『あ、あれぇっ!?　風見鶏選手の風系シンクロ値が、どんどん下がっていきます！』

『なんだべなんだべ？　灰はい咲ざき刀夜が何かしたようには見えなかったぞ!?』

　兔と丸まるや亀かめ山やまと同様、観客がざわめきだす。

　だがすぐに、その視線は刀夜一人へと集まった。

　みな確信しているのだ……『《虚空剣帝》が何かやったに違いない』と。

　刀夜はその期待に応こたえるように、高笑いをはじめた。

「ククク……フハハハハハハハハ────ッ!!」

　前髪をかきあげ、悪あく辣らつそのものの嘲ちよう笑しようを浮かべながら、

「《失楽園》よ──いや、その二つ名は相応ふさわしくないな。貴様には帰る家があるのだから」

「なんだと!?　言ったではないか。我が段ボールハウスは撤てつ去きよしたと！」

　刀夜は風見鶏を焦じらすように端末を操作し、メールを打ちはじめる。

　送り先は、協力関係を結んだ『異能ファッションショップＯＢＯＲＯオボロ』の女性店員だ。

　続いて放送席を見上げ、命じる。

「兔と丸まるよ。これより貴様にテレビ電話がかかってくる。その画面をコロシアム中央のモニターに映せ」

『じ、自由すぎますよぅ……あっ、確かにかかってきましたね。では映像をモニターに映します！』

　巨大モニターに表示されたのは、滑り台やシーソー、砂場、広々とした芝しば生ふなど。三千世界の中央にある、大きな公園だ。

「こ、ここは私が住んでいた公園……」

　風かざ見み鶏どりは呆ぼう然ぜんとモニターを見上げている。

　そして──水飲み場の前にある段ボールハウスを見て、蒼そう白はくになった。

「あ、あれは我が段ボールハウス!!　なぜ元に戻っているのだ!?」

　画面の中では数人の黒くろ子こが、せっせと段ボールハウスを直している。ＯＢＯＲＯオボロの女性店員と、その部下たちだ。

「慈悲深い俺様が、しもべを使って元に戻してやったぞ！　場所は以前、貴様に教えてもらったからなぁ!!」

　風見鶏は、ギリッと奥歯を嚙かみしめた。

　荒ぶる心を落ち着けるように深呼吸し……刀とう夜やに人差し指をつきつけてくる。

「灰はい咲ざき、この戦法には欠点があるッ！」

「ほぉ？」

「段ボールハウスを元に戻しても、Ｆ級のお前に勝ち目はないのだ。ハウスがあった時でさえ、Ｓ級である私のシンクロ値は75はあったのだから」

「クククク、まさに浅知恵。この《虚こ空くう剣けん帝てい》が、そんな事を考慮しないと思ったか？」

「ど、どういう事……あぁっ!?」

　風見鶏がモニターを再び見上げ、悲鳴をあげる。

　店員たちが、段ボールハウスにソファやテレビ、テーブル、ウォーターサーバー、なんとエアコンすら運び込んでいるのだ。ハウスの外がい壁へき沿いには発電器も見える。

『こ、これは下へ手たな家より快適です！　段ボールハウスが充実するにつれ、風見鶏選手の風系シンクロ値が下がっていくッ！』

「私のホームレス戦法が、こんな方法で……!?」

　風見鶏が、目眩めまいを起こしたようによろめいた。

　そのとき突如として、野太い声が響ひびきわたる。

「おかしいでござるよ！」

　油あぶら谷たに琢たく三ぞうだ。

　いつのまにか復活していたようで、バトルフィールドの端をばんばん叩たたいている。

「これは反則でござる！　外部の人間がシンクロ値を下げてるでござるよ！」

　この反論も想定ずみだ。刀とう夜やは薄笑いで油あぶら谷たにを見下ろす。

「ほぉ？　では一昨日おとといのベスト16、児こ山やまチーム戦。試合に参加しなかった貴様が児山のシンクロ値を下げたな？　あれは反則ではないのか？」

「げふぅ！」

　まさにブーメラン。油谷はあの時の余計な行動で、己おのれの首を絞めることになったのだ。もちろん刀夜は暗黒狂宴サバトのルールを全すべて読み、違反ではないと確認済みである。

　油谷は「ぐぬぬ」と歯ぎしりしたあと、

「風かざ見み鶏どり氏、これ以上シンクロ値が下がらないうちに、一刻も早く灰はい咲ざきを仕留めるでござる！」

「ああ、その通りだ……」

　風見鶏が蟷螂かまきりの構えをとった。鳶とび色いろの瞳ひとみに再び戦意が宿っていく。

「この《失楽園ホームレス》は負けん！　我が友、樹じゆ花かの夢のためにな！」

『地球を作り替え、植物のハーレムを作る』というロクでもない夢だが……風見鶏の眼光は、どこまでも真まっ直すぐだ。

（その志こころざしを打ち砕き、俺は姉さんを救う！）

「ゆくぞッ《虚こ空くう剣けん帝てい》！」

「来い《失楽園》ッ!!」

　風見鶏が疾風のごとく突進してきた。

　そして刀夜の足を刈り取るように、右手をなぎ払ってくる。《暗あん低てい渫せつ々せつ掌しよう》だ。

　後ろへ跳んでかわした刀夜へ、風見鶏が双そう手しゆによる追撃を放ってくる。

　釣り銭取出口で鍛錬を重ねた、必殺奥義！

「受けろ《双そう漣れん坑こう孔こう拳けん》ッ!!」

（ここだ！）

　刀夜は一気に漣気エーテルを放出し、爆発的に身体能力を高めた。

　全身が黒い炎をまとったように闇色に輝く。一日一度しか使えない『レイズ』を発動したのだ。

　風見鶏の双手をかわし──

　彼女の超スピードを逆用して、その胴へ必殺のカウンターを放つ！

（灰咲天てん凱がい流りゆう奥義《明めい鏡きよう水すい月げつ》！）

　漣気でガードされたために斬きれてはいないが、手て応ごたえは充分。

　風見鶏をバトルフィールドに強烈に叩たたきつける。

　彼女は激しくバウンドし、がはっと息を吐いた。

　嵐のような大歓声の中……大の字になった風見鶏は、晴れやかな笑顔で刀夜を見上げてくる。

「み、見事だっ……この《失楽園ホームレス》！　君と戦えたことを誇りに思うぞ！」

（俺もですよ。風かざ見み鶏どりさん）

『悪役ヒール』を演じずに敬意を込めて、風見鶏だけに見えるよう微笑する。この恐るべき使い手とは、いつかギミック無しで戦いたいものだ。

　風見鶏は不意を突かれたように狼ろう狽ばいし、頰ほおを染める。

「あぅ……そんな顔も……するんだ……」

　そして眠るように瞳ひとみを閉じた。気絶したらしい。

　彼女のもとへ萌もえ先生が駆けより、続行の可か否ひを確認し──両手で×バツを作る。

『これは大変なことになりました！　灰はい咲ざき選手の空前絶後の奇策、そしてレイズにより樹いつきチームに残るは樹選手のみ！　対してリベリオンズは何と全員が健在！』

『思わぬ展開だべなぁ！　今回も番狂わせを起こすんだべか!?』

『ではもう一つの戦線に、再び目を移してみま──あっ！　こちらも大きく動き出しています！』

　コロシアム内に轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

　樹が叩たたきつけた大たい木ぼくが、ドーム状の《絶対防衛壁マジノライン》へ大穴をあけたのだ。

　そして蔦つたが巨人の手のように、ドーム内をまさぐりはじめる。

　プルと一ひ二ふ三みは、炎や銃火器で抵抗しているようだが……

「えいなのっ」

　樹が蔦を引き抜くと、その先端に一二三が絡からめとられていた。

「ぐっ！　は、離せデス！」

　一二三は懸命にもがくが、束縛は強くなるばかり。幼い肢体に蔦がギリギリと食いこんでいく。

　プルが炎で救出を試みるが、大量の木によって阻はばまれてしまう。

　樹が無表情で一二三を見上げながら、

「実によく戦ったの……お前はロボだから肥やしにできない。私の植物ハーレムの管理係にしてやってもいいのッ！」

　力まかせに、一二三を場外へ叩きつけた。

　大きなダメージを受けたのか《絶対防衛壁》は消えてしまう。

『一二三選手、場外！　これでリベリオンズは残り二人です！』

『しかも、もうレイズが使えねぇ灰咲は戦力外！　これは樹チームに軍配が上がるんだべか……？』

　蔦から解放された一二三は、うつぶせで呻うめいている。

　痛みと悔しさで表情をゆがめ、刀とう夜やとプルを見上げてきた。

「ごめん……なサイ……」

　刀とう夜やの瞳ひとみに、熱いものが浮かんだ。

　謝る事など微み塵じんもない。油あぶら谷たにを仕留め、刀夜が風かざ見み鶏どりを倒す時間を稼いでくれた。

（お前の奮戦、無駄にはしないぞ！）

　刀夜はバトルフィールドを駆け抜け、プルを護まもるように立った。

「刀夜君！　一ひ二ふ三みが……」

「ああ。アイツの頑張りに応こたえるためにも勝とう」

　プルが唇くちびるを引き結び、錫しやく杖じようを握りしめた。

　赤い瞳に強い意志を宿し、バトルフィールドの中央を睨にらみつける。

　そこには……《仇あだ花ばな》が女王のように悠ゆう然ぜんと立っていた。

　彼女の背後は、もはや巨大樹の森のような有様だ。千本はあろうかという木々が、次の獲物を求めるようにうねうねと動いている。

　樹いつきが、ゆったりと杖つえの先端を向けてきて、

「灰はい咲ざき刀夜、お前が次の相手なの？」

　刀夜は、アプリで樹を計測した。




Ａ級　土系異能者

シンクロ値　２００




（相変わらず、とんでもねぇシンクロ値だ）

　もうレイズが使えない刀夜には、絶対に倒せない。この状況を想定し、プルに詠唱を覚えてもらったのだが……

　Ｂ級異能者のプルに対し、樹はＡ級だ。シンクロ値を下げねば倒すことはできない。

（今こそ、プルの考えた策を使う！）

　刀夜はコートのポケットに手を突っ込み、中身を握りしめた。

「樹、これを見ろ！」

『おぉ、灰咲選手が再び何かするようです！　今度はどのような奇策が飛び出すのかぁ───!?』

　兔と丸まるが期待を込めて叫ぶ。

　大観衆の視線を一身に集めながら、刀夜は手を高々と掲げた。

『……??　こ、これは……葉っぱ、でしょうか？」

　コロシアムが、ざわめきに包まれた。

『解説の亀かめ山やまさんっ、これは一体』

『わ、わがんねぇ……もうオラ、解説やめたくなるべよ……』

　困惑する二人同様、観客達も不思議そうに顔を見合わせている。

　だが樹いつきだけが、葉に激烈な反応をしめした。今までの無表情が噓うそのように、緑柱石エメラルドの瞳ひとみを見開く。

「そ、その色と形、間違いないの……神木さんの葉っぱなの！」

　さすが植物性愛者デンドロフイリア。葉を見ただけでわかったらしい。

　杖つえを砕けそうなほどに握りしめ、刀とう夜やを睨にらみつけてくる。

「もしや……大和やまとチーム戦でビルを人質にしたみたいに、神木さんを!?　だったら絶対に許さないの！」

「おいおい、何を勘違いしているんだ？」

　刀夜は芝居がかった仕草で肩をすくめた。

　そして天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを見せつけるように、高々と掲げ、

「試合前に聞いただろう。俺様はこの剣で神を産み出せる。つまりこの葉を斬きれば──神木の神を産むことができるのだ」

「え、神木さんの？」

　樹の表情が一変した。

　もじもじと内股になり、可愛かわいらしく頰ほおを赤らめながら、

「あ、あのね。神木さんは、私が地球を改造して植物ハーレムを作ったら、夫になってもらうお方なの」

「そうか。よければ俺様が神産みをして、話をさせてやろうか？」

「ほんとなの!?」

「もちろんだ。好きなだけ未来の夫と語りあうがいいッ！」

「わーい、やった、やったの────ッ!!」

　樹のテンションと裏腹に、大観衆は啞あ然ぜんとするばかりだ。

　異様な雰囲気の中、刀夜は『神産みの儀』を始める。

「我が愛剣にして天てん剣けん、十じゆつ拳けん剣けん、天之尾羽張よッ！　天あまの八や重え雲くもを厳いづの道ち分わきに道分きて、聞こし召さん！」

　左手で複雑な印を組み、祝詞のりとを口ずさむ。

　そして神木の葉を空中へ放り──切断した。

「今こそ神産みの儀、願い祓はらい奉る！」

　バトルフィールドに落ちた葉が変化していき、緑色の埴はに輪わのような形になった。

　そして刀夜を見上げ、厳おごそかに言葉を紡つむぐ。

『人間よ　何なに故ゆえ　我を　再び産んだ』

「そこにいる超可愛い子が、お前と話したいとさ」

『何』

　刀とう夜やが指さした方向へ、神木が体ごと振り返る。

　そこでは樹いつきが、長い髪を必死に整えていた。

　着ているローブの皺しわを伸ばし、何度も深呼吸したあと、

「し、神木さん。ずっとずっと、貴方あなたとお話したかったの」

『何なに故ゆえか』

「太くたくましい幹、悠ゆう然ぜんと光合成するお姿、カップルを見守る優しさ……すべてが私の理想なの」

　そして瞳ひとみをぎゅっと閉じ、想おもいを告げる。

「ずっと前から好きだったの!!　是ぜ非ひ私の夫になって欲しいの！」

『よかろう　是非　夫婦めおとになろう』

「え、いいの!?」

　樹が満面の笑顔になって、万歳しながら飛び跳ねる。

　そして神木の神が、短い両手を広げ、

『我が妻よ　いざここへ　さあ　只管ひたすら　交合まぐわうべし』

「え、今……なの？」

『もはや　一刻も待てぬ　ねっとりした　尋常ならざる　激しい交尾　ただそれだけを　希こいねがう』

「……」

『我の前で　告白した　腐れカップルども　我らの営みに　刮かつ目もくせよ　あとできるだけ　苦しんで　死ね』

　愛するモノの本性を知り、樹は両膝ひざをついた。その顔は魂が抜けたかのようだ。

（ナイス神木、期待以上のゲスっぷりだ！）

　樹の土系シンクロ値を高めていたのは、植物への愛。今それは冷めかけているはず。

　刀夜は右目を三度まばたきし、アプリを起動させた。




土系　Ａ級異能者

シンクロ値　98




　樹のシンクロ値が『２００』からガタ落ちしている。今こそ千せん載ざい一いち遇ぐうの好機！

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを振り降ろし、叫ぶ。

「プル、今だぁッ！」

　プルが両手で錫しやく杖じようを掲げると、しゃらん──という澄んだ鐶かんの音が鳴り響ひびいた。

　そして高らかに、詠唱をはじめる。

「〝我は一切有う情じようを灼やき尽くす　火か焰えんの殲せん姫き……〟」

　紅ぐ蓮れんの髪が大きくなびく。床を炎が奔はしり、巨大な魔法陣を描きはじめる。

『炎系っぽさ』にシンクロ値が高まり、比例して漣気エーテルも増大してゆく。

「〝叫び　戦慄おののき　互いの訃ふ音いんを紡つむげ！〟」

　炎の女神のごとき姿に、神木の神が身み震ぶるいした。

『恐るべき　攻撃がくる　妻よ　どうにかして耐えよ　死ぬな　我と交合まぐわう　その日まで』

　ゴミのような台詞せりふとともに、バトルフィールドの外へ逃走した。

　樹いつきのシンクロ値がさらに『67』へと下がる。心なしか、彼女が具現化した植物も萎しおれているようだ。

（よしよしよし、いいぞ神木！　後で何かお供えしてやるからな！）

　プルのシンクロ値は、現在１２１。これならいけるかもしれない。

　だがその期待感に水を差すのは、いつものようにあの人だった。

「フハハハハハ、我が娘、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスよ！」

　声の方──貴き賓ひん室しつを見上げれば、ガラスの向こうで学園長が高笑いしている。

　黒こく扇せんの先端をプルに向け、

「変われば変わるものだなぁ？　あれほど厨ちゆう二に的な行為を嫌っていた汝なんじが、今やこんな大観衆の前で詠唱をし、魔法陣まで作っているのだから！」

「……！」

　プルが唇くちびるをかみしめ、ぎゅっと目を閉じる。

　だがそれでも詠唱はやめない。

「〝……煮にえ滾たぎる血けつ河がの波は濤とうッ！　爆ばく炎えんの抱ほう擁よう！〟」

　それはきっと……恥ずかしさより、勝利の方がずっと大事だからだ。

　一ひ二ふ三みの奮闘に報いるため──そして氷ひよう華かを守るために。

　刀とう夜やはもう一度、プルを計測する。




炎系　Ｂ級異能者

シンクロ値　１５５




　学園長も計測したらしく、驚きの声をあげる。

「な、何!?　炎系シンクロ値が更に……あっ!?　羞しゆう恥ちか！」

　そう──『羞恥』。

『愛』などと同様、炎系シンクロ値をあげる要素だ。

　プルは母親からの嘲ちよう笑しようすら、シンクロ値を高めるために利用したのだ。

「〝寂じやく滅めつの救済も能あたわず　中ちゆう劫ごうの時を灼やかれ続けよ！〟」

　詠唱が終わる。プルが炎で描いた床の魔法陣は、沢山の巨大樹をすべて包みこむほどに巨大だ。

　炎系シンクロ値は１６０にまで高まっている。今の樹いつきを仕留めるには充分だ。

（これで倒せなければ負けだ……頼む！）

　刀とう夜やは勝利を託し、仲間の背に手を当てた。

　大和やまとチーム戦で己おのれの無力を嘆いていたプル。あの時の姿が噓うそのように、力強く頷うなずき返してくる。

　そして錫しやく杖じようを──勢いよく突き出す！

『灼やき尽くせッ！　涅ね槃はん……業ごう炎えん殺さつッ!!』

　先端の赤い宝玉から、激烈な爆ばく炎えんが放たれた。

　樹──そして背後の巨大植物もまとめて、炎に包み込む。木々は一瞬で燃え上がり、続々と倒れていく。

　余よ波はから守るため、刀夜はプルを抱きよせた。熱風と黒煙がコロシアム内をかけめぐり、炎は天井を赤々と照らす。

　ダメージコートがはためき、観客の悲鳴と木々が爆はぜる音が耳じ朶だを打つ。

　ほどなくして、植物は燃えつき……場内に静けさが戻ってきた。

　焦げた匂いが辺りに充満し、目の前には、森林火災の跡のような光景が広がっていた。

　息を荒げる紅ぐ蓮れんの髪の少女を、刀夜はねぎらう。

「プル、やったな。見事だった」

「はい……」

　プルが力無くもたれかかってきた。

　そして、達成感でいっぱいの笑顔で見上げてくる。

『羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス選手の、途と轍てつもない攻撃でした。これはいくら樹選手でも──』

　その実況を遮るように。

　めきめきめき、と炭が砕ける音がした。

　そして……焼け跡から、一本の太い蔓つるが飛び出した。

　その先端に樹が片膝ひざをついていた。その全身は煤すすで汚れ、荒く息を吐いている。

「今のは……今のは、本当に危なかったの……」

（た、耐えやがった！）

　驚きよう愕がくする刀夜をよそに、場外へ逃げていた神木の神が飛び跳ねた。

『我が妻よ　そなたの無事を　我は言こと祝ほぐ　いざ　交尾するべし』

　そんな神を、樹が大たい木ぼくで叩たたきつぶした。

「確かに神木さん……いや、神木野郎は私のイメージと違っていたけど」

　焼け跡から大量の芽が生え、ビデオの早回しのように急速に成長してゆく。

「植物はまだまだ沢山あるの。その中には、私と相性ぴったりの木もいるかもしれないの！」

　気持ちを立て直したようだ。アプリで計測すれば、シンクロ値が急激に回復しはじめている。

　これでは、プルがさっきと同じ威力の攻撃を放っても倒せまい。

（どうする……どうする!?）

　焦あせりが心を支配していく。

　刀とう夜やが全力で戦えば、樹いつきを倒すことはできるだろう。

　だがそれは、学園長との契約を破る行為。勝っても刀夜の暗黒狂宴サバトは終わってしまう。

（だが見られなければ、誤ご魔ま化かしようはある！）

　刀夜はプルの耳に唇くちびるを近づけた。

「一瞬でいい。巨大な炎で客やカメラから俺を隠してくれ。その間に俺が樹を──」

　指示の途中で、端末が着信を告げた。

『通話』にすると、学園長の嗜し虐ぎやくに満ちた声が聞こえてくる。

『《虚こ空くう剣けん帝てい》よ、インチキはするな。妾わらわは決して見のがさん。いいか、汝なんじが一日のうちで本気を出せるのは〝刹せつ那なより短い間〟一度だけなのだッ！』

　咄とつ嗟さのひらめきを見破られたらしい。

（く、くそったれめ……!!）

　奇策も正攻法も、もうタネ切れだ。

　卑ひ怯きような手を使っても、罵ば倒とうされても……氷ひよう華かを救うために、ここまで戦ったのに。

　苦悩する刀夜を、学園長が端末ごしにあざ笑う。

　そして樹のシンクロ値は上昇を続けていた。巨大植物を大量に具現化し、決着をつけるための準備を整えている。

　歯が砕けるほどに食いしばったとき……とつぜん両頰ほおを強く摑つかまれ、強引に右を向かされた。

　そこには、プルの上じよう気きした顔がある。

「とととと、刀夜君っ……!!」

　両手で刀夜の頰をはさみながら、背伸びして、唇を寄せてくる。

「プル、まさか……」

　彼女の考えがわかった。

　こんな大観衆の中でそれをすれば『羞しゆう恥ち』で炎系シンクロ値が高まるだろうが……

「だけど！　君が好きなのは夢の人──」

「あなたです」

　プルが強引に言葉を遮った。

　その表情には怯おびえ、そして愛いとおしさが溢れている。

「夢で見たのは刀とう夜や君！　四年前にわたくしと氷ひよう華かさんを守るべく戦った姿……お慕いしているのは、貴方あなたなんですッ！」

　脳天をブン殴られたような衝撃。

　だが同時に──今までの違和感が一気に氷解していく。

　プルは『刀夜の女』のギミックを演じる必要がない時も、焼き餅をやいていた。

　おとなしい性格なのに、刀夜を抱きしめたりする。

　そして以前、庭の道場跡でこんな話をした。




「ここは……道場ですね……」

「え、プル、覚えてるの？」

「いいえ。でも何度も見ましたから」




　覚えてないのに『何度も見た』……それは夢においてだったのだ。

「じゃあプル。誘拐事件の後、君の炎系シンクロ値が一気に上がったのは……」

「ええ、あなたが夢の人だとわかったからです」

　この子は煉れん獄ごく学園で再会する前から、ずっと刀夜に思いを寄せていたのだ。

　プルは緊張のあまり、呼吸すらまともに出来ないようだ。押し当てられる乳ち房ぶさから爆発しそうな鼓動が伝わってくる。












「わわわわ、わたくしの事を何とも思ってないのなら」

　頰ほおを挟む両手に力がこもる。

「野良犬に嚙かまれたとでも思ってください!!」

　やわらかな唇くちびるを、強く合わせてきた。

　怒ど濤とうのような大歓声が巻き起こり、端末からは学園長の『ぬぁああ!?』という声がする。

　脳髄がとろけそうな快楽の中で、刀とう夜やはボンヤリとまばたきした。




炎系　Ｂ級異能者

シンクロ値　２４３




　そして視界の片隅で、樹いつきが動き出した。大量の植物とともに二人へ襲いかかってくる。

「なにをしているの灰はい咲ざき刀夜、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス！」

　プルは唇を放し……右手だけを《仇あだ花ばな》に向ける。

　トロンとした瞳ひとみで刀夜を見つめ、甘い声で、

「あぁ……胸がいっぱいで頭がぐるぐるで、もうわたくし、壊れそうです!!」

　再びの、涅ね槃はん業ごう炎えん殺さつ。

　バトルフィールドごと包むほどの猛烈な爆ばく炎えんが、今度こそ樹いつきを焼き払った。






†エピローグ









『し……試合終了────!!　リベリオンズ、準々決勝でも見事な強者殺しジヤイアントキリング!!　優勝候補ＮＯナンバー２、樹いつきチームを破りました！』

『縦じゆう横おう無む尽じんの奇策、最後は大観衆の中での口づけで『愛』『羞しゆう恥ち』による炎系シンクロ値爆ばく上あげ。いやぁ、見所満載だったな……』

　亀かめ山やまが余韻に浸ひたるように、ふーっと息を吐く。

　観客も興奮さめやらぬ様子で、盛大な拍手をはじめた。リベリオンズは『悪役ヒール』だが、今の死闘はそんな事がどうでも良くなるほどのものだったらしい。

　だがその歓呼は、刀とう夜やの耳に届かない。いきなりの告白と口づけに、頭が真っ白になっている。

　それはプルも同様なようで、刀夜の背後にまわってコートを握りしめていた。顔も合わせられないのだろう。

　なんとかバトルフィールドから降りると、パタパタという足音が聞こえた。

　一ひ二ふ三みだ。

　軽快な動きを見ると、それほど大きな怪け我がはないらしい。

「刀夜……マ、マスター！」

　プルに思い切り抱きつき、涙声で、

「わ、私は──私は、嬉うれしいデスッ」

「ええ。貴方あなたのおかげで樹チームに勝てたわ」

「イイエ、ぼっちでヘタレのマスターが、告白するとハ」

「そこなの……」

　プルが苦笑して、小さな背中をさすった。

　一二三は盛大に泣き続ける。この子のおかげで、気まずい空気がわずかに和らいだ。

　三人は選手用通路へ出て、荷物を置いていた控え室に入る。

　室内には誰もいない。姿見やロッカーなどがあり、コロシアムのざわめきが遠くから聞こえてくる。

　プルにしがみついていた一二三が、ようやく離れた。

　そして刀夜の前に立ち、涙がまだ残る瞳ひとみで見上げてくる。

「で、どうするのデス？」

「え」

「マスターが頑張って愛を告げたのデスから、男らしく返事するデス！」

　刀夜はタジタジになったが、確かにこの子の言う通りだ。

　ちらりとプルを見ると、顔面蒼そう白はくになり、

「ひぃっ！　ま、待ってください！　心の準備が！」

　両耳を塞ふさぎ「あーあー」と声をあげた。周りの音をかき消しているのだろう。

　その姿を見て、刀とう夜やは優しく微笑ほほえんだ。

　義ぎ姉しの氷ひよう華かは大切な人だ。一緒にいるとこの上ない安らぎを覚える。

　一ひ二ふ三みのことは、妹のように思っている。

（そして、プルへの気持ちは……）

　刀夜は決意をかためた。

　プルへ近づき、両手を摑つかんで耳から引きはがす。

　不安でいっぱいの赤い瞳ひとみをのぞきこみ、一言一言を刻みつけるように、

「プル、俺は」

　大切な言葉を伝えようとした瞬間。

　──いきなり腕時計型端末が大きく振動し、着信を伝えた。

　また学園長からだったら無視しようと、画面を一いち瞥べつしたが……

「こ、光こう王おう院いん!?」

　しばらく連絡がとれなかった友人だ。

　慌てて通話に切り替え、端末に耳を当てる。

『やあ灰はい咲ざき、試合見たよ。勝利おめでとう……』

　光王院の声には元気が──いや、生気さえもなかった。

「ああ。ところでお前、その、大丈夫か？」

『………』

「おい、どうした!?」

　通話が切られる。

　かけなおしても、電源を切ったのか自動音声が聞こえてくるだけだ。

　嫌な汗が体を伝ってゆく。

　もしかして光王院は……自殺でもする気ではないのか。

　プルに告白の返事をしたいが、緊急事態だ。

　かたずを飲んで見つめていた二人の少女に、声をかける。

「いまから俺、光王院のとこに行ってくるよ」

「ですが、どこにいるかも分からないのでは……」

　プルがそこまで言って、ポッと頰ほおを染める。

「あっ、刀夜君にはアレがありましたね」

　刀夜はうなずいた。

　そして、告白してくれた少女の両肩をつかみ、

「返事は少し待っててくれ。光こう王おう院いんを何とかしてから、ちゃんと伝えるよ」
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　光王院晴はる斗とは、虚うつろな目でトボトボと歩いていた。

　周りには廃工場や朽ちた倉庫。ゴーストタウンとなった港湾地帯だ。

（ここなら、僕を笑う者はいない……）

　そんな事で、安らぎを覚える自分が悲しかった。

　──一年前、光王院は世界各国で暴虐の限りを尽くす邪じや龍りゆう王を倒した。

　息の根を止めることはできず、封印するしかない。

　光王院はあらゆる封印術を学んでいたが、強大な邪龍王に通用するのは──最大奥義の、股こ間かんに封印する術しかなかったのだ。

　実行に、むろん躊躇ためらいはあった。

　だが力を持たぬ人々を守るためなら、仕方ないと決断したのである。

　そしていま皮肉なことに……光王院は己おのれが守った人々に傷つけられている。ネットで激しく中傷され、自宅にまで酷い嫌がらせをされる。

　その事が、あまりにも悲しい。

　思い詰めた光王院は、自らの命を絶つためにここへ来たのだった。

　ぼんやり歩いていると、前方から足音が聞こえてくる。

　緩かん慢まんな動きで顔をあげれば、道をふさぐように五人の男が立っていた。

　一人一人違う武器を持っている。小こ太だ刀ち、湾曲刀シヤムシール、棍杖スタツフ、大鎌デスサイズ、刺突剣エストツク。国籍もバラバラなようで、髪や肌の色が皆ちがう。

　小太刀を佩はき、風呂敷包みを持った男が前へ出てきた。

「光王院晴斗だな？」

　また笑われるのかという恐怖に、身が竦すくんでしまう。

　男は苦笑を浮かべ、

「安心しろ。我々は君の味方だ」

「……？」

「君は『大転成パラダイム・シフト』後の世界に、不満はないか？」

　あるに決まっている。そもそも『大転成』のせいで、邪龍王のような空想上の生物が現れはじめたのだ。

　うなずく光王院に、男は満足げな笑みを浮かべ、

「では知っているか？　『大転成』を『なかったこと』にすらできる、世界変革の異能者がいることを」

　一瞬、息ができなくなった。

　心に活力が戻っていく。そんな異能が実在するなら……股こ間かんの邪じや龍りゆう王も、消滅させられるのではないか。

「そ、その異能者とは、誰だ？　何という異能なんだ？　教えてくれっ！」

　恥も外がい聞ぶんもなく、薬物中毒者のように男へすがりつく。

「田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスだ。彼女が持つ固有異能・アウローラは世界の理ことわりをねじ曲げる」

「た、田中さん……!?」

「だが彼女は、強力な異能者の一ひ二ふ三みといつも一緒だ。しかも《絶ぜつ対たい零れい姫き》と同じ屋敷に住んでいる。そのため手出ししづらいのだが……」

　男は薄笑いを浮かべ、

「君と田中は顔見知りだ。うまく誘いだしてくれれば、我々が彼女を確保する」

「……」

「むろん礼はする。アウローラにより君の邪龍王を消滅させると約束しよう」

　そうすれば……力を存分に発揮でき、来年の暗黒狂宴サバトで大活躍できるだろう。

　世間の奴やつらを、見返せるのだ。

　想像を膨らませる光こう王おう院いんに、男が手を差しのべてきた。

「さあ、我ら『黄金の暁會ゴールデンドーン』の一員となれ。そして新たな世界を──」

　光王院はゆるゆると手を上げ、前へ伸ばし……

　強烈に、男の掌てのひらをはじいた。

「……馬鹿にするな」

「なに？」

「この光王院晴はる斗と、どんなに落ちぶれても──友を売るものか!!」

　激高とともに愛刀『蛍ホタル丸マル』を抜き放つ。

　続いて三回まばたきし、異能観測アプリを起動した。

　男たち五人は、全員が異能者……しかもＡ級。

　Ｓ級の光王院なら勝つことは十分可能。だがそれは、本来の力を出せればの話だ。

「愚か者。貴様の弱点など全世界に知れ渡っておるわ！　邪龍王を暴走させて、のたうちまわれ！」

　男が風呂敷の包みをとき、光王院の頭上に放り投げた。そこから、えっちな本の切り抜きが数百枚は舞い降りてくる。

　股間を膨張させ、呪じゆ印いんの包帯で締め付けさせるつもりだろう。

　その狙い通り、光王院の股間が反応をはじめる。

（させるか！）

　蛍丸をくるりと回転させ、刃先を己おのれの太ふと股ももへ向ける。

　そして……微み塵じんもためらわずに、深々と突き刺した。動脈が切れ、血が噴水のように吹き出す。

　すると邪じや龍りゆう王の暴走は、止まった。

　股こ間かんが膨張するのは、性的興奮によって局部に血が集中するからだ。他の箇所から血を噴ふん出しゆつさせれば、それを防ぐことができる。

「しょ、正気か貴様──うぐぁっ！」

　小こ太だ刀ちを持った男を、光こう王おう院いんは鮮やかに斬きり伏せた。

（あと四人……僕の体よ、持ってくれ）

　太ふと股ももから血がとめどなく流れ、少しずつ目が霞かすんでゆく。

（おそらく僕は、ここで死ぬだろう）

　だが心は、不思議なほどに晴れやかだった。

　自ら絶とうとした命だ。仲間を守るために使えるなら悪くない。

「田た中なかさんに手は出させない！　地獄の道連れになってもらうぞ『黄金の暁會ゴールデンドーン』──」




「『黄金の暁會』だと？」




　突如、誰もいないはずの背後から返事がした。

（こ、この声は……まさか……）

　己おのれの肩越しに、後ろを見る。

　灰はい咲ざき刀とう夜やが、そこにいた。何も着ていないのは『八ヤ咫タ烏ガラス』で飛んできたからだろう。

「それに、プルに手を出させないって……お、おい！　酷い怪け我がしてるじゃないか！」

　刀夜が血みどろの太股に驚き、男たちを睨にらみつける。

「こいつらにやられたんだな」

「違うよ。邪龍王を鎮しずめるために自分でね」

　刀夜は一瞬ぽかんとしたが……散乱するえっちな切り抜きで、状況を察したようだ。

「お、お前、お前っ……!?　プルを守るために……」

「やれやれ、僕の最後の戦いかと思ったけど、君が来たからそうはならないようだ」

　感激を押し殺し、芝居がかった仕草で肩をすくめる。

「たまには僕にも、カッコつけさせて欲しかったよ」

「……なに言ってるんだ」

　光王院の手から、刀夜は蛍ホタル丸マルをとりあげた。

「お前は、ずっとカッコいいぞ」

「!!」

　傷ついた心に、その声は優しくしみこんでいく。

　世界はあまりにも残酷だが……

　それでも自分には、友がいたのだ。

　かつての英雄は膝ひざをつき、幼おさな子ごのように泣きじゃくった。




●




　灰はい咲ざき刀とう夜やは『黄金の暁會ゴールデンドーン』の四人と向き合った。

　周りには落書きだらけの工場や倉庫。おそらくここは港湾地帯だろう。

「刀夜、『黄金の暁會』は僕を仲間にし、田た中なかさんをさらうために協力させるつもりだったんだ」

　光こう王おう院いんはそれを断り、一人をしとめたらしい。

　こんな寂しい所で……たった一人で、仲間のために戦っていたのだ。

　テレポートしてきて、本当に良かった。

「晴はる斗と、太ふと股ももを縛って血を止めろ。こいつらは俺一人でブチのめす」

　それを大たい言げん壮そう語ごと見たか、『黄金の暁會』のメンバーが包囲をせばめてくる。

「飛んで火に入る夏の虫とはこのことだ……な、なぜ全裸なのかは知らんが、貴様は半殺しにしてアウローラを得るための人質にする」

「樹いつきチーム戦でレイズを使ったからな。もう打ち止めのはずだ」

『悪役ヒール』のフリをするまでもなく、刀夜の顔が憎悪でゆがむ。

「アウローラ──プルを得るだと？　それでどうする」

「知れた事こと。異能アウローラを使ってもらう。発動条件である絶望をたっぷり与えてな」

　男たちが顔を見合わせ、下げ卑びた笑みを浮かべた。

「彼女は非常に美しいから、やりがいがありそうだ」

「……そうかい……」

　こいつらは光王院の魂を侮辱し、大切な女の子を傷つけようとしている。

　憎しみと殺意で心が煮にえ滾たぎり、闇系シンクロ値が上昇してゆく。

　そして──刀夜の莫ばく大だいな漣気エーテルが、地獄の釜が開いたように溢あふれ出だした。

「「「「!?」」」」

　男たち全員が一歩退がった。歯をガチガチ鳴らし、刀夜へ向ける武器も震えている。

「なん、だ……この漣気はっ……!?　《絶ぜつ対たい零れい姫き》より遙はるかに上……」

「ひ、ひるむな！　ハッタリに決まってる！」

　恐怖を振り払うかのように、男の一人が大鎌デスサイズをふりおろしてきた。

　刀夜は指を漣気で強化し、刃をつまんだ。

「『破は獄ごく』」

　そのまま漣気エーテルをそそぎ込み、軽く握ると──焼き菓子のように大鎌デスサイズが砕けた。

　尋常ならざる光景に、男たちは顔色を失う。

　それでも刀とう夜やへ向かってきたのは、彼らが一流の証あかしだろう。湾曲刀シヤムシール、棍杖スタツフ、刺突剣エストツク……大鎌を失った男は素手で殴りかってくる。

「灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう、絶ぜつ剣けん其その弐に……」

　友の愛刀を構え、殺意に凍える声で続けた。

「《長じよう阿が含ごん経ぎよう・地獄変》」

　わずかに動いただけで攻撃を悉ことごとくかわし、紫し電でんのように襲いかかる。

　絶剣其の弐は、顎あご、首、目、肺、心臓、肝臓、腎臓……数多あまたある人体急所を全すべて斬きり裂く、過か剰じよう殺さつ傷しようの剣技である。

　むろん今回は峰打ちなので、倒れた男たちはかろうじて生きている。

　だが殺された方が幸福だったかもしれない。技名のとおり地獄の苦しみを味わうことになるのだから……

　刀夜は蛍ホタル丸マルを担ぎ、地獄の獄ごく卒そつのように男たちを睥へい睨げいした。

「さぁ、死にたくなければ質問に答えろ」

「ぁぁああ、ぎゃあああああ……!!　ああぁあああぁ……」

「呻うめくなよ、今はお話の時間だぞ。さあアウローラについて知ってること全部──」

「刀夜、一人逃げるぞ！」

　光こう王おう院いんが叫んだ。

　いつの間に目をさましたのか──光王院が倒した男が携帯を耳に当て、逃走している。

　刀夜は餓が狼ろうのようにそれを追いかけた。
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　煉れん獄ごく学園北側コロシアム。

　試合を控えて選手用通路にいた天あま草くさ四し郎ろう時とき貞さだは、同どう胞ほうからの電話に愕がく然ぜんとしていた。

「光王院の勧誘に失敗……？　それどころか壊滅!?　どういうことですか!?」

『わかりません総帥。いきなり灰咲刀夜が来まして……』

「灰咲刀夜!?　彼はさっきまでアウローラたちと一緒にいたはず。港湾地帯など行けるはずがありません！」

『ですが現に！　しかも鬼神のような強さで……や、奴やつが来ます！　あ……ああああぁぁああやめ助けぎゃああああああ!?』

　身の毛もよだつような絶叫のあと……

　電話から、灰咲刀夜の声が聞こえてきた。

『てめーは誰だ……』

　奈落の底から響ひびくような、昏くらい声。全身に激しい寒気が走り、うまく呼吸ができない。

『俺の仲間に手を出したな』

「ひっ」

『震えて待ってろ。すぐにお前も『黄金の暁會ゴールデンドーン』も……粉みじんにしてやるから……』

　魔ま性しようのものから逃げるように、電話を切る。

（は、灰はい咲ざき刀とう夜や！　彼は一体……!?）

　Ｆ級異能者でレイズも使った彼が、手て練だれ揃ぞろいの同どう胞ほうたちを何な故ぜ倒せる？

　それに何故、ここで試合が終わったばかりなのに港湾地帯にいるのか？

　わからない──わからない。

　困ったときいつもそうするように、両手を組んで目を閉じ、神に祈った。

　だが天てん啓けいは舞い降りず……

　代わりに聞こえたのは、悪魔の声だった。

「貴様、さっきアウローラとか言っておったな」

　驚いて目をあけると、鼻がつくほどの距離に三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるがいた。

　心の底から愉たのしそうに、三日月のような微笑を浮かべている。

「その件について、じっくりと教えてもらおうかのう？」

　彼女の背後には、通路を埋め尽くすほど巨大な怪物。臓物のような胴体から無数の触手が飛び出し、その先端から冒ぼう瀆とく的な言葉をまき散らしている。

　邪神具現化の異能『痴ち愚ぐ神しん礼らい讃さん』を使ったらしい。

「しゅ……主しゆよ……」

　救いは来ない。

　それがわかっていても、神に祈らずにはいられなかった。




　──そして奇くしくも《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》と《虚こ空くう剣けん帝てい》は殆ほとんど同時に、アウローラの情報を持つ『黄金の暁會』へたどりつく。

　これは三千世界を大きく揺るがす、大事件へと繫つながっていくのだった。












あとがき







　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。

　このたびは『三千世界の英雄王レイズナー』二巻を手にとっていただき、誠にありがとうございます。




　さて、今巻は暗黒狂宴サバトの学内予選に焦点を当てています。色々とアレな位い階かい上位のキャラもバンバン出てきます。







　僕のシリーズも四本目なので、この世界にあのキャラが行ったらどうなるだろう？　と時々妄想したりします。

　で、本シリーズの世界に既存シリーズのキャラが来て異能者になり、暗黒狂宴に出たらどうなるか考えてみました。








●受難続きの少年　薩さつ摩ま八はつ平ぺい（社会的には死んでも君を！）



　炎系異能者

　香か月づきへの揺るがぬ愛情で炎系シンクロ値が常に高い。メンタル、フィジカル共に非常に強きよう靭じんなので、暗黒狂宴サバトでもいいところまで行けるかもしれない。





●史上最強の退魔師　日ひ高たか見み久く遠おん（ひきこもりパンデモニウム）



　闇系異能者

　ひきこもることによって闇系シンクロ値を高める。とんでもなく強いが、ひきこもりなので試合会場に行けない。





●金獅子レオンドーロと謳うたわれる騎士　トリスタン・ガリバルディ（魔ま剣けんの軍師と虹の兵団アルクス・レギオン）



　特殊（ロリコン）系異能者

　幼女を愛する事でロリコン系シンクロ値を爆発的に高める。ただし愛せる幼女は娘のルーナだけなので、彼女が成長すると異能者として終わる。




　こういう想像をするのは楽しいので、これからも色々なキャラを考えていければと思います。




　それでは謝辞に移ります。

　イラストのおりょう様。今回も素晴らしいクオリティの絵をありがとうございます。新キャラ二人とも可愛かわいいです。毎回絵が来るのをすごく楽しみにしております。

　担当編集のＮ様。今回もご指摘など沢山お世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

　校正様、デザイナー様など、この本の出版に携わっていただいた多くの方々にも御礼申し上げます。







　それではまたお会いできればと思います。








壱いち日にち　千せん次じ

















特別付録　書き下ろし短編
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　刀夜は放課後、光王院と話していた。

　光王院は世界を恐怖に陥れた邪龍王を倒し、股間のアレに封印した少年である。

　アレには呪印が書かれた包帯を巻いているらしい。

　性的に興奮してアレが膨張すると、包帯に締め付けられ激痛が走る。そのため周囲から嘲笑されているのだ。

　そんな彼に刀夜は尋ねる。

「小便をする時ってどうするの？」

　呪印の包帯を外したら、邪龍王が解き放たれるのではなかろうか。

「床に魔法陣を書いて結界を張るんだ。そして呪印の包帯を先端だけ外し、用を足す」

「なんて大仰な排尿法だ……」

「おっと。言った傍からトイレに行きたくなってきた」

「俺もだ」

　二人はトイレへ向かった。

　小便器の前で、光王院がペンを取り出す。

「これには特殊なインクが入っている。魔法陣はこれで書かないとダメなんだ」

　床にペン先を当てる。

　だが……インクが乾いているのか、書けない。これでは結界がはれない。

　光王院は顔面蒼白で、股間を押さえる。

「まずい。漏れそうだ」

「包帯を巻いたままでやるのは？」

「ダメだ。尿で濡れると呪印が消え、邪龍王が解き放たれる」

　そして光王院は、恐るべき事実を告げた。

「結果──半径五キロが、焦土と化すだろう」

「おしっこが原因でかよ!?」

「仕方ない。この方法しかないな」

　光王院がパンツを下ろした。

　アレには、呪印が書かれた包帯が巻いてある。

　その先端部分を外すと……急にアレが暴れだし、ドス黒いエネルギーが飛び出してきた。

「こ、これが邪龍王か!!」

　刀夜は驚愕した。まだ一部しか封印をといてないのに、凄まじい威圧感だ。

「大丈夫」

　光王院が手に漣気をこめ、アレを握る。

　だが暴走は止まらない。

「ダメだ！　灰咲、力を貸してくれ！」

「は？」

「手に漣気を込め──僕のアレを握りしめてくれ!!」

「嫌だよ!?」

「二人の漣気を合わせれば何とかなるかもしれない。このままだと、邪龍王が解き放たれるんだ！」

　結果、半径五キロは焦土と化す。

　刀夜は覚悟を決めた。

　手に漣気を込め、友人のアレを握る。

「ひぃい、ぐにゃってしてる！」

「すまん、ありがとう!!」

　光王院が排尿を開始した。

　その瞬間、二人が握るアレが声を発する。

『愚かなる人間どもよ……』

「!?」

『我は邪龍王イルルヤンカシュ』

　光王院のアレ──否、邪龍王は、厳かな声で言う。

『光王院よ。人間とは愚かなものだろう？　世界を救ったお前を、封じた場所が股間だからといってあざ笑う……』

　光王院は排尿しながら、苦悩に顔を歪める。

『我が世界征服した暁には、その半分を貴様にやる。だから我を解放せよ』

　刀夜はアレを握りつつ、かたずを飲んでやりとりを見守った。

「邪龍王よ、確かに人間には酷い奴らもいる……」

『そうであろう』

　光王院は、刀夜へ笑顔を向けて、

「だが──こうして僕を助けてくれる奴もいるんだ！　だから僕は人を信じられる！」

　刀夜がアレを握るのを断っていたら、世界が滅びていたかもしれない。

「貴様の誘惑に、僕は負けない!!」

　光王院は高らかに咆哮し、排尿を終えた。









　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　宮城県出身。

　　第六回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を受賞。

　　今年の新人賞がもう十三回なことに戦慄する。




　イラストレーター

　おりょう

　　イラストレーター。原画家。

　　TwitterID＝@oryo
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